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日本薬史学会会則

第 1条本会は日本薬史学会 TheJapanese 2. 幹事は総会で会員の互選によっ

Society of History of Pharmacy て選び，会長を補佐して会務を

と名付ける. 担当する.

第2条本会は薬学，薬業に関する歴史の調 3. 幹事中若干名を常任幹事とし，

査研究を行い，薬学の進歩発達に寄 日常の会務および緊急事項の処

与することを目的とする. 理ならびに経理事務を担当す

第3条本会の目的を達成するために次の事 る.

業を行う . 4. 評議員は会長の推薦による.

1. 総会 (毎年日本薬学の年会の時 第7条本会に事務担当者若干名をおく.運

に行う ) 営委員会は会長これを委嘱し，常任

2. 例会(研究発表会，集談会) 幹事の指示を受けて日常の事務をと

3. 講演会，シンポジウム，ゼミナ る.

-jレ，その他 第 8条本会の事業目的を達成するため別に

4. 機関誌「薬史学雑誌」の発行. 臨時委員を委嘱することができる.

当分の問年2回とする. 第9条 本会は会長の承認により支部又は部

5. 資料の収集，資料目録の作製. 会を設けることができる.

6. 薬史学教育の指導ならびに普 第10条本会の会則を改正するには総会で出

及. 席者の過半数以上の決議によるもの

7. その他必要と認める事業. とする.

第4条本会の事業目的に賛成し，その目的 第11条本会の年度は暦年(1月より 12月ま

の達成に協力しようとする人をもっ で)とする .

て会員とする. 第12条本会の事務所は東京都千代田区神田

第 5条 本会の会員は会費として年額 1，000 駿河台日本大学理工学部薬学科内に

円を前納しなければならない.但し おく.

学生は年額 500円とする.賛助会員

は本会の事業を協賛する人または団 日本薬史学会役員 (昭和50年11月現在)

体とする .賛助会員は年額 5，000円 0印は常任幹事

とする. 会長

第6条本会に次の役員をおく .会長 1名， 幹事 川瀬 清 三浦三郎

幹事若干名，評議員若干名，役員の 滝戸道夫 長沢元夫

任期は 2カ年とし重任することを認 0木村雄四郎 O吉井千代田

める. 清水藤太郎

1. 会長は総会で会員の互選によっ (地方) 宗国 難波恒雄

て選び，本会を代表し会務を総

理する.
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本会々長 朝比奈泰彦先生の御逝去を悼む

常任 幹 事 木村雄四郎

日本薬史学会々長，東京大学名誉教授，日本学士院会員 文化勲章受賞者，従二位勲一等，薬

学博士，朝比奈泰彦先生は去る 6月 30日午前7時 15分，東京神田駿河台の杏雲堂病院に於て

満 94歳の天寿を完うせられ，安らかに永眠された，誠に哀悼に堪えず，ここに本会々員一同に

代り謹んで弔意を表する.

先生は明治 14年 (1881年)4月 16日，東京，本所，林町に御生誕，明治 38年東京帝国大

学医学部薬学科を首席にて御卒業の上，恩賜の銀時計を拝受された.

御卒業と共に先師，下山順一郎教授の生薬学教室の助手となり ，明治 42年 (1909年)欧州|に

留学すること 3年，スイスのウイノレステ ッタ ー教授やドイツのエミノレ，フイ ッシヤー教授(共に

ノーベノレ化学賞受賞者)に師事して研錆を積まれ，明治 45年下山先生の言ト報に接して急拠帰朝

され，助教授として生薬学講座を継承され，生薬学および植物化学を開講し，教授に昇任，昭和

16年停年退官されるまで 30余年に渉り，生薬学講座を主宰し，幾多の人材を教育し指導され

た.その聞に大正 12年には和漢薬成分の研究により学士院恩賜賞を受賞，昭和 18年には，さ ら

に文化勲章を受賞された.

先生が御在職中の研究業績は植物化学，生薬学および植物分類学(主として地衣類)に亘って

発表された論文は六百数十篇に達し，その大半は昭和 9年在職 25年記念の報文集 (化学および
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生薬学の部)および昭和 32年に刊行された喜寿記念報文集(化学の部続篇)に包含されており，

詳細はこれらの刊行物に譲孔ここにはその他の御業績の一端を御披露し先生の御偉業をお偲び

申し上げたい.

先生は日頃わが国における医薬品の自給対策の確立に大きな関心を寄せられた.と りわけ大正

4年第一次欧州大戦の勃発によりドイツに依存した医薬品の輸入社絶に当面した際，先生は当時

内務省に設けられた臨時薬業調査会委員として薬用植物を原料とする医薬品の自給対策上，薬用

植物栽培試験機関の設置を提唱され，その結果として大正7年内務省衛生局に薬用植物の増産指

導並びに試験に関する職員が増員され次いで大正 11年内務省東京衛生試験所(現，国立衛生試

験所)に薬用植物栽培試験部が増設され先生はひところ顧問格の嘱託として指導された.

昭和 9年夏，朝鮮金岡IJ山その他に薬用植物調査のため出張され，その際入手された，チ ョウセ ン

ダイオ ウの種子はその後先生の御指導のもとに永年に渉って試作並びに品種の改良が行われ，今

ゃいわゆる信州大黄として良質の大黄が国産化されるに至っている.

先生は大正 15年4月，日本医学会総会において和漢薬の研究と題し特別講演を行われ合成医

薬品と和漢薬並びにその成分の比較研究を発表され今日の和漢薬復興に大き く寄与された.

また先生は日本学士院の明治前日本科学史編纂委員会薬学担当委員として明治前日本薬物史を

完成され，第 1巻は昭和 31年，第2巻は昭和 32年に刊行された.このことは赤松金労，故岡

西為人，清水藤太郎および故高橋真太郎諸氏の協力によ るが，もとより先生の監修無くては完成

し得ない不朽の名著であった.

また先生は昭和 23年 9月宮内庁から正倉院御物中の薬物について調査を委嘱され，先生の指

名による専門家と共に昭和 23年 9月以来，昭和 27年4月に渉って親しく薬物を調査せられ，

その成果は挙げて『正倉院薬物JJ(昭和 30年刊行) に報告された.

このようなこともあって昭和 29年 10月有志と共に日本薬史学会を創設され，自ら会長とし

て今日に至るまで 20余年間日本薬史学の進歩発展に寄与された.

先生はまたわが国植物分類学の権威，理学博士，放牧野富太郎先生が大正 5年4月， 植物知識

の普及とその啓蒙とを目指して創刊された『植物研究雑誌』の編集および出版に協力されたが，

第 8巻以来，牧野先生が御老齢のこともあって主幹を継承され今や月刊， 植物研究雑誌は 50巻

を超え，先生が誌上に発表された研究報文『地衣類雑記』も 254篇(第 48巻 5号，昭和 48年

5月)の多きに達し絶筆となった.

先生が本誌に発表された『シーボノレ ト及びその他の人々による日本における地衣採集品の史的

概説』も先生の学究者としての真撃なお人柄をお忍び申すこと ができる.

日頃顕微鏡を片手に精心された先生も今や体力のすべてを学界に捧げて大往生された.

ひたすらに先生の御冥福をお祈 り申し上げます.
¥ 

昭和 50年 7月 15日 日本薬学会々葬の日



薬徴における吉益東洞の論理

長沢元夫

On the inductive logic of Todo Y oshimasu in fixing of the effect of medicines 

Motoo NAGASA W A 

Faculty of Pharmaceutical Sciences， Sience University of Tokyo 

Pharmacological book written in 1771 A. D. by Todo Yoshimasu has been 

acquired the great importance in our traditional medicine. As he had a fine 

contempt for logic， he could'nt found the theory of synergism. At 1972 A. D.， 
Dr. Yumoto applied the rule of Burgi to remedies of our traditional medicine for 

the first time. 

吉益東洞が明和 8年 (1771)に不満足なが

らも一応脱稿した漢方薬物書 ・薬徴は，類豪

方，方極とともに東洞の三部書として，漢方

を学ぶ者にとって必読の文献とされているだ

けでなく ，大塚敬節氏1)が指摘したように「薬

徴は東洞がも っともカをつくした著述」であ

り，しかも「東洞の著書の中で後世に影響を

与えた点で，この書の上に出るものはない」

のである.即ち漢方の日本化にそれがはたし

た役割りは大きいのであるが，同時に傷寒金

匿の処方以外のものを使用しない古方派を形

成し，いわば漢方の強直化を生んだ原因のひ

とつにもなっている.この弱点を克服するた

めには，薬徴における方法論を揚棄する努力

を重ねることが重要な課題になる .

薬徴の功の第 1は，傷寒金匿の処方を運用

するときの目標を確実にしたことであり，こ

れが処方の「証」を決定する基礎となったこ

とである.それ故に尾台椿堂は重校薬徴の題

言七則の中で「善く薬徴を読めば則ち薬能明

らかなり .薬能明らかなれば則ち方意詳かな

り.方意詳かなれば則ち運用自在なり」と述

ベたのである.

1) Location: Ichigaya-hunagawara-machi， 
Shinjuku-ku， Tokyo， 162. 

薬徴の功の第 2は，当時の医者が大黄，石

膏，麻黄，黄苓等を劇薬あっかいにして恐れ

て使用しなかったのを改めさせたことであ

る.薬徴の弁誤の項でその様子を明らかにし
おそ ただ

ている .例えば「世医の大黄を悟るるや脅に

蛇蝿の如きのみならず，その言に日く，凡そ

大黄を用うるものは，病は則ち治すと雄も内

を損じて死すと.切に問うも其の人なし.比

れ皆本草の説を承けて声に吠ゆるものなり J.

また「甚しいかな，世医の麻黄を怖るるや.

その言に日く ，吾れ之れを聞く ，麻黄能く汗

を発す，多く之れを服すれば則ち漉々として

汗出でて止まず，是れを以て敢えて用いず

と.ああ是れ何の言ぞや」等々.

このような大きな功績が認められるため

に，同書中に三陰三陽，合病というカテゴリ

ーや概念は「疾医の言わざる所なり ，故に取

らずJと言ってこれらをはっきりと否定した

ことは，後に門人たちによ ってゆきすぎであ

るとして訂正されたが，これ以外には欠点の

ないものという評価をずっとうけている.も

っとも薬徴は 53種の薬物を収載しているが

薬能の解析を行な っているものは 49種であ

るので， これ以外の薬物について薬能を論じ

たり ，薬能の不備を訂正し たり した薬徴続

編，方極附言，重校薬徴等の古方派の著書や

考証学派の薬物書があるが，薬徴の方法論を
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論じたり ，否定したりしたものはないのであ

る.

2. 

薬徴は各薬物について主治，考徴，互考，

弁誤，品考の 5項目にわけで議論を展開して

いるが，この5項目を完備しているのは 25

種にすぎず，他は2-3項目の議論にとどま

り，主治を記していないものは 4種 もある .

しかし用い られている方法論は同じであり ，

主治という結論をみちびくために，薬徴の項

で傷寒金匿の条文を手がかりにして.r量の

多少を以ってその主治する とこ ろを知るな

り，病の在る とこ ろを視てその芳治するとこ

ろを知るなり」という方法によ って薬効をき

めた ことを序文の中に明記している.

「量の多少」ということは処方中の量の多

少と，その薬物を含んでいる処方聞の量の多

少のふたつを意味していて，その量の最も多

い処方にその薬物の薬効が露骨にあらわれ

る，それを主治とするというのである.そし

てそれに関連した薬効が量の少い処方にあら

われるので，それを秀治とすることを「一物

にして功を具にすることなきも， 用異なれば

則ち功異なる」と序文の中で論じている .こ

れはいかにも配合によって作用が異なるこ と

を述べているようにみえるが，東洞は処方と

いう環境の中であらわれるというように漠然

としか考えていなかったと思われる .東洞の

死後 12年目に記した南涯の敏文に「その運
したが

用の変に循い異功を奏するは則ち殆んど天よ
に

り出づるが如し.しかして性の多能に倫たる

は是れ方の功にして一物の能にあらざるな

り」と述べているように，配合によってあら

われるとは考えていない.

例えば桂枝は「衝逆を主治する」と決定す

るためには，桂枝を用いた処方のうち桂校の

量が最も多い桂枝加桂湯 (5両)の条文に主

治があらわれるのだから，傷寒論の「焼針に

て其の汗をせしめ，針せ し処，寒を被むり ，

核起りて赤き者は必ず奔豚を発し，気少腹よ

り上って心を衝く者Jに用いるという条文か

ら気の上衝をとりだしたのである .そして桂

枝が4両以下の処方でもこの作用は確認でき

るのでこれを主治と して間違いないとする .

奔豚，頭痛，発熱，悪風も治すように見える

が，衝逆にともな った奔豚，頭痛等しか治さ
わか

ないので，これは「性の枝して岐るるところ

なり」として努治に入れ，主治と区別する.

したがって配合を 問題 にしているのではな

ν、.

このよ うに薬物の主治を他の薬物の主治と

重複しないように傷寒金匿の条文から帰納し

てゆくことが薬徴の主なる方法論である .そ

うしなければその薬物の特長がでてこないか

らである.重複をいかに避けよ うと努力した

かを示すと， 重校薬徴では

J!tは利水を主る .

夜苓は利水を主る.

とな っていて同じ主治であることを示してい

るが，原本である薬徴では

尤は利水を主る，

夜~は惇および肉潤筋協を主治する，

となっていること でわかる .

このように傷寒金匿の条文の比較から薬効

を帰納することは，臨床経験から薬効を推定

するひとつの方法であるから，それ自体は決

して悪いことではない.したがって量の最も

多い処方からその薬物の薬効のひとつがわか

るとすればよいのに，主治がわかると断定し

たことが問題点の 1である .そして薬物の配

合を軽視ないし無視したことが問題点の 2で

ある.

3. 
¥ 

東洞は傷寒金匿の条文の比較か らある薬物

の主治を決定できないときは自己の臨床経験

から判断した.柴胡について，往来寒熱と胸

脇苦満のいずれが主治であるかをきめたとき

がその例であり ，主治はひとつであるはずだ

という立場からそうせざる をえなくな ったの

である .それを薬徴では弁誤の項で次のよう

に論じている.r本草綱目 ，柴胡の部中，往々

往来寒熱を以ってその主治となす.夫れ世に

謂うところの捷疾は，その寒熱往来するや劇

し.しかして柴胡を用いて治する者あり ，亦
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治せざる者あり.是において之れを仲景氏の
ただ

書に質すに，その柴胡を用うるや，胸脇苦満
とオ1

の証あらざるなし.今乃ち諸を胸脇苦満して

寒熱往来する者に施すに，もの応猶お響の芦

におけるがごとし，ただに躍のみにあらず，

百疾皆然り」と .ここは自信満々という気持

ちが伝わってくるような文章であり，このよ

うにして柴胡の主治を胸脇苦満とした.多く

の人はこれを疑おうとしないが，傷寒論での

胸脇苦満は自覚症状を指していたと思われる

のに，古方派の胸脇苦満は腹診における季肋

部の圧痛や抵抗という他覚症状を指していて

その内容が一致していないことと，東洞のノ、

ッタリ的性格を考慮に入れると ，上述の結論

には疑問が残る.宋板傷寒論には「傷寒中

風，柴胡の証あり，但だ一証を見わすときは

便ち是なり，必ずしも悉く具えず」という条

文がある.康平本ではこの条文は 14字詰に

なっているから後世の追論ということになる

が，この内容は東洞の説に反している.

このようにして往来寒熱は柴胡の秀治にな

った.主治は必ずなければならない症状であ

り，芳治はあ ってもなくてもよい症状である

と区別されているからである.このように薬

効を立体的にとらえることは大いに魅力のあ

るところであるが，これが成功した例は殆ん

どない.麻黄に含まれているアルカロイドの

ひとつであるエフェドリンは血管系にも，筋

肉系にも，中枢神経系にも作用し，決して身

体の一定の部位に作用するのではない.それ

だからこそこれらの作用を統一的に理解する

ために交感神経系を刺激するという考え方が

評価されるのである .薬徴では麻黄の主治を

端咳水気と規定して，秀治を悪風，悪寒，無

汗，身疹，骨節痛，一身黄腫としているが，

これらの諸症状は立体的な関係にないし，目指

咳は薬効のひとつでしかない.まして生薬の

ような多成分からなる薬物の薬効をこれと同

じ論理で整理することはきわめて困難といわ

ねばならない.これが薬徴の問題点の 3であ

る.

薬徴において明らかに失敗している例を次

に示す.菌醸蓄は「発黄を主治する」とな っ

ていて，互考の項で「或るひと問うて日く，

発黄の証，之れを治するの方，その菌醸苦を

用いざる者まま亦之れあり，いかんと.答え

て日く，発黄， 小便不利，或は渇し，余証な

き者は菌醸五苓散之れを主る.発黄，大使不

通の者は菌醸苦湯之れを主る.もし乃ち一身

尽く黄，腹脹り，大使必ず黒く ，時に漉する

者は消毒事散之れを主る .発黄，心中懐慢は梶

子大黄鼓湯，発黄，腹満，小便不利は大黄消

石湯，発黄，頭痛，悪風，自汗出は桂枝加黄

者湯，発黄，日区逆は小半夏湯之れを主る.発

黄，胸脇苦満は小柴胡湯之れを主る.発黄，

腹中拘急は小建中湯之れを主る.比れ皆証に

随って方を異にするなり.仲景の菌醸蓄にお

ける，特に之れを発黄して他に病なき者に用

うるのみ」と述べている.ここでは柴胡の場

合とちがって全く自信を失っている .この程

度のことしか言えないならば，本草書を非難

する資格はない.しかしこのような個々 の欠

点を指摘するよりも，基本的な論理を検討し

なければならない.

4. 

東洞は 「目に見えぬことはいわずJ，I理論

一切無用なり」というようなことをいつも言

い且つ書いていた.そこで尾台椋堂も「東洞

先生の書は著実にして空論臆説等はなしJ(方

伎雑誌)といい，現代でも清水藤太郎氏めは

「薬徴に於ける所論は前人未発の名説多 く，

之を現代科学界に提出するも柳も遜色がない

者である」と述べているほどである .部分的

にはすぐれたところがあるのは事実である

が，それがすべてではなく，空論臆説もある

のである.

東洞は弁誤の項でしばしば理窟を述べてい

る.最も重要なことを黄連の弁誤の項で議論

している .I万物は天に生ず.故に天の命ず

る之れを性と調う .性はーなり .その能も亦

ーなり .之れを良能と調う」と .I万物は天

に生ず」とは易経の繋辞伝に「天地細組して

万物化醇す」と書かれていることと同じであ

り，I天」と 言っても「天地」と言っても同

じことであるが，次の「天命」という語につ
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なぐために「天Jと言 ったのであろう .r天
の命ずる之れを性と謂う」は中庸の第 1章に

書かれている文であり， 中庸を最も重視した

のは朱子にほかならず，東洞が中庸の文を利

用していることは注目してよい.朱子は「性」

を「理」とも言っているから，この文は「も

ともと，それぞれの物にはそれぞれの理があ

る」という意味になる.r性はーなり」をそ

のように理解してよいであろう .しかしそれ

に続く「その能も亦ーなり .之れを良能と謂

う」には問題がある .良能とは「天賦の能

力J，r学ばないで自然に得る能力」と いう意

味であるが，これがひとつだということは納

得できない.東洞は次のように説明してい

る.r余嘗て本草を読むに，その主治を挙ぐ

ること甚だ多し.夫れ主治なるものは性の能

なり.一物の性，あに此れ多能ならんや.今

近く警を人の多能に取 らんか.夫れ人の性

や，任(任侠)なる者あり ，清(邪念なし)

なる者あり，和なる者あり ，直なる者あり .

聖人と雌も移易(うつしかえる)すべから

ず」 と.しかし性格は性ではないし，ひとの

性格は変り得るものである .そういう意味で

この文は二重の間違いをおかしている .

東洞がこのような考え方をした理由は，個

々の薬物の使い方の基本を知りたいという要

求が臨床家として当然でてくるものであった

からである .生薬が多成分から成立つもので

あっても，それらが一体となって作用する仕

方を簡明に表現できれば，今日の臨床家にと

っても大変便利であろうことはよくわかる.

しかしひとつひとつの作用が解明できではじ

めてそれ らを総合した作用がわかるのであっ

て，総合したひとつの作用などというものは

存在しないはずである.しかしその多くの作

用を東洞は次の理窟で整理しようとした.

「然れども其の多能あるものは性の校にして

岐れる所なり .性の本にあらざるなり .これ
えい まE

を鼠能と謂う .人の蔵能に肱わされて性は多

能なりと調 う者多し」と.蔵能とは「あま っ

た能力J，rあふれた能力」という意味であ

る.この理窟は朱子学でいうと ころの体用の

論理にほかならない.例えば水と波と の関係

を論ずるときに，根本的なも の，一次的なも

のが水であるからそれを体とし，派生的なも

の，二次的なものが波であるからそれを用と

して説明する論理であり ，東洞はこれを利用

したのである .しかしこれを性と能との関係

に利用すればよいのに，東洞は良能との関係

に使ってしまった.それは「能はーなり」に

こだわ ったためである.朱子学は理気二元論

の立場であるから本質的な理を体とし，それ

が他者に作用してあらわすものは派生的なも

のであるからそれを用とする.しかし東洞は

「能も亦ーなり」と 言うのだから理気一元論

となり ，陽明学の立場になってしまう .

上述の東洞の見解だけでなく ，東洞の言行

の中にも陽明学派の特徴を沢山見出すことが

できる .rそれ空談虚論は徒らに事実を害す

るのみ，医は唯病を治す.病を治せずんば，

いずくんぞ医者たらんJ(古書医言)， rそれ

医者は病を治するものなり .病を治するは方

なり .故に医の学は方のみJ(医事或問)と

いう東洞の論理は，思弁をきらう実践主義の

最たるものであり ，まちがいなく陽明学であ

る.今までは東洞が復古儒学を尊重したとい

うことだけが指摘されていたが，論理の性格

を検討してみる と陽明学が浮び上ってくる .

江戸時代には有機化学がまだ存在しないの

で，生薬は多成分から成るという認識はな

く，生薬はひとつの物質という考え方であっ

たであろう .これが上述の理窟を成立たせた

根拠であるが，化学の発達した現在，良能を

その生薬の主成分による作用とみて，扇能を

副成分による作用とみなして，薬徴の記述を

肯定しようとする見解をとるものがいる .し

かし成分と作用との関係は 1対 1というもの

ではないし，薬徴の方法論を無視してその結

論だけを利用するのでは，その見解の妥当性

を言正明することができなu、であろう .しかも

その見解は生薬を構成している多成分が揮然

一体となって作用するという東洞流の考え方

を導入し，ひいては多生薬からなる処方もま

た揮然一体となって作用すると考えるように

なり ，合理的な判断を否定する好ましくない

結果をきたす.
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5. 

薬徴は薬物がそれぞれ特有の薬効(主治)

をもっていることを示しているが，数種の薬

物を配合した処方ではまた違った現象があら

われることを東洞は大黄について説明してい

る.大黄の主治は「結毒を通利する」ことで

あると規定したのちに，考徴の後段において

「厚朴，キ只実に合すれば則ち胸腹満を治し，

黄連に合すれば則ち心下癌を治し，甘遂，阿

腰に合すれば則ち水と血とを治し，水蛭，直

虫，桃仁に合すれば則ち療血を治し，黄柏，

慌子に合すれば則ち発黄を治し，甘草に合す

れば則ち急迫を治し，で士消に合すれば則ち堅

塊を治するなり」と論じているのがそれであ

る.この現象が後に配合による薬効の方向転

換と言われたものであり，主治をひとつとし

た論理的帰結である.しかしこれらの配合に

よってあらわれる主治以外の作用が大黄の勇

治と一致しているのは奇妙である.秀治は

「性の枝して岐るるところ」であり， iあま っ

た能力」にほかならない.東洞は「仲景氏の

大黄を用うるは，特に以って毒を利するの
たず

み.故に各其の主薬を陪けて単用せず」と説

明しているが，この説明の仕方はさきに引用

した柴胡の秀治の決定の仕方と全くちがって

いる .桂枝の秀治のきめ方ともちがってい

て，配合によって起る現象としている.即ち

同じ薬徴の中である時「はあまった能力」で

説明し，ある時には配合で説明するという不

統ーが見られるのは，東洞が理論を軽視する

性格をもっていたためであると言うことがで

きる.

しかるに東洞の死後，古方派においても，

考証派においても，また明治以後の漢方界に

おいても，方向転換説が何倍も強く適用され

ていることは，薬徴の方法論を根本にさかの

ぼって検討した人がいなかったことと，漢方

界に理論を軽視する風潮が強く存在すること

を示している.

この方向転換説を最初に否定したのは湯本

求真であった.求真は皇漢医学3)において 「漢

方剤は皆尽く 2味以上の同効異質薬物を配合

せるものなれば 1味薬多量使用時に見るが
ほい L

如き中毒のおそれなくして効力は反て倍葎す

(倍は 2倍，穫は 5倍の意).例えば発表剤た

る葛根湯は発汗解熱薬たる葛根，麻黄，桂枝

とより ，解熱利尿剤たる越稗加北湯は解熱薬

たる麻黄，石膏と，手IJ尿薬たる石膏，J[tとよ

り成れるが如くにして，比他の諸方と雄も然

らざるは稀なり .是れ漢方剤の多くが緩和無

害なる薬物より組成せらるるに拘らず，奇蹟

的偉効を奏する所以なり」と論じた.この説

の仕方はピュノレギの法則にほかならず，薬物

の共力作用 (Synergism) で漢方処方の効用

を説明しているのである.求真は薬徴を批判

するような文をひとつも書いていないが，薬

物の作用を知るために，本草綱目，本草備

要，和蘭薬鏡等も参考にし，薬理学における

新しい研究の成果を積極的に利用する態度が

上述の文を書かせたのであろう.それ故に求

真を師とした大塚敬節氏のもまた薬徴を批判

した文の中で「小建中湯の条に腹中急痛の語

があるから，これをとって有薬の薬効だとす

ることには異論がある.なぜならば小建中湯

には甘草も大喪も腰飴もあり，とれらはそれ

ぞれ単味でも腹中急痛を治する能があるから

である」と論じたのである .

方向転換説は配合による薬効の多様性を説

明できるが，その発現機構を説明することが

できない.これに対して共力作用説はこの両

者を同時に説明できる.説明できるだけでな

く実験に移すとともできるし，処方をつくる

理論的根拠さえ与えることができる.しかし

その前提として，薬徴に示されている主治は

ひとつという考え方をすでなければならな

U、.

結 論

1. 漢方薬物書としてわが国で最も重要視

されている薬徴は，臨床を重んじたという点

では評価できるが，方法論的に欠陥がある.

2. その根拠は吉益東洞が理論を軽視する

傾向の強い陽明学の立場に立っていることで

ある.

3. 薬徴における論理は必然的に薬効の方
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向転換説を生みだす.

4. 方向転換説を否定する論理は共力作用

説であり，これを最初に漢方界に導入したの

は湯本求真である.
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銀 州柴胡につい て

名越規朗刊 東 丈夫り

On genuine “Yin-chou-chai-hu" 

Kiro NAGOSHI and Jobu HIGASHI 

FacultぞofPharmaceutical Sciences， Tokushima University 

The history of origin of “Yin-chou-chai-hu"銀川|柴胡 in ancient Chinese 

herbals was already discussed by Tsuneo NAMBA and Tadato TANI， and it has 

been considered to be Stellaria dichotoma L. var. lanceolata Bunge of CaryoPhyl-

laceae plant. 

Of recent Shan Ren-hwa単人騨 andLi Yin李穎 reportedthe results of their 

painstaking taxonomical studies on the Chinese species of BuPleurum L.， and 
confirmed that genuine “Yin-chou-chai-hu"銀州柴胡 was the dried roots of 

Buρleurum yinchowense Shan et Li， a newly nominated， of Umbelliferae plant. 
Investigating the classical evidences a Chai-hu柴胡 fromYin-chou銀州 (Shan-

hsi侠西 District)and those by Shan & Li， it is conclusive that B. yinchowense 

Shan et Li is identical to“Yin-chou-chai-hu"銀州柴胡， and “Shou-chou-chai 

hu"寿州柴胡 listedin Tu-ching-pen-tsao図経本草 maybe the same origin， but 

so called “Yin-chai-hu"銀柴胡 ofCaryoPhyUaceae may not be， as has been 

suggested by the authors. 

中国産柴胡の原植物については，古 くから

たびたび論ぜられてきたが，最近江蘇省植物

研究所の単人騨氏と上海第一医学院の李頴氏

は “中国産柴胡属の種類およびその分布"と

いう論文1)を発表した.

これによると ，中国には BuPleurum属植

物が 35種あるとされ，さらに 6種の変種と

7種の変型が報告されている .そして大陸産

の柴胡属植物には北柴胡(マンシュウミシ

マサイコ，一名ヒロハミシマサイコ)勾 B.

chinense DC.，紅柴胡(オクミシマサイコ，

ー名カタバミ シマサイコ)3)B. scorzonera-

efolium Willd.，大葉柴胡(オオホタノレサイ

コ)り B.longiradiatum Turcz.などの薬用

種をはじめ中等度の湿り気のある土地に自生

め徳島大学薬学部

1)植物分類学報第 12巻第 3期 (1974年7月)
2)， 3)， 4)， 5)， 6) ( )内の和名は著者が加えた

ものである.

するものが多く ，華北，華中，華東各省に広

く分布している といわれる.

これに対し少数の種類は乾燥地に見 られ，

線葉柴胡 (ホソパノミシマサイコ)5)B. an-

gustissimum (Fr.) Kitagawaや銀州柴胡 B.

yinchowense Shan et Li (新種) (以上いず

れも薬用)のほか7種が雨量の少ない新彊，

内蒙，山西， 青海，甘粛西南部，四川北部な

どにあるという.また比較的乾燥地を好むも

のとしては竹葉柴胡 B.marginatum Wall. 

など 9種がある.一方，百花柴胡(イ ッポン

ミシマサイコ)め B.octoradiatum Bungeな

ど3種は華北各省の比較的高冷な高山地帯に

あるといわれる.

この論文で最も興味深く思われるのは，こ

のたび新種として報告された “銀州柴胡"で

あって，この植物は形態的には一般の柴胡属

植物と異なり，地下にきわめてよく発達した

長大な直根を有することが特徴といわれる
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植物分業学扱

Acta Phytotax仰 omlca

第 10巻 第 1，2号

銀側柴錫 Bupleurumyinchowen.e Shan ct Y. Li 

第十ニ巻 図版五十七

Vol. XII， Pl. 57 

。6

1.趨物外形 Xl; 2.根 Xl; 3. lIf約一郎分 X5; 4 . 小，~主壱片 X5; 5.花 XIO; 6.花鱒 XIO;

7.段aXI0; 8.綴泉 X5; 9.泉笑獄l'l1iiiiX12. 
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が，地上部の形は従来知られているオクミシ

マサイ コやホソパノミシマサイコによく似た

もののようである.

この銀州柴胡は中国の古い文献である雷公

地表論 (420年)にすでに生薬としての調製

法が記されているもので，単氏らはこの植物

の形態が宋代の“図経本草"に記載されてい

る銀州産柴胡の形態と完全に一致しているこ

とと，陳承のいわゆる“本草別説"(重慶補

注神農本草並図経，10<)2拝)にみられる 「柴

胡以銀夏者最良.根為胤尾，長一，二尺，香

味甚佳，俗不認其真，市人以同華者代之，然

亦勝子他処者，蓋銀夏地方多沙，同華以沙苑

所出也.Jという記述や，“本草網目 "にある

「銀州即今延安府神木県…・・¥所産柴胡長尺

余，而微白且軟，不易得也.Jといった記述

などを参考にし，その分布域と植物の形態，

生薬と しての根の品質を綜合して，本種こそ

古代の銀州柴胡そのものであろうと推論し，

ここに新種として発表したとのべている .た

だし，現在の市場で取り扱われている“銀柴

胡"という生薬は後記のごとくセリ科植物で

はなく ，ナデシコ科の Stellariadichotoma 

L. var. lanceolata Bungeの根であり ，この

穏の生薬はすでに“本草綱目"にも柴胡の条

下に記載がみられ，李時珍は「近時有一種根

似桔桓，沙参，白色而大，市人以偽充銀柴

胡，殊元気味，不可不排」とのべ，このよう

な別の銀柴胡があるので注意を呼びかけてい

る.

この種の銀柴胡については，さきに難波ら

が“紹興本草"にみられる“銀州柴胡"をそれ

と考定し，“大観 “政和"両本草に“寿州柴

胡"として画かれてきた柴胡も含めて，これ

らは一見セリ科の Buρleurum multinerve 

DC.に似ているが，枝分かれがなく ，業が完

全に対生し，花序の形態がやや異なる点か

ら，セリ科の植物とするには問題があるとし

ている .そして明代の“本草網目"や“本草

原始"に「銀州，銀夏に産する柴胡は非常に

よいもので，生薬の形態が長く ，白色を帯び

ており軟かい」という記載があること，さら

7)岡西.塩野義研究所年報，第 1号，70(1951). 

に “本草原始"には「これを俗に銀柴胡と称

する」と記していること，唐代の文献から現

われ始める労(虚労，衰弱厩痩の症候群)を

治すという柴胡の効能が，現在市販されてい

るナデシコ科の銀柴胡の薬効とよく一致して

いる点，およびこの “銀柴胡"の分布域が甘

粛，寧夏，侠西，内蒙古で，古文献に記す銀州

と近いことなどから考えて，中国産柴胡には

古くからセリ科植物とナデシコ科植物の 2種

の系統のものがあったとし，古い本草にあら

われる銀州柴胡は今日の銀柴胡と同じくナ

デシコ科の Stellaria dichotoma L. var. 

lanceolata Bungeであると推定している.

そしてこのような Stellariasp.のものはす

でに唐代から知られるようになり，宋代には

これがセリ科の柴胡とともに一般化したと考

察している.

なお紹興本草では大観，政和の寿州、|産が銀

州柴胡とな っているが，岡西博士はこれにつ

いて大観，政和こそ図経本草の本来の面影を

伝えるものであり ，これが独り紹興本草で

「銀州柴胡」とな っているのは，むしろ王継

先の所改と見るのが至当とされているり.

これに対し今回発表された真の銀州柴胡の

分布域は侠西北部(定辺，延安，横山， 干県，

清澗，子長，橋林)，甘粛(橋中，静寧)，寧

夏(海源)および内蒙古などの海抜 500-

1900mにある乾燥した 山や砂の多いやせた

土壌といわれる .

また単氏らの調査によれば，本種の根は薬

用 とされ，侠西省では紅柴胡とか軟柴胡と呼

ばれており ，紅とはその根の形状色沢を形容

したものであり，軟とは根の質が比較的軟か

いことを指すものという .そしてこの柴胡が

各種の柴胡の中では品質が最も優れているば

かりでなく ，侠西新検所に集められている侠

西省各地産の標本を仔細に観察したところ，

本種の根はその他の地方で一般に紅柴胡と呼

んでいるオクミシマサイコB.scorz:oneraefo・

liumやホソパノミシマサイコ B.angustis-

simumとは著しく違っていたため， ここに

新種と認め “銀州柴胡"と命名し，その植物

の詳細な図版を載せている.なお，この種の
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柴胡は古く からの記録によっても，侠西省一

帯で応用され，すでに非常に長い歴史をもっ

ており，品質最良といわれている.

また柴胡属各種植物の各省区における分布

概況についての附表による と， 今回発表され

た銀州柴胡の分布域は内蒙古，山西， 侠西，甘

粛，寧夏となっており ，前述の Stellariasp. 

の銀柴胡の分布域とほぼ重なっている .

ところで，Bupleurum属植物の分類につ

いては従来問題が多く ，学者によっては 日本

のミシマサイ コや中国のオク ミシマサイコを

欧州原産の B.falcatum L.に包含してお

り，これまで薬学系統でもこうした見解が有

力であったため，第八改正日本薬局方でも

“ミシマサイコ B.falcatum L.またはその

変種"という表現をとっているもの と考えら

れる.しかし，中国大陸の柴胡属植物に明る

い横浜国立大学の北川政夫博士によれば，欧

州産の Bupleurumf alcatum L.は下葉(根

出葉を含む)は比較的幅広く，卵状だ円形~

ほとんど円形であるのに対し，中国のオクミ

シマサイコ B.scorzoneraefolium Wi11d. 

では下葉 (根出葉を含む)は比較的狭く ，ひ

針形または倒ひ針形(狭琵形) -線状ひ針形

または線形といわれる .このほか枝の打ち方

も大分違っており，やはり両者は別種とすべ

きもの とされている.さらに北川博士による

と， オク ミシマサイコは興安嶺方面に生育

し，南の方ではみられなくなり ，ホソパノミ

シマサイコ B.angustissimum Kitagawaに

入れ替るといわれる.またこれに近縁のマン

シュウミシマサイコ(北柴胡)B. chinense 

DC.は草丈が高く ，茎や枝が剛直で，葉は

大きく広 く脈も多く ，小総菅片も幅広く ，全

然別種とされている.これらのなかで，茎の

基部に残存している枯葉の繊維が一番多いの

はホソパノミ シマサイコ(線葉柴胡)であり ，

オクミシマサイコ(紅柴胡)ではそれほど多

くないようで，マシュウ ミシマサイコ(北柴

胡)にはこれが全然みられないという .

中国の古い本草にみられる “銀州柴胡"に

ついては，著者らはかねてより図経本草の薬

図を正し く継承した大観，政和両本草に掲げ

る “寿州柴胡"の図や，歴代の諸本草の記述

から，あくまでもセリ科の Bupleurum属植

物のーっと考えてきたため，これをナデシコ

科植物とする説には俄かには賛成しかねる と

ころがあ ったが，こ のたびの単氏 らの B.
yinchowense Shan et Liの発見によ って，

これまでの著者らの考えが一応裏付け られた

といえよう.

なお，この問題に関しては中尾，木村両博

士の漢薬写真集成に「本草逢原に延安府五原

城即ち銀州の柴胡を肥自にして軟しと言ふ.

是によれば銀州に二種の柴胡を生づるものな

らむ.即ち一つは古来の柴胡にして銀柴胡，

一つは肥白長大の新銀柴胡とす」 と記されて

いるところをみる と，両先生もすでに銀州産

の柴胡に新旧 2種のものがあり ，古代の銀州

柴胡はセリ科に属する本来の柴胡の一つであ

ったが，後に至って今日のナデシコ科の銀柴

胡と推定される別の品が加わったとの見解を

もっていたこと がわかる.

また今回発表された “銀州柴胡"は，単氏

らの論文に指摘されているごとく，ほかの柴

胡属植物と異なり ，きわめて長大な直根を有

することからも，やはり 日本のミ シマサイコ

や中国の北柴胡 B.chinense，紅柴胡 B.

scorzoneraefolium，線葉柴胡 B.angustis-

simumなどとは違った別種植物で，これら

をすべて欧州産の 沼.falcatumに包含する

には，かなりの無理があるのではなかろうか

と考える.

本稿を草するにあたり ，ご協力賜わった故

岡西為人博士，北川政夫博士，佐々木一郎先

生ならびに西国幹夫博士に深謝する.



民間薬カナクギノキの由来

霊t 勝 彦 *)

History of a folk medicine “Linderαerythrocarpa Makino" 

SHENG-YIEN， LIU 

Faculty -{Jf Pharmaceutical Sciences， Nagoya City Universityl) 

The folk medicine is regarded as one of the elements， composing the lower 
culture of demotic society. In some part of Gifu-prefecture， Lindera erythrocar.ρa 

Makino (Lauraceae) (called Tanaasa and Tanagasa) has been used as a folk 

medicine for the stomach and bowel， kidney diseases and neuralgia etc. from 

generatlOn to generatlOn. 

The history of this medicinal plant was made clear. 

1.序言

カナクギノキ2.8)Lindera erythrocarpa 

Makinoはクスノキ科 Lauraceaeクロモジ

属 LinderaThunb.に属し，本州(静岡，

長野県以西)，四国，九州(屋久島まで)，朝

鮮半島南部，中国暖地の常緑林内に生育する

高さ約 5mの落葉小高木で ある .本植物は

従来薬用に供されたという記録はなく， 1963 

年7月，著者が所属する本学生物研究部の岐

阜県恵那郡加子母村における民間薬調査によ

り初めて，健胃整腸，神経痛の治療薬として

発表された.その後著者は同村小郷および益

田郡下目町乗政，宮地で詳細な調査を行ない

興味ある知見を得たのでここ に報告する.

本〉名古屋市立大学薬学部1)

1) Location: Tanabe-dori， Mizuho-ku， Nago. 
ya. 

2)牧野富太郎，“新日本植物図鑑"初版，北隆
館，東京， 1961， p.195. 

3)大井次三郎，“日本植物誌改訂新版顕花編"
初版，至文堂，東京， 1965， p.655. 

4)名古屋市立大学生物研究部，“こまくさ"
1臼96臼4，17，p.50-56. 

5)名古屋市立大学生物研究部，“こまくさ"
196“5， 18， p. 13-22. 

**)神経痛の患者で，治療薬として本植物を用い
たのは数名で，効果があったという人もいれ
ば，全く無かったという人もいた.

2. 民間薬カナクギノキの発見

本学生物研究部は学生を中心とする学術研

究団体の一つで，フィ ーJレド活動として民間

薬調査を計画し，第 1回調査を 1963年7月，

加子母村小郷，小和知両地区で実施し，結果

を同部の機関紙め に，1加子母村における民間

薬調査報告」として発表された.この中で，

「たなあさ :果実を乾燥 して3粒飲む.胃の

一般薬として用いる.クスノキ科カナクギノ

キと思われる.果実に芳香性があるから芳香

性健胃薬として用いられるであろう.Jの記

載があり ，続いて 1964年7月第 2回調査が

実施され，同紙めに「加子母の民間薬に関す

る考察」 として発表された.ここでは薬効別

分類により，健胃整腸の項で， rかなくぎの

き(当地方言:たなあさ)，使用方法:果実

20粒を直接飲用(1回5粒)，使用度 5軒

以上が月に数回使用とあり，比較的現在でも

使用されている.成分未詳J.また神経痛の

項には，r果実 を飲用，使用度 1-2軒で

年間で稀にしか用いられず」料〉と記載されて

いる.以上が本植物が民間薬と して報告され

た最初である.

加子母村は， r岐阜県恵那郡の最北端，濃

飛信国境の三角頂点に位置し，南は塞の神峠

を越えて恵那郡付知町，北は舞台峠を境とし
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Table 1. 

タナアサに関するアンケート 1968年11月

地区名一一一一，氏名一一一一'年令一一，男 ・女

職業一一一一・
1.採集時期 ①春 ②夏 ③秋 ④冬

1， 2， 3， 4， 5， 6， 7， 8， 

9， 10， 11， 12月

2.採集する木の状態 ①老木 ②若木 ③( )年

3.採集部分

4.実の状態

5.使用方法

もの ④( ) m位

①実②莱③花芽④幹皮

⑤斡⑥枝⑦根③その他

①未熟なもの ②よく熟し

たもの ③熟して地に落ち

たもの ④その他

①生のまま飲む

②生のまますりつぶして飲

む

③生のまま煎じて飲む

④乾してそのまま飲む

⑤乾してすりぶして飲む

⑥乾して煎じて飲む

⑦黒焼にして飲む

③その他

て益田郡下目町，東は御岳連峰に連なる山々

を越えて長野県西筑摩郡王滝村，西は加茂郡

白川町に山を挟んで接し，わずかに東西に拓

けて加茂郡東白川村に続いている」めと あり ，

地理的に閉された一山村で，特に小郷地区は

同村の最北端に位置し，民間薬も昔のまま相

当数残っていると考えられる地域である .

3. 加子母村小郷における民間薬カナクギ

ノキに関する調査

本植物の民間薬調査は不充分な点が多いた

め，著者は 1968年 11月主に小郷地区で詳

細な調査を行ない以下 の知見を得た.即ち

Table 1に示すようなアンケー ト用紙を作成

し， 戸別訪問および訪問時不在者には有線電

話により調査した.

6)加子母村役場編，“村の歩み" 1960. 

*)加子母村役場，住民登録人口移動報告，1962. 

**)岐阜県企画管理部統計課，“岐阜県統計書ヘ

1969によれば，加子母村は， 1968年 10月現

在 919世帯，人口 4，013，15才以上総人口

2，869，労働力人口 総数 2，319，非労働力人

口 549である.

6.使用状況 ①毎年採集し，常時使用

②毎年採集し，必要時使用

③時々採集し，必要時使用

④人から譲り受け，必要時

使用

⑤昔使ったが，現在は使用

しない

⑥全く知らない

⑦人から聞いたことはある

が，使用したことはない

③使用している人はいつ頃

からか

7. どんな病気や症状の時用いるか

薬効 [1回又は 1日の使用量:服用期間|効果

① 
② 

8. タナアサという名の起りについて

9. タナアサ以外の呼名

10.生育場所

11. その他の用途

12. その他

小郷地区は 131世帯，人口 726，男 355，

女 371*.*りで，今回の調査では 81世帯を対

象とした.残りの世帯は予備調査の段階で，

本植物を薬用とするのを全く知らない人およ

び，調査に協力していただけなかった世帯で

ある .その結果，同地区では本植物をタナア

サ，果実をタナアサの実またはタナアサと称

し，10月下旬-11月上旬の降霜期前に，主

に 10年生以上の老木からよく熟した赤色果

実を採集する .誤って花菅 を採集した例もあ

る.陰干し後，葉，¥果柄を除き密閉容器また

は紙袋等に貯蔵するが，貯蔵中にかピが生え

ることもあるが薬効には変りがないという .

主に健胃薬として食過ぎ，飲み過ぎ，胃痛，

胃下垂，二日酔，便秘等の症状に用いられ

る.即効的であるが，長期間の服用で効果が

あったという例も少なくない.神経痛，解

熱，血圧にも使用されているが使用例は少な

い.不老長寿薬，万病薬，滋養強壮薬とも言

われているが，これは毎日少しずつ服用する

こと により，胃が壮快となり ，健康を保つこ

とが出来るとの村民の願望から，そう呼ばれ
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ると考えられ，一種の神仙思想、の現れと思わ

れる. 1回の使用量は 3-6粒で，10-20 

粒と大量に用いることもある .服用方法は直

接口中で暁みつぶし，時には薬研，摺鉢など

で摺りつぶしたものを水または湯で飲むこと

もある .煎じるのはまれである.味は著しく辛

く持続する.使用状況は自分で採集する人14

名 (19.5%)，譲ってもらい使用する人 10名

(13.9%)で調査対象者の 3分の 1は現在な

お使用している.昔使ったことがあり現在は

使用しない人 19名 (26.4%)，薬用とするの

を知らない人 29名 (40.3%)である .ここ

t で興味深いのは本植物を薬用とするのを知っ

ている人は殆んど親類縁者で，地理的に制限

を受けた同地区の中の限られた人々の間でし

か使用されていないことである. 同様なこと

が広く一般に知られる熊の胆が， 同地区では

起死回生の妙薬として，採集者の極限られた

縁者間でしか用いられないことと共通し，こ

の地域の閉鎖性を示唆している .熊胆は日:本

では種々の用途が知られているが，実際には

本物は非常に高価であり，また贋物が多いの

で，本物は特に賞用される.同地区で何時頃

から本植物が薬用とされるようになったかに

ついては，古くから不老長寿の薬として限ら

れた人々に知られていたが，終戦後しばらく

経って，隣りの下呂町乗政から行商の形で持

込まれたらしい.乗政を含む竹原一帯で小郷

地区のタナアサの木の実と同ーの実が古くか

ら胃腸病や神経痛の民間薬として用いられて

おり ，このうわさを聞いた人や，行商で売ら

れた木の実を買った人が自ら採集，実験し，

同地区に広がっていったと考えられる.加子

母村における本植物の生育状況は，村有林お

よび私有林内では， ミズナラ，コナラ，クヌ

ギ，カシ等の混生する薪炭林(萌芽林)に，

小鳥や風によって運ばれた本植物の種子が自

然に生え，これらの植物と混生しているが，

国有林内ではさらにシロモジ，クロモジ，カ

エデ類と混生している.生育地域は古くはシ

*)大正元年生れ，戦前名古屋鉄道に勤務，戦後
は山林業，公務員を経験し，下呂町町会議員
を2期務め，現在は建設会社顧員.

パやタキギを拾い集めたり，カヤ場として利

用されていたが現在では殆んど放置されてい

る.当初は雑木として伐採された本植物は，

近年薬用とするようになってからは保護され

ている.

タナアサという呼名の起りおよび本植物の

タナアサ以外の呼名については，水谷豊文の

木曾採薬記中のタナアサ，カナクギとの関連

から後述する.

本植物の果実は以上のごとく薬用とする

が，他の部分については生葉をクロ モジの葉

や小枝と同様，暁んで喉の渇きをいやした

り，火で借って茶の代用とする .材は他の雑

木と同様薪炭用やパ/レプ原料とするこ とが判

明した.

4. 片岡万木氏との会見

1968年 11月の小郷の調査から同地区への

本植物の民間薬としての導入者は下呂町乗政

の片岡万木氏めと推定し，1968年 11月から

1975年 5月まで 4回以上にわたって同氏を

訪問し，以下の知見を得た.竹原と呼ばれる

乗政，宮地， 川合，御厩野地区では本植物を

タナガサと称し，昔から胃薬として各人の箱

膳にこの木の実を数粒ずつ添えて病気をしな

いようにと言われてきた.終戦直後，遇然薬

用となるのを聞き，山から採集し胃腸薬とし

て使ったところ大変効果があり，以後毎年採

集している .当初は陰干しして使用したが長

期間保存するとカピが生えたり ，効果が弱く

なるので，最近では椎茸用乾燥機で 3-4日

送風乾燥し 1斗缶に保存している.雄木，

雌木があり ，年によ って実の出来不出来があ

る.味はクレオソート丸に似て辛い.ヒヨド

リの腹を割るとタナガサの実がーぱい詰って

おり，烏も薬になるのを知っているらしい.

1回5粒を直接暁んで食べると，食過ぎ，飲

過ぎ，胃痛に極めて効果があり，近所の人に

も飲んでもらうと同様効果があった.だんだ

んそのうわさが広がり遠方からも買いに来る

ようになり ，一時小郷方面へも行商に出かけ

た.便秘，ニキピの治療，神経痛にも効果が

あることがだんだん解って来た.本植物は雑
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木のため数が少なくなっており，所々に植栽

している.雌木は特に少ないので雄木につぎ

木したり実生栽培は容易である.他の用途は

生葉を暁んだり茶代用にする .材は火持ちの

良いつやのある硬い炭が出来る .タナガサの

名の起りは，タネ(果実を言う)が着く柄が

傘状に広がっているところから，タネガサが

タナガサに転靴したらしいという .以上が片

岡氏からの知見である.同地区で本植物が薬

用となるのを知っている人は少なくなく，そ

の人達からは必ず片岡氏の名が聞かれた.乗

政における本植物の生育状況は加子母村と同

様，薪炭林内で伐採のため数は極めて少ない.

また植栽されたものーヵ所を確認した.そこ

は南向きの傾斜地で大部分は水田(一部は休

耕田)でその畔道に 3株(雄株 2，雌株1)が

植栽されている.

5. 中島幸太郎氏との会見

小郷の調査から下呂町宮地の中島氏村との

会見を計画し， 1975年 5月実施した.

この地方では本植物をタナガサと称し， 10 

月中旬赤熱果実を陰干し後，缶などに貯蔵す

る.2年位毎に採集し，主に自家用として毎

食後5粒を唆んでいる .胃の調子の悪い時や

酒の飲過ぎに極めて効果があり，予め飲む前

に数粒食べておくと二日酔を全くしないとい

う.60年位前腎臓が悪く小使の出が悪い人

が数粒ずつ飲み続けたところ小便の出が良く

なり症状も軽くな った.相当古く から薬用と

されていたらしいが知っている人は少ない.

昭和 23年頃乗政の奥で木の伐採をしていた

時，丁度近くにタナガサの大木があり，居合

せた人夫の中の老人が薬用となるの を教えて

いた. それ以来自分は採集するよ うになっ

た.片岡氏もその場に居合せ，独自に大量採

*)明、冶40年生，戦前帝室林野局，戦後， 営林署

勤務，停年後は鱒釣り場管理.
7)倉田悟樹木と方言"，地球出版，東京，

1962， p.36-39. 

8)水谷豊文稿梅村甚太郎揮釈，木曽採薬記，
“本草春陽堂，東京， 1932， 2， p.96-97， 
4， p. 108. 

取し，自家用の他，行商で販売していた.タ

ナガサの語源については片岡氏と全く一致し

ていた.他に落葉樹の総称としてカナギがあ

り，カナクギという名は昔営林署の主任から

聞いたことがある.またカナグリとも呼んで

いるらしい.本植物の生育場所は石のゴロゴ

ロしたゴヤと呼ぶ所や，日陰に多いという.

以上が中島氏からの知見である .

6. タナアサという名について

小郷では本植物を大麻の様に枝が棚状に張

出し，業の色，形，木が軽いのが麻に似てい

る事，タネ (果実)が成る麻が説った等か

ら，タナアサは棚麻または種麻 (タネアサ)

からの転靴と考えられ，一方乗政，宮地では

タネ(果実)が傘状に着くからタネガサがタ

ナガサに転靴したと考えられる .さらにタナ

ガサからタナアサへの転託は容易に推察出来

る.両地区共通してタナアサ，タナガサのタ

ナがタネからの転靴とする点は興味深い.

本植物の方言名のタナアサは，倉田7)によ

れば水谷豊文の木管採薬記に初めて見られる

が，現在この名が使用されている地域の記録

はないという.今回の調査で加子母村小郷を

中心とする地域で現在なお使用されているこ

とが明らかとなり，新たに下目町乗政，宮地

周辺でタナガサの名を初めて採集した.梅

村8)はタナアサに関し， i山しばかへでニモ

ちどりの木ニモかなくぎの木ニモ共ニたにあ

さノ称アリ ，サレパたなあさハたにあさニテ

山しばかへでノ事ナランカ.Jさらにカナク

ギに対し， iタナアサ方言ヒエダンゴノ条ニ

於テ説キタリシ知クかなくぎの木ナノレベシ云

々Jとある.また倉田7)は「タナアサ(谷麻)

とい う和名の意味するところの谷に生じ，麻

拝のように脆い木にふさわしいのはカナク ギ

ノキ云々」と述べており，両者タナアサはタ

ニアサからの転靴という説をとっているが，

調査の結果からタナアサがタニアサから転託

したということは採集されなかった.また小

郷では本植物の生育場所は岩や石がゴロゴロ

したサコマ(谷間)や沢に多いとされ，宮地

でも岩のゴロゴロしたゴヤと呼ばれるところ
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に多いという ことか ら，前)1¥9)の「共通概念

語と区別語は植物以外の夫々当時の言葉の中

に共通のものがある.Jということを考慮し

て，タナアサのタナが谷からの転説とするの

は問題がある .当時の人々がいわゆる谷，谷

間を何と呼んでいたか，今後検討する余地が

ある.次に本植物の呼名のうちタナアサ，タ

ナガサ以外にカナギ，カナシデ，カナグリの

方言名が採集されたが，これらのうちカナギ

は落葉樹の総称と されてお り，本植物の正名

およびカナクギとの共通点が推察出来るが，

本稿では名の列挙に止める.

7. 文献記載の Lindera属と考えられる

薬物について

赤松10) によれば クロ モジ属 (Lindera 

Thunb.)に属する薬物として，山胡根，釣樟

(烏樟)，烏薬(天台烏薬)の 3種を挙げてお

り，山胡棋の基本は未詳，或は クスノキ科ヤ

マコウパシ Linderaglauca BI.或は，シマ

クロモジ ActinodaPhnecitrata Hay.を充

て，台湾ではタ イワ ンクロモジLitseacubeba 

Pars.を充てるとし，釣樟の項では基本にク

スノキ科の一種の根皮，樹幹.或は クロモジ

Lindera umbellata Thunb. を充てるとし，

さらに烏薬では クスノキ科テ ンダイ ウヤク

Lindera strychnifolia Vill.の根，葉，子

実としている .そこで本稿ではこの三者を比

較文献学的に研究しカナクギノキとの比較を

9)前川文夫，植物学雑誌， 60，p.103-104， 1947. 
10)赤松金芳，“新訂和漢薬"第 1版，医歯薬出

版，東京，1970， p. 424-p. 426. 

11)中国医学科学院穀物研究所等編，“中華有志
第2冊，人民衛生出版社，北京 1961，
p.371 

竹本書は著者不詳(清水藤太郎:日本薬学古書
文献目録 p.3)であったが，名古屋市史(名
古屋市役所編纂，川瀬書底，名古屋，人物編
第 2，1934， p.457)浅井周治の項から，深谷
義雄氏は浅井東軒の著書であるとし，日本薬
学会第 86年会富山大会において 「尾張本草
学者とその著書について」の演題で講演.

12)中国医学科学院薬物研究所等編，“中系有志
第1冊，人民衛生出版社，北京， 1961， 
p.385. 

13)南京新学院編，“病林学勧華文化服務社，
香港， p.547. 

行な った.

山胡根は蘇敬等の唐本草(新修本草， 659) 

では果部に，唐慎微の経史証類大観本草

(1108)では草部に，李時珍の本草綱目 (1578)

では果部，越学敏の本草綱目拾遺 (1765) で

は木部，呉基溶の植物名物図考長編では木類

として分類され，文献上基原植物に混乱があ

り，畢澄茄とも混同している.現在は中病

志川畢澄茄の項で，原植物として山鶏根

Litsta cubeba Pers.および畢澄茄 Piper

cubeba L.の二者があげられ，本草書所載の

皐澄茄は Pipercubebaの果実で，現在中荊

として用いている畢澄茄は Litseacubebaの

果実で，本草書所載の山胡楓であるという.

釣樟は陶弘景の名医別録 (502)，陳蔵器の

本草拾遺 (739)，唐慎微の経史証類大観本

草，本草綱目等に収載され，本邦では林羅山

の多識編 (1612)，寺島良安の和漢三才図会

(1713)， 松岡玄達の用薬須知後編 (1759)，

本草一家言 (1726)，松平秀雲の本草正請

(1776)，小野蘭山の重訂本草綱目啓蒙(1847)

等々に記載が見られるが現在では主としてク

ロモジ Linderaumbellata Thunb. とされ

ている .本草書の記載からは数種の主として

クスノキ科クロモジ属 (LinderaThunbよ

タブノキ属 (MachilusNees)の植物が推定

されるが今後検討する必要がある .

烏薬は本草拾遺，掌高錫の嘉祐補注本草

(1061) ，経史証類大観本草，本草綱目，本草

網目拾遺等に収載され，本邦では多識編，和

漢三才図会，用薬須知前編 (1726)，本草正

論，山岡恭安の本草正々議 (1778)，本草摘

要*)(1697)等に収載されているが，文献上

産地の差や呼称、の相違から数種の Lindera属

植物が推定される. 中荊志12)では原植物とし

て烏薬 Linderastrychnifolia Vill.を当て

ている.なお病材学18)には衡州烏薬はツヅラ

フジ科 Menisρermaceaeのイソヤマアオキ

Cocculus laurifolius DC.としている.

以上のごとく山胡根，釣樟，烏薬はいずれ

もその基原となる植物に混乱が見えるが，そ

の薬用部分や効能効果等にはある程度の共通

性があるので以下 Table2にまとめる.
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Table 2. 

薬用部位と薬効 文献

山胡級 唐本草 果:味辛.大熱 無毒.主心服冷痛・…・・俗用有効 A 

広西通志 以代若飲.大能清暑益気 B 

経史証類大観本草 果:味辛大熱無毒主心腹痛中冷…・・・俗用有効 C 

和漢三才図会 果:味辛大熱・…・・主心腹冷痛 D 

本草綱目拾遺 果・主止痛破療 E 

植物名実図考長編 果.野胡搬:土人研以治気痛 B 

中新志 果:山鶏椴，皐澄茄.辛温，散寒温中，降逆止目区.院腹冷痛，腸鳴f世評)'，

日区吐反胃 F 

荊材学 果:山鶏倣:中期血吸虫病患者 G 

釣樟 名医別録 根皮.俗人多識，根皮以療金策断血 H 

四声本草 根皮.磨服1台窓乱茎薬:置門上， ，Il宇天行時気 H 

日華諸家本草 根皮:混無毒治責dl[脚気水腫... H， 1 

本草拾遺 味辛温無毒主悪気中悪心腹痛・・・・・・腹脹宿食不消・.. H 

経史諸類大観本草 根皮:主金癒止血 H 

手口渓三才図会 止金癒血，茎葉:置門上僻天行時気 J 

ー烏薬 本草拾遺 根.中悪心腹痛-…・・宿食不消・…・・勝脱腎閲冷気…・ K 

撤薬:矢磁煎飲代忍補中益気，止小便滑数

嘉祐補注本草 味辛， 7J昆，無毒 主中悪，心腹痛・…・・宿食不消勝脱腎関冷気 L 

斗門方 子.治陰毒傷寒腹痛欲死 M， K 

経史証類大観本草 味辛温無毒主中悪心腹痛…・・・宿食不消・・…勝脱腎閲冷気…・ . M 

業，根.搬時採作茶片~磁煎服能補中益気偏止小便滑数

本草千百義 和来気少走池多・・・・・・治胸服冷気甚穏当 M 

湯液本草 根:理元気 K 

本草綱目 根・中気脚気血気.気lWJi.頭痛.腫脹鳴急，止小便頻数白濁 K 

本草摘要 時珍日，辛温香京，能散諸気，治中風中気諸証 N 

手口i英三才図会 根:辛温，散諸気故入中風中気薬…・・・除一切冷気一 -反胃吐食海痢 O 

本草綱目拾遺 烏薬茶:去風湿，破食積，療飢 P 

中華号志 根:辛温…・ー温中消食，散寒止痛，胸脇脹痛，院腹冷痛，反胃吐食，勝脱

冷気，小使頻数 Q 

新材学 根:性温，味辛…・・・消食止痛…・・・心腹諸痛，胸隔癒脹，宿食不消，反胃吐

食，勝脱冷気，小使頻数. R 

文献 A. 明李時珍撰，“本草綱目"第五冊，十九，巻三十二果部， p.37，商務印書館，香港， 1972. 
B.清呉基'N著，“植物名実図考長編"第四冊，中華書局，北京， 1963，巻二十二木類 p.1214.
C.宋史慎微撰交義校定木村康一吉崎正雄編集“経史証類大観本草"広JII書底，東京，1970， p.203， 

巻七，五十五.
D.寺島良安，“手口漠三才図会 1713，愛知県薬剤師会蔵本，巻八十九，二十.
E.清越学敏輯，“本草網目拾遺"上冊，商務印書館，万有文庫版， 1954， p.210，巻六， 木部.
F. 中国医学科学院菊物研究所等編，“中華有志"第2冊，人民衛生出版社，北京， 1961， p.371. 
G.南京新学院編，“病材学"勧奉文化服務社，香港， p.841. 
H. Cの経史証類大観本草， p.399，巻十四，廿七.
1. 明李時珍撰，“本草綱目"第五冊，十九，巻三十四木部， p.107，商務印書館，香港， 1972. 
J.Dの巻八十二，十九.
K. 1の巻三十四木部， p.108. 
L. Bの巻二十二木類， p.1199. 
M. Cの巻十三，:Jt十七， p.376. 
N.浅井東軒，“本草摘要"元禄十年(1697)西村喜兵衛板，深谷義雄蔵本，木部四，三十五
O. Dの巻八十二，二十一.
P. Eの巻六木部， p.259. 
Q. Fの第 1冊， p.385. 
R. Gのp.547.
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これら三者の薬用効果は民間薬カナクギノ

キのそれと極めて類似しているこ とが判明 し

fこ.

次に現在中国で山胡槻，釣樟，烏薬の名の

ある植物をクスノキ科に限って以下列挙す

る14)

牛筋樹 (野胡栂，仮死柴，山胡栂)

Lindera glauca (Sieb. et Zucc.) Bl.ヤマ

コウパシ

木妻子 (木香子，山胡根，う!c樟子)

Litsea pungens Hemsl. 

大葉釣樟 (緑葉甘橿，小葉甘橿，釣樟)

Lindera umbellata Thunb.クロモジ

紅果釣樟

L. erythrocarpa Makinoカナクギノキ

江漸釣樟

L. chienii Cheng 

紅脈釣緯 (腫山鳥薬)

L. rubronervia Gamble 

仮桂釣樟 (仮桂)

L. tonkiensis Lec. 

烏薬 (銅銭柴，斑皮柴)

L. strychnifolia Villarテンダイウヤク

長葉烏薬

L. hemsleyana (Diels) Allen 

三極烏薬 (甘萎，香麗木)

L. obtusiloba Bl.ダンコウノ〈イ

8. 結 語

民間薬は土着の固有文化に主として中国か

らの移入文化を消化発展させた日本の庶民社

会における基層文化を考える上で，その構成

要素として絶好な材料と考えられるものであ

る.今回著者は岐阜県の一部で伝承されてい

る薬物についてその由来を解明し，本草書等

・の文献記載の薬物と の比較を試み，本植物カ

ナクギノキを薬用資源として、注目に値する植

物であると考えるに至ったが，さらに詳しい

・成分研究に関しては現在研究続行中である.

本植物は薪炭林や国有林内の雑木中に生育

しているが，最近では数が少なくなってお

14)中国科学院植物研究所主編，“中国高等植物
図墜第一冊， 科学出版社，北京， 1972. 

り，今後保護と増殖が必要である.なおクス

ノキ科植物の主としてクロモジ属と考えられ

る薬物の本草文献学的研究は紙数の関係か

ら，以後発表の予定である.

9. 謝辞

本研究にあたり，調査に御協力いただいた

前加子母村長故曾我継松氏，同役場企画秘書

課の皆様，小郷地区の皆様，片岡万木氏，中

島幸太郎氏，中島勝郎氏に深部致します.ま

た有益な御助言をいただいた本学荻原幸夫教

授， 山之内製薬三浦三郎先生，東京大学倉田

悟教授，文献の閲覧を快諾された深谷義雄氏，

愛知県薬剤師会に深謝致します.

10. 調査の部

加子母村小郷における民間薬カナクギノキ

に関するアンケート調査結果.

(A] 調査白時 1968年 11月 3-6日.

(B] 調査対象者小郷地区:男 65名，女

22名.小和知地区:男子2名.計 89名

(C] 調査対象者の年代別 20代 5，30 

代 8，40代 31， 50代 17，60代 13，

70代 7，80代 1，不明 7.

(D] 職業 農業 66，農林業 4，林業:

4，公務員 5，商業 3，その他 7.

(E] 採集時期 ③秋 46，その他:o. (a) 9 

月末-10月上旬 1，(b)lO月上旬:2， (C) 

10月中旬 7，(d) 10月下旬 17，(e) 10月

末-11月下旬 1， (f)11月上旬 13，(g) 11 

月中旬 3，(h) 11月下旬 2，(i)霜の降る

前までに 6.

(F] 採集する木の状態 ①老木 26，②若

木 4，③ 7-10年生 1， ④ 10年生以上:

4，⑤20年生以上 6，⑥30年生以上 4，

⑦太さ 10cm位のもの 1，⑧12-15cmも

の 1，⑨15-20cmもの 1， ⑩その他:

実のつくものならどれでも，日当 り良い所

のものは実が多い，実のなる木とならない

木がある.

(G] 採集部分 ①実 44，その他 O.

(H] 実の状態 ①未熟なもの 1， ②よく

熟したもの:43. 

(I]使用方法④乾 して そのまま飲む:
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50， (4-1) 日陰干し:19， (4-2)吹んで

飲む:23， (4-3)水 と一緒に飲む 1.⑤乾

して摺りつぶして欽む:4， (5-1)薬研です

り粉末にして:1， (5-2)湯を注いで 3.

⑧その他:暁むと舌がしびれる 2，辛い:

4，六神丸と似た味 1，50年前漢方薬と混

ぜて飲んだ 1.

CJJ 使用状況 ② 2，③ 12，④ 10， 

⑤ 19，⑥ 8，⑦ 21. 

CKJ どんな病気や症状に用いるか (この項

は解答が複雑なため，出来るだけ同表現の

ものをまとめた)

a. 胃の調子の悪い時飲む 58， 1回2-3

粒 6， 3 -4粒 7， 4 -5粒 6， 5-

6粒:7， 7粒 1，5-10粒 2，適量 1，

煎服すると良い 1， 長期間続ける と良い:

2， 3-4粒 1年間飲んだがある程度の効

果はあったが完全に治った とは思わない:

1，効果があった 24.

b.胃痛に 4-5粒飲み効果があった 2.

C.胃がつかえた時 5-6粒飲む:8， 効果

があった 5.

d.胃炎に 3-4粒飲み効果があった 1，

急性胃炎に 10-20粒飲み大体良くなった:

e. 胃下垂に 5-10粒飲み効果があったと聞

いfこ:3. 

f. 胃癌に良いと聞いている 1

g.食過ぎに 4-10粒飲み効果があった:4， 

食後5-6粒飲むと調子が良い 4， 食欲

のない時 1日20粒飲み効果があった 2，

胃のもたれに 5-6又は 10-20粒半年飲

んで良くなった 2.

h.胃弱の人は常時3粒飲むと良い 1.

健胃薬に 3-10粒長期間飲用し良くなっ

た 5.

j .酒の飲過ぎ，二日酔，悪酔に 3-6粒飲

み効果があった 3，予め 5-6粒食べて

から酒を飲めば二日酔しない 1.

k.便秘に 2-3粒飲む.

1.神経痛に 5-6粒飲み効果があった 4，

1回6粒 8ヵ月続け効果があった 1， 5 

粒を漢方薬と混ぜ飲用 1， 1日3回 1回

3粒 1週間続けたが良くならなかった 1，

神経痛の予防と治療に良いら しい 1.

m.椎間板へノレニアに 1日 10粒飲み続けた

ら良くな った 1.

n.足が悪い時飲んだ1.

O. 関節炎に 3-4粒飲んだが何ともない:

1. 

p.解熱に効果があると聞いている 1.

q.血圧に 2-3粒飲むと良いと聞いてい

る 2.

r.不老長寿の薬で l回5粒飲む 2.

S. 万病の薬で 1回 10粒飲む1.

t.滋養強壮剤で朝 1回3-4粒飲む 1.

CLJ タナアサという名の起りと，いつから

薬用とするようになったか

① 昔から (150-160年位前)この地区で言

われている :6.② 30年前から名を知って

いる 1，戦後初めて聞いた 1.

②大麻のように枝が棚状に張出し，葉の

色，形，木の軽も似ている こと から 1.

③ 麻の葉に似ているから 1.

④種がなるからタネのつくアサが詑ったら

しい 1.

⑤ 昔から不老長寿の実と呼んでいる 1.

⑥ 50年前から名は聞いているが 10年位前

から薬用とす るようになったと聞いてい

る:4. 

⑦ 50-60年前から薬用とするのを知って

いる 2.

⑧ 下呂町宮地の松田某か ら薬用とするのを

聞いた 1.

⑨ 竹原の老人だ薬として使用していた 2.

⑩ 竹原から胃薬として買い求めた 2.

⑪ 宮地の中島幸太郎氏が薬用としており以

後使用するようになった 2.

⑬ 乗政から行商に来てから同地区のタナア

サに注目するようになった 1.

⑬乗政の片岡万木氏が小ピン 1杯 200円位

で売りに来た.当時小郷の人はタナアサの

実が薬になるのを知らず買い求めて使用し

fこ.

CMJ タナアサ以外の呼名について

① カナギ.落葉樹のことを総称する1.
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② タナアサという名は知らないがカナシデ

のことか.薬用になる ことは知らない.

1. 

fNJ 生育場所

① 日陰山で地の肥えた所 1，②サコマ(谷

間)の石の多い所 2，岩のゴロゴロした

¥ 

岩山 1，④沢に多い 1，⑤ 日なた 1，

⑥海抜800m以上 1，⑦西山のスマタニ :

4，⑧小郷の奥のーノ ;谷，二ノ谷 10，⑨

営林署管内の国有林内 3.

(OJ その他の用途 ①薪炭 38，②ノ勺レプ

材 2.



「雷 公薬対」に関する研究

後藤志朗，長沢元夫

Studies on the Laws of Combination of Drugs in “Lei-gong Yao-dui" 

Shiro GOTO and Motoo NAGASAWA* 

We presumed that“Lei-gong Yao-dui" would be written before Chirst， in 
which the combination of drugs was mentioned. This theory of combination is 

equivalent to the Burgi's law， synergism， and will be used as the basic principle 

for prescribing. In conclusion， it was restored to the original state. 

「神農本草経」は神仙流の薬物書であり ，

「傷寒論」のような正統的な医学体系に属す

るものではないというのが定説にな ってい

る.それは同書中の神仙に関係のある語句の

過大評価によるものであ って，全体を詳細に

読めば正統的な薬物書と認め得る部分がむし

ろ多いことがわかる筈である .そういう見地

にたてば，湯液の古典として最も重要な「傷

寒論」の処方に関係をもっ薬物の知識が「神

農本草経」の中にあることになる .それを証

明する作業の一環として「雷公薬対」につい

て考察を試み，また復原するのが本稿の目的

である .

1. i官公薬対」の位置と評価

薬物の配合を論じている「雷公薬対」とい

う書物は，中国の薬物書として「神農本草経」

と共に最も古いものに属するが，現在では本

草書などの中に引用されたものしか見ること

ができない.

陶弘景は「本草経集注Jを編纂するとき

に，i神農本草経四巻」を底本にし，i名医別

録」から 365種の薬物をえらびだして付加し

ただけでなく，本草経の 365種の薬物の薬効

をも増補した.そして「薬対」の文章を細字

双行の形で付加したのである.唐代の「新修

本草」も，宋代の 「証類本草」もこの形式を

*東京理科大学薬学部，生薬研究室

明らかに残している .また明代の「本草櫛

目」では序例下の終りに近u、ところに，i薬

対」が「相須相使相長相悪の諸薬」と「相反

の諸薬Jに分けて増補され収載されている.

そして各論では，気味の部分に細字双行で

「徐之才日」あるいは「之才臼」として引用

されている.李時珍が「雷公薬対」を徐之才

により増補されたと考えたことは，il日唐書

経籍志」に 「雷公薬対二巻」とあり ，i唐書

芸文志J.に「徐之才雷公薬対二巻」とあるこ

とと，i嘉祐補注本草Jで引用した書物の内

に「薬対二巻，徐之才撰」とあることに起因

していると思われる.しかし徐之才の増補し

た「薬対」 は主に薬物と病気との関係を論じ

たものであり ，陶弘景の用いた「薬対」は主J

に薬物と薬物との関係を論じたもので両者は

全く 内容の異なるものである .(徐之才の「薬

対」については楕を改めて詳論する.) 

「漢書芸文志Jには「薬対」は収載されて

なく ，薬物に関すると思われる書物も収載さ

れていない.しかし「史記」の扇鵠倉公伝に

は「薬論」という書名がでてくる .i漢書芸

文志」は前漢の劉向 ・劉飲親子の「七路」

を基にして班固が，後漢の永平元年から建初

七年までの聞に編纂したと言われている.し

かしその時までの書物を全て網羅しているわ

けではないので，清の挑振宗は漏れたと思え

る書物を 「漢書芸文志拾補」として収録し

た1) そしてその中に「雷公薬対二巻」が記
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載されているということは，これが前漢には

すでに存在していたことを示している.しか

しこれを拾い上げた根拠は陶弘景の「本草集

注Jの序文によっているので，前漢に存在し

ていたと断定するこ とはまだできない.弘景

も「薬対」が古い書物であるとみなしていた

ことを序文中に記している.

陶弘景はさらに「本草経集注」の序録にお

いて，処方構成と薬物の併用の理論について

論議を行ない，序録の最後に「薬対」から引

用した合和の表を掲げている.この事実は

「薬対」が重要な資料であることを彼が認め

ていたことを示している .このことは唐代の

「備急千金要方」の巻 1の冒頭の大医習業と

いう章で，名医になるための勉強法 ・心掛け

などを論じたところに「凡そ大医になるに

は，必ず素問，甲乙経，黄帝針経，明堂流注，

十二経肱，三部九候，玉臓六腕，表裏孔穴，

本草，薬対，張仲景，王叔和，……を暗請す

ベし」と論じているところに明白に示されて

いる.即ち「薬対」は「本草」とは別のもの

であり ，しかも極めて重要な文献だというの

である.

しかるにわが国では「薬対」は無視されて

いる.それは「薬対」には配合した薬物を，

どのような病気に用いたらよいのかが明記さ

れておらず，処方化されたものを使い こなす

上ではあまり関係がないと思われているから

である.事実，わが国では証という観念に捕

われすぎ，証を確認して処方を選定する随証

治療ですべて解決できると考えられていて，

同じ病気でもあらわれる症状が違う時には，

それに応じて使用する処方が違ってくるとこ

ろに対症療法的な面があらわれているのに，

それに目を向けようとしない.このような考

え方をする者にとっては「薬対」は必要のな

いものになるのである .

わが国で「薬対」に注目した資料をわれわ

れは次のひとつしか知らない. i訓蒙薬対摘

要2)Jと題されている 12丁からなる薄い写本

がそれである.著者名は記されていないが，

同じ書体をもっ「司Ii蒙修治めJ(写本)に名古

屋玄医の署名があるところから， i訓蒙薬対

摘要」もまた玄医の著書であると思う.但し

これらは文体から講義を筆記したものと思わ

れる.そして吉益東洞が「薬徴」を著わして

以後， i薬対」に注意を払 う人はいなくなっ

た.

教;埠出土の「本草集注序録残巻」中に， i寒

を治すには熱薬を以てし，熱を治すには寒薬

を以てする.飲食が不消するには吐下薬を以

てし，鬼注畳毒には毒薬を以てする.癌腫癌

癌には搭薬を以てし，風湿には風薬を以てす

る.それぞれ，其の宜しさ所に随って用いる」

と述べられている.この内容は薬物および処

方は対症療法的に用いられることを示してい

る.処方を実際に使用するときは，使用経験

を整理して使用目標や適用範囲をきめること

が必要となり，いわゆる証という観念が重要

になってくるが，処方をつくる段階では対症

療法的な知識の集積がものをいうのである.

即ち処方の形成過程は個々の薬物の薬効(単

味の治療経験)ー→薬物の併用(複味の治療

経験)ー→処方，である. i薬対」は薬物を併

用した時の経験を整理したものと見倣しうる

から，上述の 3段階にあてはめて考えてみる

と「神農本草経」ー→「雷公薬対」ー→「傷寒

論」という関係を想定することができる.

2. i雷公薬対」の名称

陶弘景は「本草経集注」の序文で，は っき

りと「雷公薬対」を用いたと言っている訳で

はないが，その前後の文章と「薬総訣」の序

文「その後雷公 ・相君更に本草を増演す.二

家の薬対，広く其の主治，其の類族を繁くす

る」とから， i本草経集注」に引用された「薬

対」は「雷公薬対」と「桐君薬対」であると

見倣すこと ができる .しかし「薬対」という

薬に対する考え方では桐君よりも雷公の方が

勝れており ，名前が通っていたのではないだ

ろうか.経籍志類に「桐君薬対」の名がない

ことを以上のように理解したい.

ここでいう雷公，桐君とは黄帝の臣とされ

ている伝説上の人物であり ，向弘景とほぼ同

時代に劉宋の雷教という人がおり ，i抱茨論三

巻」を撰し， これをまた「雷公飽き史論」とも
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書かれているが，この人物のことではない.

3. i官公薬対」の巻数

「本草経集注」の序文に「薬対四巻」と記載

されているが，既に述べたようにこれは「雷

公薬対」と「桐君薬対」のことである.梁の

武帝と陶弘景との間柄を考えてみるに，弘景

の用いた「薬対四巻」は，書誌学的には梁の

院孝緒の「七録」に収載されている「薬性，

薬対各二巻」にあたるものではないかと思え

る.清の挑振宗の「漢書芸文志拾補」には

「雷公薬対」の巻数は.i二巻」と記載されて

いる.

「嘉祐補注本草」で用いられた「薬性論」に

も薬対的な記載文があるが，この書には薬物

の配合を論じた部分が，薬の性即ち効能 ・効

果を論じた部分よりも少量であるために「薬

性論」と称したのであろう.

4. i雷公薬対」の内容

敦;埠出土の「本草集注序録残巻」中に「薬

対四巻，其れは佐使相須を論ず」と あり ，合和

の表の前に「また神農本経の相使は各一種に
うら

止む.兼ねるに薬対を以てこれを参ねるとき

は乃ち両三あり ，事に於て亦嫌うことなし，

其れに相得て共に某病を治すということ有る

も，既に妨げ避けるの禁に非ざれば，またと

は疏出せずJ(又神農本経相使止各一種.兼以

薬対参之乃有両三，於事亦無嫌，其有云相得

共治某病者，既非妨避之禁，不復疏出)とあ

る.

この内容を黄苓を例にして考えてみると，

黄苓:山茶頁龍骨為之使，悪葱実，長丹参

牡丹署E藍，得厚朴黄連止腹痛，得五

味子牡豪牡嘱令人有子，得黄者自紋

赤小豆療胤療.

即ち「神農本草経四巻」には相使の関係は

一種，山茶頁か龍骨のどちらかが記載されて

おり. i薬対」にもこの関係が記載されてい

た.そしてこの関係は重要であるので 「薬対」

から取り入れ， i得厚朴黄連……」以下は処

方であり ，処方は合和という考えを経て作ら

れたものであるから，今更ふせぎとめるほど

のことはないので合和の表では除くと弘景は

言っているのである.i既非妨避之禁」とい

う句の意味はよくわからないが，全体として

は上述の意になると思う.しかしこの全ての

関係はすでに述べたように各論において細字

双行で記載されているので，これを拾い上げ

れば「薬対」の内容はわかるのである.

合和の表には相使 ・相須の他に，相畏 ・相

悪 ・相反 ・相殺の関係が書かれており，この

関係は「神農本草経四巻」 ・「名医別録Jから

引用された文の中に沢山見出すことができ る

が，i薬対」にも書かれていたと思われる.

即ち序文で 「相使相須」とは言わずに「佐使

相須」とい っていること，つまり佐使とは相

使のことだけでなく ，より広範な配合，相畏

.相悪などをも示すのではないかと考え られ

る.

これに「薬総訣」 の序文の記載「二家の薬

対，広く其の主治，其の類族を繁くする・・…

すなわち三家は疾病を列すJ(ここで言う 三

家とは神農 ・雷公 ・桐君のことである) を考

えあわせると「薬対」には薬物の配合の他

に，個々の薬物の薬効も記載されていた事が

わかる.個々の薬物の薬効に関しては 「神農

本草経」と類似したものだったであろ う.

5. 七情と合和の説

教埋出土の「本草集注序録残巻」中に，七

情と合和に関する記載文がある .i薬に陰陽J

あり ，子母兄弟，根葉花実，草石骨肉を配合

す.単行なる者あり，相須なる者あり，相使

なる者あり，相長なる者あり，相悪なる者あ

り，相反なる者あり，相殺なる者凡そ七情あ

り.合和してまさにこれを視るべし，相須 ・

相使なる者良し，相悪 ・相反なる者を用う る

勿れ.もし毒あればよろしく制すべ く，相畏

・相殺を用うベし， しからずば合せる勿れ」

(薬有陰陽，配合子母兄弟，根葉花実，箪石

骨肉.有単行者，有相須者，有相使者，有相

畏者，有相悪者，有相反者，有相殺者凡七情.

合和当視之，相須相使者良，勿用相悪相反者.

若有毒宜制，可有相長相殺，不繭勿合)

この文に弘景の注があり， i証類本草」で
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は次のようになっている. i右本説比の如し.

今按ずるに其れ療を主ること同じと雄も，性

理和せざれば更に以て患を成す.今旧方の用

薬を検するに亦相悪 ・相反の者これを服しな

お害を為さざるあれ或は能くこれを制持す

る者あり.なお冠 ・買が漢を輔け，程 ・周が

呉を佐けるが如く ，大体既に正しければ私情

を以て害を為すことを得ず.しかりといえど

も恐れて用いざるに知かず.今仙方の甘草丸

に防己，細辛あり，俗方の宝石散に括楼，乾

華あり，ほぼ大体を挙げるに此の知し.其の

余はまた数十条あり，別に注して後に在り .

，半夏に毒あれば之を用いるには必ず生聾を議

う.此れは是れ其の畏るる所を取って以て相

制するのみ.其れ相須 ・相使の者は必ずしも

同類ならず，なお糞を和し食を調えるに，魚

肉葱鼓各々宜しき所あ って，共に相い宣発す

るが如し」

序録の文の前半にある「陰陽」とは陰薬と

陽薬のことであり，i子母兄弟」とは類族した

ものまたは同じような効能を持ったものであ

る.それに続く 「根葉花実，草石骨肉」とは

植物においては根や葉や花や実などがあり，

自然界をみれば植物や鉱物や動物などがある

と， i子母兄弟」の具体例を挙げている記載

文ではないかと思われる.渡辺幸三氏りは「子

母兄弟」を五行相生説で解釈できると論じて

いるが，こじつけの感を免れない.

問題はそれに続く七情と合和である.合和

に関する数は六種類しか出ていないので，七

情合和という熟語を一般に用いているのは正

しくない.岡西為人氏のおよび南京薬学院編

の「薬材学」ののように七情と合和を分けて

考えなければならない.七情について「薬材

学」では次のような説明がなされている .

単行一単独で作用を発揮し，配伍を必要と

しない.例えば独参湯.

相須…二種の効用の閉じ薬物で，互いに治

療効力を強める.例えば知母と黄

柏.

相使…二種の効用の異なる薬物で，互いに

治療効力を促進する.例えば黄者と

夜苓.

相長・・・一種の薬物が別の一種の薬物を抑制

し，その毒性および薬効を低減す

る.例えば半夏は生萎をおそれる .

相悪...一種の薬物が別の一種の薬物の性能

を牽制する .例えば生委は黄苓をに

くむ.

相殺...一種の薬物が別の一種の薬物の中毒

反応をなくす.例えば防風は枇毒を

殺す.

相反…合用して後にはげしい副作用を発生

する .例えば鳥頭は半夏をそむく .

薬物の共力作用(シネノレギズム Synergism)

の事実を証明したピュノレギ (B込rgi)が明らか

にした点は次のことである .

効果が同じである二種以上の薬物を混ぜて

用いた場合に，

イ，作用点も作用機構も同一なときは，そ

の効果は相加されるだけである.

ロ，作用点または作用機構を異にするとき

は，その効果は相乗されることがある.

後者のことを薬物の共力作用という.

この立場で六種類の合和を検討してみる

と，相須と相使を区別する必要はないように

思える.相使は二種の効用の異なる薬物が，

互いに治療効力を促進するのであるが，生薬

は多成分からなるので，種々の薬効をもって

いるとしてよいから，効果が強まったときは

各々に同じ効果をもっ物質が少量存在してい

たと考えれば，相須と同じことにな ってしま

う.

相畏と相悪も区別する必要はないように思

える .薬効を低減させるときば配合不適であ

るが，毒性を低減させるときは役に立つ.

相殺は解毒作用である .

相反は配合禁忌である.

このように整理すれば，六種類の合和が処

方原理にほかならないこと が分かるであろ

う.

6. 合和の表の末尾の数値 141及び五条に

ついて

141という数値が「薬対」にあった とは思

えないが，弘景の合和に対する考えが示され
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ていると思えるので検討してみたい.

教埠出土の「本草集注序録残巻」の合和の

表の末尾に， r右ー百四十一種には相制使あ

り，その絵は皆なし」と記載されている.こ

れと同じ文が「真本千金方」の用薬第六にも

ある.にもかかわらずこの数値の意味を明確

に説明した人はいない.なぜならば「本草集

注序録残巻」に薬物の数は 200種あり， r真
木千金方」では 193種ある.r医心方」にも

合和の表が巻ーに収録されているが，末尾に

上記の数値の記載文はなく数は 197種であ

る.そして復原できる薬物の数は 204種であ

る.

ここで問題になる点は，相制使の意味にあ

ると思われる.相制使を合和の意に取れば数

が合わなくなってしまうので 「証類本軍」や

「備急千金要方」では，数の訂正を行なっ

た.即ち「証類本草」では「右二百三十一種

には相制使あり ，その徐は皆なし.三十四種

観添」と.r備急千金要方」では「右ー百九

十七穏には相制使あり，その絵は皆なし，故

に備録せず」とな っている.

「本草集注序録残巻」には 141種の相使の数

があり ，r証類本草」や「備急千金要方」に

も141種しか相使の数はない.そして「真本

千金方」には 139種， r医心方」には 140種

の相使の数がある.この数のずれは基にした

写本に由来している と思われる.即ち相使は

141種であり ，それ以下でも以上でもなかっ

たのである .そして相使といえばお互いの関

係である.つまり人参と夜苓が相使の関係に

あるといえば，人参と夜苓，夜苓と人参の関

係の事であり ，相制使といえば制はとどめる

とい う意味だから，相五の関係を片方にとど

めて，ひとつとして勘定すること であり，数

を記す上では合理的である.

合和の表の後に記載されている「立冬之日

……」以下の五条について，明の楊慎7)は「素

問」 に近い文であると言っているが，われわ

れには何を意味しているのか不明である.

7. r曹公薬対」の弱点について

われわれは「薬対」に示された薬物の配合

が，処方を作るときに極めて重要な役割をは

たすことおよび既成の処方を理解するときに

役立つことを明らかにした.しかし次に記す

弱点をもっていることを指摘しておく.

@ 相使のこの数は，実際の漢方の処方構成

を理解するためには不充分なものであり，

「傷寒論」の処方に用いられている薬物の

配合さえもすべて記しているわけではな

い.例えば， 柴胡と黄~，釈実と有薬，麻

黄と桂枝，桂校と夜苓，白:北と夜苓，当帰

と川考，等の配合は「薬対」に出ていな

い.配合の数が甚だ不足していることは第

1の弱点である.

⑮ ひとつの薬物は，他のひとつの薬物とだ

け相使の関係をもつのではなく，各種の薬

物と相使の関係をもつことができる.例え

ば，有薬と甘草，有薬と当!帰，有薬と黄~，

埼薬と釈実，そして各々増強される薬効が

異なることは，生薬が多成分から成ること

を前提にしなければ理解できないことであ

る.したがって，相使の関係にあるといっ

ても，どの薬効について相使の関係にある

かと言うことを明記しなければ不充分であ

るのに，r薬対」ではそういう記載がひと

つもないのは第2の弱点である.

それにも拘わらず，本草と漢方医学におけ

る「薬対」の存在意義を再評価すること が必

要であることを強調したい.

結論

1. 古代中国では「薬対」は重視されてい

たが，わが国の古方派では吉益東洞以後これ

を完全に無視した.

2. r薬対」は薬物の配合を論じている書

物で，紀元前にすでに存在していたとわれわ

れは推定する.

3. r薬対」における「合和の原理」は，

20世紀初頭にビュノレギが証明した共力作用

に相当するものである.

4. r薬対」 には 204種の薬物しかでてい

ないし，配合の数も充分ではない.しかし復

原した「薬対」は，漢方処方の意味を解明す

るのに原理的に役立つであろう .
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'54.牛膝悪壁火亀甲陸英恵焚，長自前

55.桂 得人参麦門冬甘草大黄黄苓調中益

気，得柴胡紫石英乾地黄療吐逆

'56.杜仲 畏蛇皮玄参

57.乾漆半夏為之使，長鶏子

-58.細辛曾背桑根白皮療根為之使，悪、狼毒

山莱英黄脅，畏滑石消石，反撃茸，

得当帰有薬自主主事蕗牡丹藁本甘草

共療婦人，得決明鯉魚脂青羊肝共

療目痛

59.独活議実為之使

，60.柴胡 半夏為之使，悪息爽，長女苑繋麓，

得夜苓桔梗大黄石膏麻子仁甘草桂

以水一斗煮取四升入消石三方寸じ

療傷寒寒熱頭痛Jむ下煩満

61.酸築悪防己

62.挽実景天天雄為之使

63.巷薗荊実惹京為之使，悪、細辛乾萎

64.蛇床子悪巴豆牡丹貝母

65.克綿子宜丸，不宜煮，得酒良，薯顎松

脂為之使，悪霊菌

66.詐実子得荊実細辛良，悪乾萎苦参

67.喪梨子烏頭為之使

68.茜根長胤姑

69.天名精垣衣為之使

70.牡荊実 防風為之使，悪石膏，得尤柏実

青稽共療頭風

71.秦楓悪括楼防薬，長雌黄

72.蔓荊実悪烏頭石膏

73.辛夷考欝為之使，悪玉石脂，畏菖務黄

連石膏黄環蒲黄

草中

74.当帰悪薗茄，畏菖蒲海藻牡蒙

75.防風悪乾萎悲宜白数完花，殺附子毒，

得沢潟葉本療風，得当帰有薬陽起

石高富余娘療婦人子臓風

76.秦腰菖蒲為之使

77.黄者悪亀甲

78.呉莱貫翠実為之使，悪丹参消石自霊，

長紫石英

79.黄苓 山菜頁龍骨為之使，悪葱実，長丹 l

参牡丹署詩草，得厚キ卜黄連止腹痛，

得五味子牡蒙牡蝦令人有子，得黄

者自飲赤小豆療*-痩

80.黄連黄苓龍骨理石為之使，悪菊花完花

玄参白鮮，1受款冬，勝烏頭，解巴

豆毒

81.五味夜蓉為之使，悪萎荏，勝烏頭

82.決明子者実為之使，悪大麻子

83.均薬須丸為之使，悪石餅を消，畏消石

簡甲小高，反撃宜

84.桔梗 節皮為之使，長白及龍眼龍!階，得

牡嘱遠志療護怒，得消石石膏療傷

寒

85.考蕗 自主為之使，悪黄連，得細辛療金
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靖止痛，得牡嘱療風頭吐逆 117.萄楓杏仁為之使，畏葉吾款冬

86.藁本 悪薗茄 118.巴豆売花為之使，悪襲草，長大黄黄

87.麻 黄厚朴為之使，悪辛夷石掌 連事主直，殺斑猫毒

88.葛根殺野葛巴豆百薬毒 119.甘遂瓜務為之使，悪遠志，反甘草

89.前胡半夏為之使，悪患英，長毒茸 120.苧墜検皮為之使，得酒良，悪彊蚕石

90.貝母厚朴白破為之使，悪桃花，畏秦 龍丙

E嬰王手石葬草，反烏頭 121.大戟反甘草

91.括楼拘杷為之使，悪乾萎，畏牛膝乾 122.沢漆 小豆為之使，悪薯顎

漆，反烏頭 123.完花決明為之使，反甘草

92.丹参畏蹴水，反撃珪 124.鈎吻半夏為之使，悪黄苓

93.厚朴乾萎為之使，悪沢潟寒水石消石 125.狼毒大豆為之使，悪麦句菱是天名精

94.玄参悪黄害乾萎大栗山茶頁，反撃董 126.鬼臼畏垣衣

95.沙参悪防己防風，反撃珪 127.天雄遠志為之使，悪腐舛

96.苦参玄参為之使，悪貝母漏藍克総 128.烏頭烏味葬草為之使，反半夏括棲貝

子， 反警生直 母白飲白及，悪意蓋

97.続断地黄為之使，悪宮丸 129.附子地l階為之使，悪娯必，畏防風甘

98.山茶買事実為之使，悪桔梗防風防己 箪黄者人参烏韮大豆

99.桑根白皮続断桂心麻子為之使 130.息爽青積子柏実為之使，悪麦門冬，

100.狗脊革醇為之使，悪敗醤 長空青人参苦参

101.草薙 菅衣為之使，畏葵根大黄柴胡牡 131.恒山長玉札

捕前胡 132.萄漆括楼為之使，悪質衆

102.石章滑石杏仁為之使，得菖蒲良 133.半夏射干為之使，悪老爽，長雄黄生

103.崖麦嚢草牡丹為之使，悪桑蝶輪、 萎乾萎秦皮亀甲，反烏頭

104.秦皮大戟為之使，悪莱夷 134.款冬杏仁為之使，得紫苑良，悪息爽

105.自主当帰為之使，悪旋復花 消石玄参，長貝母辛夷麻黄黄苓

106.杜若得辛夷細辛良，悪柴胡前胡 黄連青荷黄者

107.黄葉悪乾漆 135.牡丹長克紙子

108. 白積悪黄香乾委乾漆大茶山茶爽大黄 136.防己股撃為之使，悪細辛，畏草薙，

大戟 殺雄黄毒

109.梶子解玉支毒 137.黄環鳶尾為之使，悪夜苓防己

110.紫苑款冬為之使，悪天雄星麦雷丸遠 138.巴戟天覆盆為之使，悪朝生雷丸丹参

志，畏菌醸茜 139.石南草五茄為之使

111. 白鮮悪桑探蛸桔梗夜苓草薙 140.女苑長歯鹸

112.積街得秦皮良 141.地検得髪良，悪麦門冬

113.井水藍殺巴豆野葛諸毒 142.玉茄遺志為之使，長蛇晩皮玄参

114.海藻反甘草 143.沢蘭防己為之使

115.乾萎秦根為之使，悪黄苓黄連天胤 144.紫参畏辛夷

採，殺半夏頁蒼毒 145.塞菌得酒良，畏鶏子

草 下 146.雷丸嘉実厚朴為之使，悪葛根

116.大黄黄本為之使，無所長，得司薬黄 147.貫衆塞菌為之使

~牡嘱細辛夜苓療驚悉怒J心下惇 148.狼牙蕪夷為之使，悪地検察肌

気，得消石紫石英桃仁療女子血 149.勢百黄連為之使，反細辛均薬玉参，

閉 悪大黄
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150.薗茄甘草為之使，悪麦門冬

151.白飲代錯為之使，反烏頭

152.白及紫石英為之使，悪理石李核仁杏

153. 占斯解狼毒毒

154.飛廉得烏頭良，悪麻黄

155.整 箪 長 胤 姑

156.虎掌萄漆為之使，悪葬草

157.襲花 決明為之使

158.輩主主馨石為之使

159.淫羊薯薯顎為之使

160.夏枯草土瓜為之使

161.二た共長玉札差鯨

162.浬琉漏萱為之使

虫上

163.龍骨得人参牛黄良，長石膏

164.龍角長乾漆萄楓理石

165.牛黄 人参為之使，悪龍骨地黄青島膿飛

廉，長牛膝，得牡丹菖蒲利耳目

166.蜜蝋悪完花斉蛤

167.蜂子長黄苓有薬牡螺

168. 白謬得火良，長大黄

169.阿腰得火良，悪大黄

170.牡嘱貝母為之使，得甘草牛膝遠志蛇

舌良，悪麻黄莱英辛夷

虫中

171.持羊角克総為之使

172.犀角 松脂為之使，悪謹菌雷丸

173.鹿茸馬勃為之使

174.鹿角杜仲為之使

175.伏翼克実雲実為之使

176.開皮得酒良，長桔梗麦門冬

177.噺場悪硫黄斑猫蕪夷

178.蜂房悪乾萎丹参黄苓有薬牡堀

179.桑蝶蛸得龍骨療洩精，畏旋復花

180.麿虫畏息爽菖蒲

181.瞬塘蜜蛮為之使，悪附子

182.海蛤萄漆為之使，畏狗臆甘遂完花

183.亀甲 悪沙参費蛾

184.瞳甲 悪馨石

185.舵魚甲 局漆為之使，畏狗臆甘遂完花

186.烏賊魚骨悪白飲白及附子

187.蟹殺頁蒼毒漆毒

188. 白馬茎得火良

虫下

189.粟脂長大黄甘草

190.蛇股畏磁石及酒，少黙之良

191.蝶娘長羊角石膏

192.地脂悪甘草

193.馬万得水良

194.天鼠尿悪白飲白蔽

195.斑猫馬刀為之使，長巴豆空青丹参，

悪膚青

果 よ

196.大薬殺烏頭毒

果下

197.杏核得火良，悪黄香黄苓葛根胡粉，

畏襲草，解錫毒

菜上

198.冬葵子黄苓為之使

199.葵根解萄楓毒

米食よ

200.麻実麻子長牡嬬白讃，悪夜苓

米食中

201.大豆黄巻 悪玉参劃臓，得前胡鳥居象杏

仁牡瞬良，殺烏頭毒

202.大麦食蜜為之使

203.鼓殺六畜胎子諸毒

204.醤殺百薬熱湯及火毒

右ー百四十一種，有相制使，其絵皆無.

① 立冬之日，菊巻柏先生時為陽起石桑擦蛸

凡十物使，主二百草為之長.

② 立春之日，木蘭射干先生為柴胡半夏使，

主頭痛四十五節.

③ 立夏之日，費腺先生為人参夜苓{史.主腹

中七節，保神守中.

④ 夏至之日，家首茶頁先生為牡嘱鳥居象使，

主四肢三十二節.

⑤ 立秋之日，自主防風先生為細辛萄栂使，

主胸背二十四節.

官公薬対札記

校 勘 書 目

吉本本草集注序録残巻吉石重叢書影印本

重新重輯新修本草岡西為人本

詮類大観本草政和本草
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大観経史詮類大観本草 柄氏影印本

政和重修政和経史詮類備用本草晦明軒影

印本

真本真本千金方天保3年覆刻本

医心医心方安政版影印本

千金備 急千金要方江戸医学影北宋本

升庵楊升庵 文集

設類・千金では 「石上」が 「玉石上部」と

なっている. ¥ 

3.真本では「悪」と「畏Jが入れ替わって

いる.

，4.詮類 ・千金では「玉石中部」に記されて

いる.詮類 ・千金では「悪」が「長」に

なっている.

5.吉本は消えている.医心では「長」が「悪」

になっている.

7.吉本では「及」が「反」になっている.

詮類 ・真本には「悪徐長卿」がない.

8.真本では「畏」が「悪」になっている.

9.設類 ・真本 ・医心 ・千金では「壁火」が

「火」になっている.詮類 ・真本 ・医心

・千金には「粥」がない.

11.詮類 ・真本 ・千金では「畏」が「悪」に

なっている.

13.真本では「不欲」が「悪」になってい

る.真本には「長扇青附子」がない.

16.吉本 ・重新 ・詮類 ・医心 ・千金には「扇

青附子Jがない.

設類 ・千金では 「石中」が 「玉石中部」と

なっている.

19.詮類 ・千金では「玉石上部」に記されて

いる.吉本 ・重新 ・詮類には「克純子」

がない.

20.吉本 ・重新 ・真本 ・医心には「畏北」が

ない.詮類 ・千金では「木防己」が 「防

己」になっている.

21.真本では「悪」が「畏」になっている.

22.千金には「殺鉄毒」がない.

23.真本にはこの文はない.

24.真本では「悪」が「畏」になっている.

吉本 ・真本 ・医心 ・千金には「馬目」が

ない.

26.詮類 ・千金では「柏実」が「柏子仁」に

なっている.

27.詮類では「畏」が「悪」になっている.

種類・千金では 「石下」が 「玉石下部」と

なっている.

28.詮類 ・真本 ・千金では「烏鶏骨」が「鶏

骨」になっている.医心では「烏鶏骨」

が 「烏頭」になっている.真本では「錫」

が「量艮」にな っている.

29.医心には「燕県」がない.医心では「水」

が「水蛭Jになっている.

鐙類・千金では 「草Jが 「草薬」 と 「木

薬」に分類されており，その中が 「上部」 ・

「中部」・「下部」に分かれている.

34.真本では「畏」が「悪」になっている.

36.医心では「諸石」が「消石」になってい

る.詮類 ・千金では「悪」が「畏」にな

っている.

37.詮類 ・真本 ・医心 ・千金には 「青耳」 が

ない.

38.医心では「長」が「悪」にな っている.

詮類 ・真本 ・医心 ・千金には「青耳」が

ない.

41.吉本 ・詮類 ・医心 ・千金にはこの文はな

U、.

43.詮類 ・真本 ・医心 ・千金には「去節」が

ない.

44.吉本には「斉蛤」がない.詮類 ・真本 ・

医心 ・千金には「瞬糟」がない.

48.吉本 ・医心 ・千金には「四物亦皆反」が

ない.重新 ・詮類には「亦皆反」がな

U、.

51.重新 ・詮類 ・千金では「莱英」が 「呉茶

頁」になっている.

52.吉本 ・医心でほ「長」が「悪」にな って

いる .

54.吉本 ・重新 ・詮類 ・医心 ・千金には「息

爽」がない.真本 ・医心には「陸英」が

ない.千金では「自前」が「車前」にな

っている.

55.吉本 ・真本 ・医心 ・千金にはこの文はな

v、.

58.吉本 ・医心には「藁根」がない.詮類 ・
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真本 ・千金には「桑根白皮」 がない.

60.医心では「畏」が「悪」になってい

る.

62.吉本 ・重新 ・詮類 ・真木 ・医心には

「天雄」がない.

63.真本にはこの文はない.吉本 ・重新 ・

詮類 ・医心には「悪細辛乾萎」がな

U、.

65.詮類 ・医心 ・千金には「宜丸不宜煮」

がない.

72.真本にはこの文はない.

73.真本にはこの文はない.吉本 ・重新 ・

医心には「蒲黄」がない.

75.医心では「悪」が「不欲」 になってい

る.

80.医心には「理石」がない.

82.真本では「害実」が「椿実Jになって

いる.

84.医心では「節皮」が「秦皮」になって

いる.

85.詮類 ・真本 ・医心 ・千金には 「悪黄

連」がない.

90.真本では「碁石」が 「馨石」にな って

いる.

91.詮類 ・真本には「乾漆」がない.

95.吉本 ・重新 ・詮類 ・医心 ・千金には

「防風」がない.

102.吉本 ・医心には「滑石Jがない.

104.重新 ・詮類 ・千金では「茶英Jが「呉

莱頁」になっている.真本では「茶

頁Jが「山茶頁」にな っている.

113.真本 ・医心 ・千金にはこの文はない.

115.吉本には「黄連」がない.

116.千金には「無所長」がない.

117.吉本 ・真本 ・医心には「款冬」がな

い.詮類 ・千金には「葉吾」がない.

118.吉本 ・真本 ・医心には「殺斑猫毒」が

ない.重新 ・詮類では「殺斑猫毒」は

名医別録の中にある.

125.詮類 ・真本 ・医心 ・千金には「是天名

精」がない.

130.吉本には「柏実」がない.詮類 ・真本

・医心 ・千金には 「青積子」がない.

131.吉本にはこの文はない.

133.真本では「長雄黄生美乾美秦皮亀甲」

が「畏雄黄生委，悪乾萎秦皮亀甲」に

なっている .

137.吉本 ・真本 ・医心に は「防己」がな

U、.

141.吉本は消えている.

145.吉本は消えている .

146.吉本は消えている.

148.千金では「楽肌」が「秦冗」になって

いる.

149.吉本は一部分消えている.

151.吉本は一部分消えている.

152.真本にはこの文はない.吉本は一部分

消えている .

155.吉本は消えている.

158.吉本は消えている.千金にはこの文は

ない.

160.千金にはこの文はない.

161.真本では「蜜蛾」が「飛廉」になって

いる.

162.吉本は一部分消えている.

詮類・千金では 「虫」が 「獣」と 「虫魚」

に分類されており，その中が 「上部」・「中部J

. ["下部Jに分かれている.

163.吉本は一部分消えている.

165.吉本は一部分消えている.設類 ・千金

では「飛廉」が「蜜鯨」になってい

る.

168.吉本は消えている.

169.吉本は消えている.

170.重新 ・詮類 ・千金では「莱爽」が「呉

莱頁」になっている.

179.吉本 ・真本では「療洩精」が「治准

精」となっている.千金には「得龍骨

療洩精」がない.

186.吉本 ・真本 ・医心 ・千金には「附子」

がない.

187.吉本 ・真本 ・医心には「漆毒」がな

U、.

188.詮類 ・真本 ・医心 ・千金にはこの文は

ない.

189.吉本 ・重新 ・詮類には「甘草」がな
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い.千金では「畏甘草」が「悪甘草」

になっている.

190.誼類 ・真本 ・医心 ・千金には「少熟之

良」がない.

191.吉本は一部分消えている.

詮類・千金では 「果上」が 「果上部」とな

っている.

設類・千金では 「果下」が 「果下部」とな

っている.

197.真本には「解錫毒」がない.詮類 ・医

心 ・千金では「胡粉」が「解胡粉毒」

となっている.千金では「嚢草」が

「葬草」とな っている.

詮類・千金では 「菜上」が 「菜上部」とな

っている.

199.真本 ・医心・千金にはこの文はない.

詮類では「解萄根毒」は名医別録の中

にある.

鐙類・千金では 「米食上」が 「米上部」と

なっている.

謹類・千金では 「米食中」が 「米中部」と

なっている.

203.真本 ・医心 ・千金にはこの文はない.

詮類では「殺六畜胎子諸毒」は名医別

録の中にある.

204.吉本 ・真本 ・医心にはこの文はない.

重新 ・詮類ではこの文は名医別録の中

にある.千金には「熱湯」がない.

①升庵には「時」がない.



和漢薬の本草学的研究(第 6報)1)

升麻について(その 1)

久保道徳叫， 木村善行制，難波恒雄町

Historical and Herbological Studies on Japanese and Chinese 

Traditional Crude Drugs (6) 

Michinori KUB02a， Yoshiyuki KIMURA叫 andTsuneo NAMBA2b) 

Faculty of Pharmacy， Kinki UniversitySa) and Research Institute for 

Wakan-Yaku， University of Toyama8b) 

1 t is not clear if“Shen-nung-pen tsao-ching神農本草経"is the first literature 

refered to Sheng-ma升麻 asdrugs. But the crude has been used widely since old 

times as the remedies for the diseases such as tonsillitis， hemorrhoides and 

suppurative dermatitis. 
Formerly， the original plant of Sheng-ma was considered to be Cimicifuga spp. 

of Ranunculaceae. There are， however， some references indicating other origins. 
To clarify this， the historical and herbological investigations into Sheng-ma have 

made in this paper. 
ln view of the morphological description by Su-song蘇煩 III “Tu-ching-pen-

tsao 図経本草"and the illusutrations in“Cheng-lei-pen-tsao 証類本草ヘ the 

original plant of Sheng-ma is considered to be Cimicifuga spp. 

On the other hand， the morphological descriptions by Tao Tin-ju陶隠居 Jn

Liang梁 (sixCentry) indicate two origins of Sheng-ma as Sabfam. Carduoidae of 

Compositae and Astilbe spp. of Saxifragaceae. 

But the plant originated from Astible spp. was considered as the imitation of 

Sheng-ma since Ming明 dinasty.By now its dried rhizomes called as Akashoma 

赤升麻 andHong-sheng-ma紅升麻 onJapanese and Chinese markets respectively， 

are used as remedy for chronic gastritis. 

Th巴 Sheng-malisted in Chinese old herbals were called by the names such as 

“Hei-sheng-ma黒升麻ヘ“Ku-sheng-ma緑升麻"and “Chi-sheng-ma赤升麻"and 
these names are corresponding to those of the present markets. 

Through our historical and herbological investigation， these Sheng-ma are 

identified to be originated from Cimicifuga spp. (Ranunculaceae)， subfam. 
Carduoidae (Compositae) and Astilbe spp. (Saxifragaceae) respectively. 

序言

升麻は咽喉炎，痔疾，化膿性疾患などの治

1)前報，薬史学雑誌， 9， 9 (1974). 
2a)近畿大学薬学部， 2b)富山大学和薬研究所
3) Lacation: a) Kowakae， 昂 :gashhiosa如，

Osaka. 

b) Gofuku， Toyama. 

療薬として「麻黄升麻湯J，r升麻葛根湯J，

「乙字湯」などの処方に配剤される重要な漢

薬である.升麻が本草文献上，最初に収載さ

れたのは「神農本草経」であるとする説と，

「名医別録」であるとする説があり ，神農本

草経収載薬物に関する諸論のなかで，未だ疑

問視されている漢薬の一つである.また基源

植物に関しても歴代本草中に多種類のも のが
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あげられ，現在でも異物同名品が多く，問題

点の多い漢薬である.

現在，わが国で市販されている升麻は，中

国や北朝鮮からの輸入品が主体で，その他わ

が国の自生採集品である Ranunculaceaeキ

ンポウゲ科の Cimicifuga 属植物の根茎を

基源とする黒升麻と，わが国の自生採集品で

ある Saxifragaceaeユキノシタ科の Astilbe

属植物の根茎を基源とする赤升麻がある .さ

らに中国産の Compositaeキク科のキク亜科

植物4) の根部を基源とすると思われる緑升

麻，広東升麻と称するものもわずかに輸入さ

れている .しかし，第八改正日本薬局方第二部

においては Cimicifugasimplex WORMSK 

サラシナショウマまたはその他同属植物の根

茎が正品と規定され，その他の植物を基源と

する升麻は局方部外品扱いされている .現在

中国においてはその他にも TABLE1.に示す

ごとく ，民間的に升麻と称される生薬がきわ

めて多く ，混乱している.これらの混乱は古

くからあったことが本草書や医方書からもう

かがえ，今回過去における混乱を整理し，基

源の異なる升麻が使用されるようになった歴

史的過程を考証し，基源植物と薬効との関連

4)中華有志、めなどには Serratula chinensis S. 

MOOREをあげているが，確証がないのでこ
こではキク亜科植物としておく .

5) 中国医学科学院新物研究所等編中華有志
第1版，第 1冊，人民衛生出版社，北京，
1959， pp.73-81. 

6)李日方等撰，“太平御覧第4冊，中華書
局，北京，1960， p.4832. 

7)孫星街，“神農本草経 巻 1，簡務印書館，
上海，1955， p.36. 

8)中国古典医学叢干1]， 森立之重輯，“神農本草
経犀験出版社，上海， 1955， p.35. 

9)唐慎微，“重修政和経史証類備用本草ヘ人民
衛生出版社影印本，第 l版，北京， 1957. 

(升麻:巻 6，草部上品之上， pp.158-159， 
常山:巻 10，草部下品之上.p.253) 

10)唐慎微，“経史証類大観本草光緒甲辰武昌
桐氏重校版，広)11，東京， 1970， pp.155-

156. 

11)唐慎微，“紹興校定経史証類備急本草竜谷
大学図書館蔵，春陽堂，東京，1971 

12)顧観光重輯，“神農本草経人民衛生出版社
影印，北京， 1956. 

13)岡西為人，“漢方の臨休" 6 (9)， 501 (1959). 

性を明らかにした.

1)升麻の神農本草経収載と名医別録収載

に関する考証

升麻は歴代，神農本草経に収載されたとす

る説と名医別録に収載されたとする説とがあ

る.神農本草経に収載されたとする記文は太

平御覧めの「本草経日升麻ー名周升麻味甘辛

生山谷，治酔百毒殺百老挟鬼酔?昆疾郡稚毒盛

久服天生益)'1、1.呉氏本草日升麻神農甘」とい

うもの，孫星術の神農本草経7)の「升麻味甘

辛，主解百毒百精老物挟鬼酔温疾障邪毒豊久

服不天一名周升麻，生山谷」 というもの，森

立之輯の神農本草経B) の「升麻一名周麻.味

甘平.生山谷.主解百毒殺百精老物挟酔温疫

撞邪藍毒.久服不天軽身長年.Jというもの

である.名医別録に収載されたとする記載文

は証類本草9-11)にみられるもので，升麻が白

地墨字に刷 られていることから 「升麻」は名

医別録に収載されたとするもので，1升麻味甘

苦平微寒無毒主解百毒殺百精老物挟鬼酔温疫

痘気盛毒入口皆吐出中悪腹痛時気毒病頭痛寒

熱風腫諸毒喉痛口靖久服不天軽身長年一名周

麻生益州、l山谷二月八月採根日乾」と記載され

ている .また顧観光重輯の神農本草経12)には

升麻は記載されていない.

以上のことに関して，岡西13)は「証類本草

では別録品となっており ，また全体の数から

推して新修本草でも墨字であったと思われる

が，孫星初や森立之は共に之を本経上品に加

えている .其主なる根拠は太平御覧に「本草

経 日」 と題してき|かれた一文が証類本草墨字

文の一半に一致すること ，並に同じく太平御

覧に「呉氏本草日升麻神農甘」とある点にあ

る.従って升麻が古い神農本草経に収載せら

れたことは之を容認するとして，弘景の集注

本において果して朱字であったか，墨字であ

ったかは疑問である .太平御覧に「本草経」

又は「本草」として引かれた書が如何なるも

のであるかは俄かに断じ難いが少なくも唯一

の書でないことは略ぼ疑いない.Jと詳細に

考証している.しかし，太平御覧6) に引用さ

れた「本草経日」以下の文には本草経集注
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本14)記載の「…入口皆吐出中悪腹痛時気毒痛

頭痛寒熱風腫諸毒喉痛口搭…二月八月採根日

乾」の一文の記載がなく ，名医別録記載文に

はしばしば修治法，採集時期，薬用部位およ

び産地などが記されている点から，太平御

覧6)に引用された「本草経」という書物は岡

西13)の考証するように唯一の書でないと思わ

れるが，名医別録以前の書物であると考え

る.よって升麻の収載に関しては名医別録以

前に収載されたものであると考証する.

11) Cimicifuga属植物を基源とする升麻

(の歴史的考証

北宋の蘇煩9) は升麻の植物形態に関して

「春生首高三尺以来葉似麻葉並青色四月五月

著花粟穂白色六月以後結実黒色根紫如苦根多

嶺二月八月採日暴乾」とのベ，葉が麻に似，

花が粟穂状で，根茎に多くの蒙根があるもの

を正品としてあげ，証類本草にあげられた茂

州(現在の四川省茂鯨15))升麻 (Fig.l-A)お

よび漢州(現在の四川省成都府)升麻の図が

これに符合し，明らかに Cimicifuga属植物

を指している .

14)陶弘景校注，小嶋尚真，森立えら重緒，岡西
為人改補 ・改題，“本草経集注巻 3，南大
阪印刷センター，大阪， 1972， p.46. 

15)産地考証については，謝寿昌等，“中国古今
地名大辞典ぺ商務印書館，上海， 1933，お
よび青山定雄，“中国歴代地名要覧大安影
印本，東京， 1965.によ った.

16)劉文泰，纂，“本草品実精要巻 7，草部，
人民衛生出版社，北京， 1964， p.238. 

17)羅天益，“衛生宝鑑"，巻 20，雑方門，人民
衛生出版社，北京， 1963， p.348. 

18)李時珍，“本草綱目"，張刊版， 巻 13，草部，
商務印書館，上海， 1967， pp.52-54. 

19)李時珍，“本草綱目，金陵本本草綱目附図
山草部下， 1590， 12丁.

20)李中立，“本草原始， 1776年重刊本，巻 2，
日:本， 32-33丁.

21)李中立，“本草原始“光緒間善成堂刊本
巻 1，草部上， 42-44丁.

22)侃朱諜，“本草実言大成斎蔵版，巻之 1
図， 1645， 2 J. 

23)郭侃蘭輯，“本草涯附図1655，5丁.

24)呉其溶， “植物名実図考中華書局，北京，
1963.;升麻;巻 7，山草類， pp. 157 -158.， 
土升麻:巻 10，山草類， pp.248-249. 

明の「本草品葉精要16)Jには「苗:春生苗高

二三尺葉似麻葉市青四五月白花似粟穂六月結

実黒色根有蓑多孔其孔知眼用引諸薬上升故俗

調之鬼眼升麻也J，i質:類発活而多額J，i色:

青白」と詳細に記され，黒色の根茎で，茎の

残基の空洞が多いことから， ["鬼眼」と称さ

れたものと思われる.また菟活に類似すると

いうことは大型の根茎であることを示してお

り，["色:青白Jは根茎の切断面の色調と思

われ，事実 Cimicifuga属植物を基源とする

市場品や Cimicifuga acerina (SIEB. et 

ZUCC.) C. T ANAKAオオバショウマや C.

simPlex WORMSKサラシナショウマの根茎

を採集し，乾燥して横切すると，横切面は外

側が青緑色を呈し，内部が白色であることか

ら，明 らかに Cmicifuga属植物であろうと

思われる.また内部が白色状のものを良品と

する記文に，元の「衛生宝鑑1η」の「八白

散」という処方に配剤される「新升麻」に

「肉白者佳Jと付記されているものがある.

明の李時珍18)は「今人惟取裏白外黒而緊実

者.調之鬼股升麻.去顎及頭草創用.Jとの

べ，["鬼験」は前記した「鬼眼」と同意語と思

われ，["金陵本 ・本草綱目付図19)(Fig.2-A)J 

の升麻の図は花が総状で頂生し，葉および根

の形状からも Cimicifuga属植物と考えら

jもる.

「本草原始 (1766年日本重刊本)20) Jには二

種の生薬図 (Fig.3-A)があげられ，小型の

ものは 「川升麻形小而黒極堅実凡用惟川為

勝」と添書され，このものは Cimicifuga属

植物の小型の根茎を指しているものと思われ

る.清の光緒間善成堂刊本の「本草草始21)J 

の二種の生薬図 (Fig.3-B)も根茎に多数の茎

の残基の空洞を示す図をあげ，r皮黒多嘉」

と添書し，明らかに Cimicifuga属植物の根

茎と考える .また明の「本草葉言明」の生薬

図 (Fig.4)および清の「本草潅叫」の生薬図

(Fig.5)も根茎に多数の茎の残基の空洞と髭

根があり ，明 らかに Cimicifuga属植物を

示していると思われる.

清の「植物名実図考叫」にあげられた升麻

の中で，演地方の升麻について 「…浪多鳥
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味，其俗方所用者，蓋真升麻也，葉如麻而花

作穂，奥図経茂州升麻等，浪奥罰接，固同嚢

・・」と記され，葉が麻に似，花が粟穂状で，

図経収載の茂州升麻に符合するとい うところ

から， Ci押ticifuga属植物を基源とするもの

と思われる.しかし，その付図(Fig.6-A)の

基源は明らかに Cimicifuga属植物ではな

く，キク科植物であろう .

産地に関して朱の蘇煩"は「升麻生益州川

谷今局漢快西准南州郡皆有之以萄川者為勝

…」とのベ，茂州、1，漢州産升麻の付図 (Fig.

l-A， c)からも萄川(今の四川省)産 の

Cimiciguga属植物を基源とする升麻を良品

として扱っていたようである.

萄升麻の薬効に関して「薬性論の」には 「萄

升麻主治小児驚痢時気疾能治口歯風塵腫疹牙

根浮欄悪臭熱毒膿血除心肺風毒熱翠閉不通口

靖煩悶療樺腫腕豆清水煎綿泊拭搭上主百邪鬼

魅」と詳細に記し，歴代本草書の升麻の薬効

の一部を踏襲している.惰，唐の「千金要

方25)J， r千金翼方制J，r外台秘要27)Jにも「萄

25)孫思遜，“備会、千金要方国立中国医薬研究
所版，台北， 1966， p.89.ほか.

26)孫恩主主，“千金翼方国立中国医薬研究版，
台北，1966， p. 138.ほか.

27)王蕪，“外台秘要国立中国医薬研究所版，
台北，1964， p.305.ほか.

28)宋 ・王懐隠等編，“太平聖恵、方巻 84，人
民衛生出版社，北京， 1959， p.2666.には 「治

小児斑癒及珍豆癒，心神煩牒，眠臥不安，青
黛散方」とあり ，r又方」として「右煮黒豆
汁塗，徐温服之」とあり，川升麻を用いると
は記していないが， r治小児斑癒諸方」中に
「大育散方J，r犀角散」など川升麻を配斉IJし
た処方が見られる.

29)香川修徳， “一本堂薬選薬選上，1729， 
55-56了.

30)小野蘭山口授，小野意敏録，井口楽三重訂，
“重訂本草綱目啓蒙日本古典全集刊行会，
東京，巻 9，山草部， p.167. 

31)われわれの市場調査の結果，香港での緑麻升
の一つに円柱状の細い根で，外面が青緑色，
内部の中心部が青白色のものがある.本品は
このものに符合するように恩われ，このもの
は現代の生薬関係の成書には出典がみられ
ず，基源植物は不明だが内部構造的に内皮に
外接する分泌道が多数認められることからキ
ク亜科の植物根であることは確証できる(未
発表). 

升麻J，円11升麻」の名称がみえ，証類本草に

引用されている宋代の「太平聖恵方町にも

「治小児斑搭及豆痛心眼眠臥不安用川升麻

…J2めと記され，また蘇煩9)は「…今医家以

治咽喉腫疹口舌生搭解傷寒頭痛凡腫毒殊効

…」とのベ， r本草品嚢精要16)Jには鬼眼升

麻の薬効として「…用引諸薬上升」と記し，

時珍18)は「升麻柴胡引生発之気上行」とのべ

ている.すなわち Cimicifuga属植物を基源

とする升麻は「上升Jを主治とする薬方およ

び咽喉腫痛，化膿性皮膚疾患などの治療薬と

して用いられていたようである.

ゆえに Cimicifuga属植物を基源とする升

麻は正品として古くから今日にまでおよび通

用されているものと考証する .

わが国では江戸時代の香川修徳的は正品の

升麻について「凡撰升麻，以近年所用，坊間

呼日光升麻肥大堅実，青緑色，味苦者為佳，

近道諸山重量有，形状色味皆同，唯較小於日光

山産者耳，此乃陶弘景所，調難骨升麻，李時

珍所謂鬼験升麻也，…」とのベ，根茎が肥大

し，堅く実し，味が苦いということから

Cimicifuga属植物の根茎と考えられる. s-
光升麻に関して，小野蘭山30)は「和ノ升麻ノ、

根大ニシテ色黒シ唐ヨリハ色浅キ故ニ焼イテ

黒クシタ/レ者アリ ，日光升麻ノ葉ノ、狭窄ニシ

テ苗高サ五六尺ニ至リ枝ヲ分チテ花ヲ開ク

…Jと詳細にのベ，明 らかに Cimicifuga属

植物を指している .

ゆえに和産の升麻の正品は Cimicifuga属

植物を基源とし，今日まで通用されたものと

考証する.
¥ 

111)緑升麻の基源植物の歴史的考証

梁の陶隠居9)は「…今惟益州、|好者細削皮青

緑色調之難骨升麻…」とのべ，細く椿せ，表

面が青緑色のものを難骨升麻と称し，難骨と

は陶隠居めが「常山」の項で「…細実黄者呼

為難骨常山一」とのべていることから，細く

実した根の形状を指すものと思われ，このも

のは現在中国産の香港市場品で，キク亜科植

物を基源とする緑升麻81)の形態にきわめて似

ており ，同一基源のものであろう.
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証類本草にあげられた除法H(現在の安徽省

総懸)升麻の図 (Fig.l-D)は Cimicifuga

属植物の形態とは異なり ，頭状花序で小花が

多数集合し，葉および根の形状からキク亜科

の植物を指すものと思われ，恐らく難骨升麻

と同一物であろう .なおこの綜州升麻の図は

「江西本本草綱目B勾」以後の明代末に発刊され

た「武林銭街本本草綱目付図切」の升麻の図

(Fig.2-C)として採用されている.

明の「本草豪茎同」には「…入薬宜根.逢

秋績採.曝乾形軽実者第一.自IJ去出青緑色者

亦住.揮難骨相同.去黒皮腐澗.Jと記され，

基源の異なる二種類の升麻をあげ，一つは軽

質で，内部が青緑色を呈する Cimicifuga属

植物のものと思われ，他の一つは難骨状の根

を有するキク亜科の植物を基源とするものと

思われる.

清の「本草述鈎元町」には「萄川者佳.根

如蕎.多菱重而紫黒細小.極堅.削去皮.青緑

色者謂之難骨升麻.功力殊勝.虚大黄白色

者.不堪用.一種外黒裏白.質雄緊実.調之

鬼股升麻.一種純青色質亦堅.功力倶遜.

川産育緑色.Jと記され，青緑色の升麻はた

32)李時珍，“本草網目ヘ重苦(1J本草綱目附図，
1603， 21了.

33)李時珍，“本草綱目武林銭街蔵版，1640， 
19丁.

34)陳嘉談，“新刻図像本草蒙釜巻 2，金陵存
義堂周如泉蔵版， 24丁.

35)楊時泰輯，“本草述鈎元科技衛生出版社，
上海， 1958， pp.39-41. 

36)宮下三郎，“敦埠本「張仲景五蔵論j校訳注"
東方学報第 3お5冊， 1964， p.311. 

37) ，穆希抱“本草経疏巻 6，草部上品之上，
1625， 34-35丁.

38)注昂輯，“本草備要巻 1，商務印書館，上
海， 1918， pp.35-36. 

39)呉儀洛編，“本草従新"，巻 1，春明書館，上
海， 1947， pp.1l-12. 

40)越学敏輯，“本草綱目拾遺ヘ上冊，巻 3，商
務印書館，上海， 1954， p.89. 

41) 1972年， 1974年に香港で行なった市場調査
(未発表). 

42)南京薬学院薬材学教研組集体編，“病材学
人民衛生出版社，北京， 1961， p.402. 

43)“中新材手冊香港新文書庖，香港， pp.25 

-27. 

44)湖南省中医務研究所編，“湖南翁物志ヘ第二
輯，湖南人民出版社，湖南省， 1972， p.704. 

だ一種ではな く，数種あったことがうかが

え，敦煙本「張仲景五議論町」にも「升麻只

求青緑」と記されているように古くから青緑

色を呈する升麻が良品とされていたようであ

る.ただ切断面が育緑色の Ciminicifuga属

植物を基源とする升麻と表面が育緑色のキク

亜科植物を基源とする升麻は色調が同じであ

ることから，青緑色 を呈しているものを正

品，良品扱いし，他の色の升麻を偽品として

鑑別していたようである .

明の「本草経疏87)Jには升麻の薬効に関し

て「酷妙緑色升麻君蓮肉人参治喋口痢(下痢

の病気を指す)J と記され，初めて緑色升麻

という生薬がみえ，清の「本草備要88)Jや

「本草従新sの」には升麻の項に「別有一種緑

升麻.躍仲醇贋筆記用治痢.毎毎有験.Jと

記載され， r本草綱目拾遺叫」には「緑升麻」

という項をもうけて「従新云.乃升麻之別一

種.鰹仲醇慶筆記.用治不痢.毎毎有験.性

最鼠捷.r.台痢疾下傷.按升麻色緑色者佳.非

1.lIJ-種也.Jと記され，下痢の治療薬として

用いられた.

現代中国において緑升麻と称される生薬の

基源植物には TABLE1に示したごとく ，

多種の Cimicifuga属植物があげられ，また

香港市場叫においても Cimicifuga属植物を

基源とするものが緑升麻と称されており，異

物同名品が多く，混乱しているので，緑升麻

として用いる場合は外面が青緑色の，細く実

したキク亜科を基源とするものを用いる必要

があると考証する .

なお中国では中病志5〉， 病材学的， 中病材

手冊叫などに広東升麻(広升麻)としてキク

科の Serratulachinensis S. MOORE麻花頭

の根を薬用にしている記文がみられ，このも

のは外形が香港市場品の青緑色で細い緑升

麻81)に類似するが，外面の色が黄かっ色なの

で同一物ではない.本品は「湖南病物志“)J 

に麻花頭(別名:升麻，土升麻)として麻

疹，梅毒，頭痛などの発表解毒，散風解熱薬

として用いられている .
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IV) Astilbe属植物を基源とする升麻の歴

史的考証

梁の陶隠居8)は当時の升麻の市場品につい

て三種類のべている.その一つは「北部開亦

有形虚大黄色」というもので，虚大で黄色で

ある点から，現在中国北部で産出している

Astilbe属植物を基源とする升麻と符合する

ように思える.今一つは「建平閲亦有形大味

薄不堪用人言是落新婦根不必爾其形白相似気

色非也落新婦亦解毒取葉接作小児浴湯主驚

仔」というもので，建平(今の河南省永城懸)

産の形が大きく，味が薄いもので「落新婦

根」と称される升麻があったようである.

「落新婦」に関しては，江戸時代の松岡玄

達叫は「落新婦即花蜘株別名此根似之故名

也」とのペ，小野蘭山町は「落新婦:絡新婦

ノ、女郎グモナリ」とのべているごとく ，女郎

グモは腹部が赤かっ色で，Abstilbe属植物の

地下部は同様赤かっ色を呈を呈し，また地上

部は Cimicifuga属植物ときわめてよく似て

いる点から Astilbe属植物を基源とする升麻

を落新婦と称したのであろう .

落新婦の薬効に関して目撃子めは「安魂定

醜弁鬼附暗泣遊風腫毒口気府屋又名落新婦」

と詳細に記載され，腫毒，口腫などの治療薬

45)松岡玄達，“本草一家言巻 2，漢方文献刊
行会， 1972， p.771. 

46)葉橘泉，“合理的民間単方ヘ実用書局，香
港， 1965， pp.69-70. 

47)雲南省衛生局革命委員会編，“雲南中草薬局ヘ
雲南人民出版社，昆明，1971， pp.704-705. 

48)西蔵自治区革命委員会衛生局ら編，“西蔵常
用中革新西蔵人民出版社，北京， 1971， 
p.291. 

49)中国科学院植物研究所主編，“中国高等植物
図鑑ヘ第2冊，科学出版社，北京， 1972， 
p.122. 

50)甘粛省衛生局編，“甘粛中草革右手冊ぺ甘粛人
民衛生出版社，甘粛省， 1973， pp.1688-
1691. 

51)深江輔仁J‘本草和名ヘ上巻，日本古典全集
刊行会， 東京，1925， 16丁.

52)藤原忠平ら，“延喜式ヘ日本古典全集刊行
会，東京， 1929， p.103. 

53)丹波康頼撰，“医心方人民衛生出版社，北
京， 1955， p.25. 

54)貝原益軒，“大和本草"，第 1冊，春陽堂，東
京， 1931， p.206. 

および精神安定剤として用いられていた.し

かし，明の「本草品葉精要1め」には落新婦を

偽品扱いし，その後も同様の扱いを受けてい

るが， I本草原始 (1766年日本重刊本)20) Jに

は当時の升麻のーっとして「形大肉黄色味

薄」と添書されている大型の根茎の升麻をあ

げ，薬用に供されていたことがうかがえる.

近年，中国において葉橘泉46)は咽痛，口療

の治療薬として升麻をあげ，その基源は「虎

耳草科之地下茎，其形如老葺，色紫黒，肉帯

褐色.Jとのベ，明らかに Astilbe属植物を

升麻と称して薬用に供している.また雲南省

では Astilberivularis BUCH.-HAM.野高

架を慢性胃炎や扶打損傷に用い47J，西蔵方面

では紅升麻 (Astilbe属植物)を打撲症， リュ

ウマチ痛，慢性胃炎はどに用いている48) ま

た A.grandis ST APF ex WILS. 大落新婦

の根茎は筋骨痛49)，A. chinensi“s (MAX剖1M.)

FRANCH王.e剖tSAV.落新婦は打撲症に用い ら

れている50)

一方，わが国では升麻の基源に関して，1本

草和名叫」には「止利乃阿之久佐一名字多加

久佐」とあり， I延喜式問」や「医心方53)Jに

も「止利乃阿之久佐」をあげ Abstilbe

thunbergii (SIEB. et ZUCC.) MIQ. var. 

congesta H. BOISS. トリアシショウマを想

起されるような和名をあたえているが，

Abstilbe属植物も Cimicifuga属植物もと

もに花や葉の形態が類似していることから，

Cimicifuga属，Astilbe属植物 のいずれか

は不明である.しかし，江戸時代の貝原益

軒54)は「本邦ノ俗医升麻ト称シテ用物ニ種ア

丸一種ノ、烏ノ鬼ト云其葉芹ニ似タリ一種ノ、

タデ升麻ト云葉モ茎モ犬タデ、ニ似タリ二種共

ニ升麻ニアラズ必不可用」とのベ，小野蘭

山30)も「トリアシ升麻ノ、根皮赤黄色又赤色ナ

リ故ニ アカ升麻ト云古ノ、薬埠ニ此ヲ売 ボ

ウデ ククリデト云アリ又皮ヲ削リ タノレヲ

ケヅリ升麻ト云即集解ニ謂ユ/レ小升麻一名落

新婦ニシテ升麻ノ下品ナリ」とのベ，Astilbe 

属植物を基源とするものを升麻，赤升麻と称、

し市販されていたことがうかがえ，偽品ある

いは下品扱いされていた.明治時代の小泉栄
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次郎55)は升麻の基源植物に IAstilbe. ノ地下

茎ヲ採テ薬用ニ充 ツ」とのベ，わが国では

Cimicifuga simplexサラシナショウマなど

を基源とする升麻と トリアシショウマやアカ

ショウマなど Astilbe属植物を基源とする赤

升麻が和産升麻として通用していたよう であ

る.

V)その他を基源とする升麻について

清代の 「植物名実図考判上には 「土升麻J

があげられ，I湖北武昌有之.緑茎如竹高四

五尺無葉無枝.僅有小叉.但医，治痘疹用

t之.Jと記されているがその 付図 (Fig.6-B)

は単子葉植物である.

また現代中国では「中蔚材品種論述5勺には

独足升麻(シソ科の Plectranthusinflexus)， 

山升麻(シソ科の Stachysbaicalensis)，白升

麻(オミナエシ科の Patriniaangustifolia)， 

秤粁升麻(キク科の Eupatorium chinensis 

var. simPlicifolium)，紅升麻(キク科の

Eupatorium lindleyanum)，鉄粁升麻(パラ

科の Aruncussylvester)などがあげられて

いる .

わが国においても江戸時代にはノカラマツ

を升麻と称し， 金線草をタデ升麻， ミヅヒキ

升麻として市販されていたよ うである町.

55)小泉栄次郎，“和漢薬考"，増訂再版，後編，
朝香屋書庖，東京， 1922， pp.411-418. 

56)謝宗万編，“中華町材品種論述上冊，上海科
学技術出版社，上海， 1964， pp.87-91. 

結
:A 

a間

現在，中国において升麻と称される漢薬は

TABLE 1.に示すようにきわめて多種類のも

のが用いられ，またわが国においても黒升麻

(Cimicifuga属植物を基源とする)， 赤升麻

(Astilbe属植物)，緑升麻 (キク亜科植物)

が市販され，薬用に供する際に，いずれを用

いてよいのか確証がない.今回，本草文献

的 に考証した結果，Cimicifuga属植物，

Astilbe属植物，キク亜科植物を基源とする

升麻は宋代以前から用いられ，薬効的には

Cimicifuga属植物を基源とする升麻(黒升

麻，北升麻，)11升麻，鬼眼升麻)は咽喉炎，

化膿性疾患，下痢， 脱紅などに応用され，キ

ク亜科植物を基源とする升麻(難骨升麻，緑

升麻)は下痢などに対して速効性が期待さ

れ，Astilbe属植物を基源とする升麻(落新

婦，紅升麻，赤升麻)は口腫，咽喉腫痛，慢

性胃炎などの、治療および精神安定剤として用

いられている.すなわち，升麻本来の薬効が

期待できる正品は Cimicifuga属植物を基源

とするもので，Astilbe)高植物やキク亜科植

物を基源とする升麻は薬効が限定され，単味

や処方としての使用目的に応じて通用する必

要があると考証する.またこれら三者以外を

基源とする升麻は升麻としての薬効が期待で

きる記文が不明で，使用を控えた方が良いで

あろう .
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日本薬学会(第 75~95 年会)における薬史部会の記録

1. 薬史部会の会場一覧表

2. 薬史部会のプログラム

a.一般報告 b.特別講演 C. シンポジウムのテーマ

3. 向上 (90~95 年会) 講演要旨

a.一般報告 b. 特別講演 C. シンポジウム

4. くすり史跡めぐり一覧表

1. 薬史部会の会場一覧表

年会 |年代 | 月 ・日 開催地 | t. = 場 備 考

75 1955 4.7 東京 東大 ・法大 1号館，法23

76 1956 4.9 福 岡 九大 ・医 ・神経科講堂

77 1957 4.9 東京 東大 ・医 ・本館 1階講堂

78 1958 4.9 名古屋 名古屋市公会堂 (特宮別道講悦演男

79 1959 4.9，10 大阪 大阪市商工会議所西講堂 阪大医

80 1960 4.5 東京 東大 ・医 ・南講堂

81 1961 7.20 札幌 北大 ・理 ・南講堂
{i制館シ脇ン献ポ操ジウム

82 1962 11.3 静岡 静岡薬科大学

薬大講に，ル学吉研お演討井論究ける薬史学識議83 1963 11. 2 東京 東京薬科大学
(清パ特別水ネ 会，木村

84 1964 4.6 東京 東大 ・医 ・小講堂
(薬史

85 1965 10.28 徳島 徳島大学 ・薬 ・生薬教室

86 1966 4.6 富 山 富山大学 ・文 ・3番教室

87 1967 4.8 京都 京大 ・薬 ・11番教室

88 1968 4. 7 東京 東大 ・法文 2号館 1番教室

89 1969 4.4 名古屋 名城大学 ・1号会

90 1970 7.28 札幌 住友信託銀行会議室

91 1971 4.9 福岡 福岡大学 3号館

92 1972 4.7 大阪 近畿大学 ・本館 (特宮本別講又演次， 清水

4.7 東京 東京農大 ・視線覚セ ンタ ー {シンポヲ長ム93 1973 
初期近ボ代 学

94 1974 4.5 仙台 東北大学 ・教養 B204教室
シン ジ ム
紅花に関する再検討

95 1975 4.5 西 宮 武庫川女子大学・薬・1号館 (シンポジウム
近代薬物

47 
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2. 薬史部会のプログラム

a.一般講演

75年会東京大会 (1955)

世界薬学の変遷画展覧 山科樵作

製煉発蒙と遠西二十四万 佐藤文比古

明治 ・大正時代の道修町及び本町

林 四郎

医薬分業の史的考察 清水藤太郎

高野長英著「客中案証」の薬品について

平賀敬夫

*)加賀藩医薬の史的考察 三浦孝次

日本における中世薬剤師の活動

一関東の外郎に関する研究一 杉山 茂

勺)元禄・享保の頃の本草の性格高橋真太郎

憂陀羅華について 赤松金芳

クノレクマとサフランの考証

木村康一，藤本豊吉

高橋真太郎

調剤の薬史学的考察

明治時代における薬学研究

小池三良助

金岡

名取

郡

祐一，北JII 勲

信策，辰野高司

素蛾，富沢 宏

76年会福岡大会 (1956)

初期の軍陣薬学 (1)

佐藤文比古，安田 史郎

通俗薬を主と した獣傷救急治方平賀敬夫

漢訳医薬学書 - 立沢政次郎

室町時代の薬種について(教言卿記を中心

として) 久保田収， 山下武男

本草経の薬品分類について 高原篤夫

明治期における私立薬学校の特質について

山科樵作，川瀬 清

本)薬局， 6， 9 (1955) 

*2)薬学研究 28，11-12 (1956) 

*3)薬局 8，1 (1957) 

*4)薬局 9，1 (1958) 

*5)薬事日報 S.35. 1. 1-9 (1960) 

*6)本誌 2，1 (1967) 

*7)星薬大紀要， 5 (1956) 

句)薬局， 10， 2 (1959) 

江戸来期における国産生薬の産出状況

吉田一郎

野川、旧光の御種人参栽培の史的考察(1)

伊沢一男

*3)民間薬孫太郎虫の史的考察

高橋真太郎，高橋嘉門

藤井正義

四神中の朱雀の原植物について渡辺 武

オランダ船舶載の薬品について 小沢敏夫

肥前売薬史の考証 小林 肇

福岡藩薬園と内海蘭渓 赤松金芳

薬園を中心とした熊本の薬業史

宗定哲二，村上誠懇

竜骨，竜角弁 清水藤太郎

77年会東京大会 (1957)

和蘭薬鏡と遠西医方名物考の刊記

佐藤文比古

薬学史研究への民俗学的方法論の導入

宮道悦男，小瀬洋喜

本草集注の研究(II)

病源所主薬による集注の研究高原篤夫

近世蔓砦考 平賀敏夫

駿府城下における薬史学的資料の研究(1)

斎藤幸男

河)明治維新期の日本薬界の展望根本曾代子

*5)印龍の史的考察 山下 武雄 }

安息香の史的考察 赤松金芳，向後恭子

酒石考 佐藤文比古，橋本孝雄

日本薬局方散薬古賀史 立沢政次郎

オランダ局方(グーノレツ先生) 清水藤太郎

78年会名古屋大会 (1958)

*6)価値植物としてのオナモミ考

関屋延雄，三浦三郎

*7)野外l日光の人参栽培の史的考察 (II)

伊 沢 一男

*8)駿府城下における薬史学的資料の研究

(II)一東海道名物「清見寺膏薬」につい

てー 斎藤幸男

愛知県薬業史の研究(沼)

薬業の集団地域としての京町深谷義男
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明治初期における医薬品輸出入の概説

黒田辰一郎

初期陸軍薬局方 佐藤文比古，遠山秀夫

飲食物の薬史的相関 根本管代子

蘭方癌治療史 小林美代子

蘭方駆虫薬史(1) 山下泰蔵，佐藤文比古

芳香水剤小史 立沢政治郎

舎利別史略 佐藤文比古

薬科大学における薬史学講義要項

79年会大阪大会 (1959)

日本調剤史(I)医心方

r錠剤小史

近代薬学の変遷

裁判化学の初期史

試薬の生い立ち

毛利藩の薬園

清水藤太郎

高原篤夫

立沢政治郎

根本曾代子

佐藤文比古

石津作次郎

樋口彰一

フリードリッヒ二世の医薬分業令

清水藤太郎

武蔵野ムラサキと江戸ムラサキ並びに栽培

ムラサキの疑問関屋延雄，三浦三郎

明治 37，8年戦役と薬品

佐藤文比古，遠山 秀夫

*)駿府城下における薬史学的資料の研究

(III)一「府中」の薬史学的考察一

斎藤幸男

*2)姻虫駆除薬の史的展望 赤松金芳

シーボノレ ト及びその他の人々による日本に

おける地衣類集品の史的解説朝比奈泰彦

80年会 ・東京大会 (1960)

土師器式土器時代に栽培されていたエゴマ

の品種と史的考察 三浦三郎

オランダ医学初期の薬物一特にピリリにつ

いて 赤松金芳

阿蘭陀薬草功能之書について 佐藤文比古

幕末長崎蘭医の使用した製剤

佐藤文比古，橋本孝雄

平賀源内の薬物研究に関する考察

薬局 10，11 (1959) 
薬局 11，2 (1960) 
*)薬局， 12， 10 (1961) 

本2)薬局 12，11 (1961) 

竹内角夫

チンキ小史 立沢政次郎

官版薬局方について 佐藤文比古，遠山秀夫

蜂蜜の東漸史考 根本曾代子

81年会・札幌大会 (1961)

飯沼慾斉遺稿による採薬地の考察

嶋野 武，水野瑞夫

江崎秀子

江戸戯作者の売薬(滝沢馬琴) 2報

佐藤文比古

依百乙薬性論と和蘭薬性弁

佐藤文比古，安田 史郎

日清戦役使用薬品と陸軍薬局方

佐藤文比古，遠山秀夫

近世新薬界の動向 根本曾代子

アイヌの薬と日本の民間薬物の形成につい

て 三浦三郎

皮下注射剤の歴史 立沢政次郎

*)駿府城下における薬史学資料の研究(町)

一久能山御薬園に関する追補並びに明

治，大正時代における静岡地方の薬学

の発達一 斎藤幸男

旧高松藩の栗林公園 竹内局夫

薬局 ・局方の語源とその成立の歴史的背景

高橋真太郎

82年会・静岡大会 (1962)

*2)駿府城下における薬史学的資料の研究

(V)一林香寺山根一 斎藤幸男

銅の薬物起元と日本民族成立の問題

三浦三郎

飯沼慾斉遺稿による平林荘栽培植物の考察

嶋野 武 ・水野瑞夫

蘭方駆虫薬史(II) 佐藤文比古，山下泰蔵

同 (III) 佐藤文比古，橋本孝雄

文化遺品による薬史的背景 根本管代子

洋方エキス小史 立沢政次郎

サムエノレ ・コッキングとその薬業

三堀三郎

83年会・東京大会 (1963)

わが国薬業発展の社会的考察一特に明治維

新を中心にして 吉岡 忍

研究史から見た天然産薬物の研究法

川瀬清

日本薬局方中の軟膏の歴史 立沢政治郎
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駿府城下における薬史学的資料の研究(VI)

厚生新編の翻訳原稿について斎藤幸男

輩莱コエンドロ考 三浦三郎

アロエの史的考察 赤松金芳，向後恭子

蘭方駆虫薬史(町) 佐藤文比古

向上 (V) 山下泰蔵，佐藤文比古

製薬革命の近代的要素 根本曾代子

例年会・東京大会 (1964)

井の頭弁天“紫灯龍"の薬史学的側面

三浦三郎

南蛮医決野忠庵 (CristonaoFerrierira)に

ついて 樋口彰一

森立之とその自筆稿本「神農本草経孜注」

について 赤松金芳

江戸期の禁書考 佐藤文比古

蘭方駆虫薬史 (VI) 山下泰蔵，佐藤文比古

蘭史学研究の方法論的考察について

日本の新薬宣伝史

丸剤小史

85年会・徳島大会 (1965)

吉岡 信

林 四郎

立沢政次郎

藍製剤の薬能(制ガン) 清水藤太郎

神農伝説の分析とわが国の農耕儀礼

三浦 三郎

南蛮医術の用薬と方剤研究について

樋口彰一

伊吹山御薬園考 清水正二

局本草の研究一証類本草に新注加された

所謂唐本草について

野洲 紘，木村康一

木島正夫

西讃岐地方にて見つけた古文献秋元秀夫

杉田玄端の訳出書 佐藤文比古

86年会・富山大会 (1966)

わが国酔邪・酔病の民俗と荊楚歳時記

初期薬物学の薬品分類

日本薬局方酒剤小史

小野瓢郎先生素描

~ 1) 富山史壇; No.35 (1966) 
*)薬局， 23， 7 (1972) 
*2)本誌， IX， 1-2 (1974)本)

三浦三郎

佐藤文比古

立沢政治郎

根本曾代子

伊吹文の薬史学的研究 清水正二

尾張本草学者とその著書について

深谷義雄

*)薬学の立場から見た富山売薬の史的研究

(I) 前田利保の本草学の研究

村上清造

アドレナリン発見に関する上中メモ

川崎近太郎

87年会・京都大会 (1967)

女子薬学教育の沿革 根本曾代子

*)神農伝説の分析とわが国の農耕儀礼“に

ひなめ"再考 三浦三郎

本2)和漢薬の本草文献学的研究 (III)

狼毒について 米国該典，高橋真太郎

久保道徳

13世紀におけるヨーロ ッパの医薬令

清水藤太郎

日本薬局方 Liquor(Solutio)小史

立沢政治郎

最初の馬医処方集「療馬方符」 佐藤文比古

88年会・東京大会 (1968)

不老長寿薬考

枇杷葉湯について

*)神農の神格とその祭り

洋方煎剤と浸剤の小史

江戸市販の蘭方薬

薬学草創に寄与せる外人素描

89年会・名古屋大会 (1969)

赤松金芳

嶋田玄弥

三浦三郎

立沢政治郎

佐藤文比古

根本曾代子

上代の薬物と神仙思想、の影響(1)

薬学初期の留学生

教草に関する薬史的研究

百味箪笥考

90年会・札幌大会 (1970)

伊藤圭介の本草学とその展開

森島中良と蛮語筆

清水正二

根本曾代子

三浦三郎

木村雄四郎

清水正二

佐藤文比古

日本薬史研究 山下愛子

シルクロード関連薬物について 吉田 一郎

わが国奈良朝医薬の時代相 三浦三郎

日本における抗生力利用の歴史川瀬 清

医薬分業問題の歴史的背景について

吉井千代田

91年会・福岡大会 (1971)
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シーボルト「江戸参府紀行」の薬史掌的考察

清水正二

*)反魂丹の今昔 小)11宇三郎

西方医薬の東漸について 吉田一郎

外来語としての蘭方薬 佐藤文比古

正倉院薬物の性格について 三浦三郎

チベット医学と薬物 伊藤和洋

古河における田代三喜伊沢一男，山下敬三

慶松勝左衛門博士の満州|における業績

根本曾代子

薬剤師教育創始者藤田正方とその家系

川瀬 清，根本曾代子

薬事法制史からみた売薬 吉井千代田

江戸時代における小石川御薬園の業績

木村雄四郎

東洋における最初のパタピア局方

清水藤太郎

92年会・大阪大会 (1972)

調剤法 ・機器の改良について

中室嘉祐，福島広利

松井 進

大病院方函に就いて 佐藤文比古

教科書から見た明治初期薬学教育

川瀬 清

茶の薬用と翠中軒新著「茶若切能記」

赤松金芳

緒方洪庵をめぐる薬学ゆかりの人びと

根本曾代子

*2)f日本薬園史の研究」の著者上田三平伝

三浦三郎

93年会・東京大会 (1973)

聖徳太子の思想と正倉院薬物

*3)食い合わせ史考

「庖厨備用本草」中の洋薬

郎

芳

古

三

金

比
不

浦

松

藤

三

赤

佐

衛生試験所草創の薬史的相関と時代背景

根本曾代子

調剤法の改良についてー阪大式申合一

中室嘉祐，平岡栄一

例年会・仙台大会(1974)

*)富山県薬事研究所報告 44-45(1971) 
*2)本誌， 9， 1-2 (1974) 
*3)本誌 8，1-2 (1973) 
*4)本誌 4，2 (1969) 

冠位七色十二階と紫根染

「華夷通商考」中の西洋薬

藤田正方の著述をめぐ って

大阪の医学校 ・薬学校の発展

三浦三郎

佐藤文比古

川瀬 清

中室 嘉祐

薬学における衛生化学の成立過程

根本曾代子

近世薬用植物園の展望(その1)

内務省衛生局薬草試植園の概況

木村雄四郎

インド医学と中国医学の相違点と類似性

について 伊藤和洋

95年会・武庫川大会 (1975)

大阪薬科大学(大阪道修薬学校)胎生記

中室 嘉祐

近代日本における薬学教育改革の提言

川瀬 清

ケンペノレの日本探究と薬物考 根本曾代子

榎本武揚と明治初期のキナ栽培伊沢一男

江戸期における人参哀話とその史的背景

三浦三郎

18世紀前期の蘭方薬 佐藤文比古

医聖華岡 青洲 若園房雄， 小倉重保

岡野美臣，川崎 寛

岡田雄作，三上 豊

b.特別講演

東海地方における本草学者について

宮道悦男 78(1958)

北海道の植物雑記 館脇 操 81(1961)

*4)明治時代におけるわが国の製薬の史的

考察 吉井千代田 83(1963)

"近世における日本薬園史(1)

木村雄四郎 " 

"江戸時代の初期における製薬史

清水藤太郎 " 

"江戸時代における民間薬史

清水藤太郎 84(1964) 

"近世における日本薬園史 (JI)

木村雄四郎 " 

"大正時代におけるわが国の史的考察

吉井千代田 " 

"富山家庭薬業の経営史

植村元覚 86(1966)
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*)明治百年を語る 88(1968) 

1.薬品取締りの変遷

清水藤太郎

2. 日本薬局方生薬の変遷について

木村雄四郎

3.製薬事情の変遷

吉井千代田

4.近代薬学教育百年の歩み

宮道悦男

*2)日米両国における薬業経営比較史

吉田甚吉 89(1969)

*3)道修町を中心とする大阪の薬業につい

て 宮本又次 92(1972)

国際薬史学会コングレスに出席して

清水藤太郎 " 

c.シンポジウムのテーマ

日本薬学会年会 ・薬史部会におけるシンポジ

ウム

*4)薬科大学における薬学史講義について (82

年会 ・静岡大会 (1962))

1)薬科大学における薬学史講義内容 ・総

論 清水藤太郎

2)薬科大学における薬学史講義の実際

寺阪正信

3)向上 三堀三郎

4)昭和薬科大学における薬学史講義の現

状 赤松金芳

5)京都薬科大学における薬学史講義内容

の概要 高橋真太郎

6)薬学史講義の立脚点と方法論

吉岡 忍

7)史的に教えることについて 宮木高明

薬史学研究の現状と今後の問題点 (84年会・

*) " 3， 1 (1968) 
*2) " 4， 1 (1969) 
*3) 日;本薬剤師会雑誌 16，4， 6 (1959) 
*4)本誌 4，2 (1969) 

キ5) " 3， 2 (1968) 
*6) " 4， 1 (1969) 
*7)本誌 5，2 (1970) 

東京大会 (1964)) 

(パネノレ討論会) 石坂哲夫

三浦孝次

宗国

藤田 穆

薬学史教育は如何にあるべきか?(87年会 ・

京都大会(1967)) 

*5)1)薬史学的に薬学史を論ず 宗国

2)薬学教育より見た薬学史と薬学概論

川崎近太郎

3)薬物発見の史的考察 三浦孝次

*6)一般史と薬学史との関連 (89年会 ・名古

屋大会 (1969))

1)薬業史考察の道

2)薬史学の課題

高橋真太郎

川瀬 清

3)薬史学の今日的意義 小瀬洋喜

*7)比較民族薬物論(90年会・札幌大会(1970))

1)アイヌの薬 三浦三郎

2)台湾における薬物の源流 難波恒雄

書寄 忠人

3)インド.ネパーノレの民族薬物

伊藤和洋

4) アフリカ北部の生薬と生薬療法

長沢元夫

5) アマゾニア民族薬物とくにインジオの

幻覚生薬について 橋本庸平

初期近代薬学の再検討 (93年会 ・東京大会

(1973)) 

大田雄寧の事績をめ ぐって 川瀬 清

近代薬学と軍 宗田

漢方衰退時代の和漢薬害 清水藤太郎

ベニバナに関する再検討 (94年会 ・仙台大会

(1974)) 

紅花の化粧品としての利用 山下愛子

ベニバナの栽培史 三浦三郎

薬料としての紅花について 伊藤和洋

近代薬物発達史 (95年会・武庫川大会(1975))

生薬治療を中心とする近代薬物発達史

長沢元夫

近代薬物の性格と問題点 宗国
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3.講演要 旨め

a. 一般講演

(90年会 (970)札幌〕

伊藤圭介の本草学とその展開

大洋薬品工業 清 水 正

伊藤圭介 (1803-1901)は享和3年，名古屋呉服町に町医者の次男として生まれた.医を父の西山玄道，

兄の大河内存真から学び，18議にして藩の允許を得て開業するが，翌年にははや京に上り蘭学の門を叩き，

後年蘭医となるのである.彼は幼少より博物を好み，医業の傍ら水谷重量文に就いて本草学を修めた.彼の学

問を培った尾張本草学派は，旧来の本草者流と異なり， 実地踏査，品評討論，共同研究等を重んずる実証的

な学風であって，これが近代科学としての西洋純正植物学を容易に受入れしめる索地となったのである.彼
ヲロラ ・ ~ポ=1.

は半年の長崎留学を了え帰国の悶，師のシーボルトから贈られたツンベ/レクの『日本植物志』をもと として，

翌，文政 12年 (1829)Ii'泰西本草名疏』を著わした.これはリンネの分類法および学名を採用したもので，

文政5年 (1822)に出た宇田川熔奄の『西説菩多尼諦経』とともに，わが国における純正植物学の鳴矢をな

すものである.彼は数次に渉り薬品会を主催し，自家の別業には薬園を開設し，また天保大飢鐙に際しては

『救荒本草私考~， Ii'救荒食物便覧』を刊行.また『峡暗痢国種痘奇書』を校刻して半痘法を紹介するなど，

彼の本領は飽くまでも 「生民広済」 を任とする医家のそれであった

明治 21年 (1888)わが国最初の理学博士という栄誉を担うのであるが，これは若き日に育まれた尾張本

草学の学風を，彼が継承発展させたものが開花結実したといえよ う 明治 31年 99歳の長寿を全うし，東

京大学名誉教授の称を受け，男爵を授け られた.

森島中良と蛮言霊童

明薬大 佐藤文比古

森島中良 (1754-1808)は徳川家待医桂川国訓の次子で，兄は法眼，桂川甫周である 通称は万蔵，字は

桂林，また文学上では森羅万象，万象亭，森羅子，二世天竺老人，二世風来山人等の号を，狂名は竹枝為軽，

築地善好とも云った.平賀源内の門人となって蘭学を修め，また戯作の弟子でもあって，兄甫周の家に寄

食し翻訳を助け，読書，著述を日課とした.桂林漫録，紅毛雑話の著書が有名である.酒落本としては，金

のなる木，真女覚題，当世導通記，蛇段育大通，第 10部草双子には，万象亭戯作滋餓(和蘭薬品)さらば

虎之巻，大阪土産大和錦等 19部読本には，瓜双紙，月下清談，玉の校，梅丹南等がある.

蛮語築には寛政 10年 (1798)の序がある.日本オランダ語辞典であるが，オランダ文字は使用していな

い.単語数は 1876で，天文，地理，時令，人倫，飲食，草部，木部等 20項に分類されている.薬品の部

はないが，器財，草部等に多数の薬品名が記されている.本書の改訂版は嘉永元年 (1848)箕作院甫の改正

治補蛮語婆，森田倍一郎の改正蛮語婆，嘉永3年 (1850)干IJがあるので，かなり 実用されたことが知られる.

改正版にはオランダ文字を使用している.寛政年代(1789-1800)は，宇田川線園の内科携要の刊行(1793)

によって，所謂膏薬外科から脱皮して本来の西洋医薬学が知られるようになった時である.

日本薬史研究 (1)

相模女子大学 山 下 愛 子

歴史における科学の一章として，薬学の問題を，日本について考察してみよう.たとえば，日本の科学史

研究において，個別科学史がとりあげられるとき，薬学の分野は，とかく 削除されがちになり ，あるいは，

応用有機化学の一部に添えられるようなところがある.現在進行中の日本科学史学会編集の「日本科学技術

資料大系J(全 25巻)には医学編2巻はあるが，薬学編は含まれていない.この辺で，薬学の立場から，資

本)89年会までの講演要旨は Vo1.4，No.2に掲載
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料集成がまとめられることを提案したい.

シルクロ ード関連薬物について

薬史学会 τ10-
Eコ 田 民R

シルク ロードは人に知られた古代からのアジヤ内陸を横断する東西通商路で，近代になって付け られたニ

ックネームである.それは東方の中国からの代表品『絹』によるものであるが，西方諸地方からは宝石類や

美術工芸品，ジュワタン及びその他の織物がもたらされた.

この中から主として薬物を中心に医薬関連物質について考究を試みるが，前 2世紀頃からの諸文献は，或

は広漠とし，~は各地方語の差異で，品名をはじめ物資の性格を正しく確認することは極めて困難なことに

属する.

結論として現代で用いられている薬物の本質を究めるために，その歴史的背景を探査する必要ありと認め

るものである.

わが国奈良朝医薬の時代相

山之内製薬 ・中研 浦 良日

わが国に貴族文化が形成された奈良朝は，天皇を頂点にする官僚支配の中央集権組織を目論み，律令国家

の確立をめざして遜進した時代である.民族 ・国家を超越した世界宗教である仏教を国教化することによ っ

て思想の統ーをはかり ，鎮護国家の思想、を以って政治の基調にした.

天平 7-9年，猛威をふるった疫病の惨禍にその救いを仏教に求め，惰・唐の官寺に倣って諸国に国分寺

の建立に思いたった.その僧寺の寺名を金光明四天王護国の寺と定めたように，金光明最勝王経は当時，最

も貴ばれた教典である.その除病品には病理論である四大不調各症状，また除病法の 8術などが説かれ，イ

ンドのアユールヴェーダ医学の思想がよく反映されている

また鑑真の斎らした経典，四分律には僧侶の守るべき生活規律が説かれ，インド社会の文化，医薬が述べ

られ，養生食の読菜や肉食，個人衛生，洗面や歯磨き入浴法，看護の方法が紹介されている.

すなわち，奈良朝文化の中心であ った有識知識は近代医学的にも，いながらにして看護禅師，僧医の素養

を具えていた.

一方，大陸の模倣である医薬制度，すなわち典薬寮，内薬司，薬司などの整備と運用に熱心ではなかった.

医博士に薬方，脈径を学ぶべき医生は宮廷行事の飾り人形的存在であり，地方官庁の医師は定員を満たすに

足らず，また各官寺の療病院，施薬院，敬田院，悲田院なども社会事業を行う実体をなしていない.

大陸文化の導入に当るべき遣唐使の随員に帰化人の子弟を割りふり，彼等の遊学ぶりは惰書に指摘されて

いる.山上憶良の貧窮問答歌は淡 ・揚雄の遂貧賦(古文苑)に倣っている如く，奈良朝貴族は大陸文化の外

面的模倣に熱心であった.正倉院薬物にしてもそれを使いこなす医療技術がなかったがため，今日に残った

理由である.

日本における抗生力利用の歴史

東京薬大川 瀬 清

¥ 

医薬品の創成を含む，あらゆる技術開発において，歴史的教訓に学び，人民の文化遺産から新たな発想と

原理を獲得することは，豊かな体系を構築する一つの道である.

日本独特の水産加工品である「鰹節」は，保存食，携行食また兵食として，その起原は遠く古代にまでさ

かのぼることができ，その後，製造上いくたの改良が重ねられて今日に及んでいる.鰹節製造の最終段階に

は， Aspergillusや Penicillum属など数種の菌を発生させつつ乾燥する「カピ付け」と称する工程があり，

菌の着生による独特の色調 ・外観が品質決定上大きな要素とされている.今日，この方法を省みるとき，湿

度の高い夏期をすごす日本において，蛋自体を保存するために抗生作用を利用したきわめて特徴ある方法で

あったと言うことができる.

しかし，日本での「科学的」研究は，鰹節を脂肪とアミノ酸よりなる物質ととらえ菌類がu、かなる化学変
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化を与えるかという内容が大多数であった たまたま，カピ付けを『乾燥中に不良菌の発生を防止する一手

段』ととらえた研究(中沢ら(1935))も抗生物質発見の萌芽とはならなかった.

以上から (1)西欧の研究形式に目が向けられ，人民の生活の知恵を問題提起として受けとる姿勢(思想)

が欠如していたこと， (2) r生物現象を，生存のための闘争を内包した動的均衡系」ととらえる生命観が欠け

ていたことなど，教育 ・研究上での今日的基本命題が，教訓として学びとれる.

医薬分業問題の歴史的背景について

日本薬史学会 吉井千代田

医薬分業の本質については，理論的にあますところなく検討されている今日，先進文明諸国で実施されて

いる医薬分業制度が，何故わが国でその全面的実施が阻まれているのであろうか.明治7年 (1874)，わが国

で最初の医薬制度である「虚制」が公布され，その条文中に 「医師たる者は自ら薬を器(ひさ)ぐことを禁

ず.医師は処方書を病家に附与し相当の診察料を受くべし……」とある.政府は「医制」の公布に際し

...従来の習俗素より一時行われ難き事情も之あるべくに付……"Jと，やや消極的態度をとった.そして「薬

t 舗主Jという調剤専門家を作り，同時に医師の調剤jを禁ずることを原則としたが，新教育を受けた薬(剤)師

を急に養成するこ とができなかったので “二等医師は願により薬舗開業の仮免状を授け調薬を許す…・・"と

した.

その後，明治 22年公布された「薬品営業並薬品取扱規則」は，薬品取締に関するわが国最初の近代的法

律であったが，この法によって医師の調剤が許されることになり，この事が発端となって医薬分業問題は今

日に到るまで混迷をつづけIることになるのである.

医業分業問題を紛糾させていることは，わが国の医学，薬学の後進性ならびに古くから継承されてきた独

自の民俗的慣習ともいうべき医療の在り方が，固く民衆の生活の裡に定着していることなどに深く根ざして

いるものと恩われるので，それらの歴史的背景について少しく考えてみたい.

(91年会 (971)福岡〕

シーボノレト『江戸参府紀行』の薬史的考察

大洋薬品工業 清 水 正

シーボルトの『江戸参府紀行』は，彼の大著『日本』の第 2版，第2章 r1826年における将軍の居城への

旅Jと同じで，この章は第2版で編者アレキサンダーが， 父シーボルトの r1826年， 江戸参府旅行中の日

誌」により補って成ったものである

シーボルト (1796-1866)は 1823(文政6)年， 長時出島のオランダ商館医として来朝し， 1826 (文政

12)年帰国するまでの 7年間， わが国の医学 ・植物学等に貢献するところ大なるものがあった.彼は 1826

(文政 9)年，商館長の江戸参府に際し，随員として約半年にわたり長崎 ・江戸の聞を往復した.このとき薬

剤師ピュノレへyレは彼の助手として加わり，主として鉱物 ・物理 ・化学の面での調査収集を担当した.

この紀行中，シーボルトは至る処で動鉱植物を採集鑑定し，気象 ・経緯度 ・潮流等を測定し，地理 ・風俗

を観察し，多くの門人知己と会い，医術を施している.

薬史関係では，肥前嬉野 ・塚崎温泉でその泉質を化学分析し，東海道草津宿に近い梅ノ木村，和中散本舗

の庭で当薬 ・燈皮をみつけ，この著名な売薬の主成分について述べ，藤枝辺りでは欧洲と共通する薬用植物

について論じ，道中訪れた医師らには門人高良斎訳の自著『薬品応手録』を贈り，新しい用薬を紹介するな

どしている.また江戸滞在中，幕府の待医らに散瞳剤を用いた実験をしてみせたが，この薬物がベラドンナ
ほぷ

であり，日本にも産することを教えられた土生玄硬は，後「シーボノレト事件」に，連坐することにもなった.

これらについて考察し，その一端を述べる.
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反 魂 丹 の今昔

富山県薬研 小川字三郎

富山県の家庭菜は，越中の国 2代藩主，前田正甫公が，備前，岡山の医師，万代(もず)常閑翁から天

和 3年(西歴 1683年)に，その処方，製法を伝授され，製造した「反魂丹」が，そもそも，その起源であ

る.

その配合薬は，次のとおりである.

白竜脳，爵香，牽牛子，キ只実，・手口胡黄連，丁子，唐木香，唐黄苓，連麹，黄連，東縮砂，玉乳香，陳皮，

背皮，唐大黄，鶴主主， 鶏冠雄策，三J稜，甘草，熊胆，白鳥粉，赤小豆，蕎麦粉

以上 23味を極細抹にして，蕎麦，小麦の粉等分粘にひめて.0程の丸になして，辰砂を衣とす 右の方

備州万代常関家伝，日本大小神ー染も残し不申侠以上.

元禄3年(西歴 1690年)江戸千代田城で，腹痛を訴えた会津藤の大名を，前田正甫公持参の反魂丹で治

癒したところ，各議より頒布を懇請され，松井屋源右衛門に製造させ，反魂丹，奇応丸等2・3品目と共に，

八重崎屋、源六をして，正甫公の「先用後利」を精神とした商法で諸国へ行商させたのが，配置販売業の始ま

りである.

万代家伝「反魂丹」の処方は，寛政7年(西歴 1795年)に改訂方とな っている.

その後，売薬取締規貝IJ.売薬規貝IJ.売薬法，薬事法の改正と共に，処方の内容について規制を受け，幾多

の変遷を経て今日に至っている.

西方医薬の東漸について

日本楽史学会 -=b 
1=1 田 f!~ 

“西方"とは古来中国を中心にその西方を指すこ とで，初期には天山南路を中ijiJlJとするタクラマカン砂漠

一帯をいったものであるが，人も知る様にその後仏教の原典を求めてパミーノレ高原を越え遠く印度にまで訪

旅した.後世では中国産の『絹』を主な物産としての東西交流のノレート として中央アジアから南欧方面にま

でを含めた広汎な地を指して“西域"としこれに通ずる路をシルクロ ー ドと称えられた その交易品として

西方か らは宝石 ・美術工芸品や武具・ジュタン等の各種文物とともに医薬や動植物も将来されたが，特にそ

の薬物を中心に検討を試みようとするものである.

しかしながら前2世紀頃から世に伝えられる諸文献は，或は広漠とし，或は各地方語の差異で品名をはじ

め品質の性格を正しく確認することは極めて困難なことに属する，次いで唐 ・宋の時代に修ると漸く各般の

記録が見える様になるので，本題ではこの辺に絞って試考する.

結論としては現代に用いられる薬物の，本質を究めるための参考資料として，その歴史的背景を探査する

の一助たることを目的とするに止めた.

外来語としての蘭方薬
¥ 

明治薬大 佐藤文 比 吉

西洋人が日本に来たのは，天正 12年 (1543)で，ポルトガノレ人であった.慶長5年(1600)には，オラ

ンダ人も来た.ついで 1609年からは平戸に商館を開いて貿易を開始した.幕府は寛永 16年 (1638)から

鎖国体制を しいたので西洋人としては，オランダ人のみがゆるされていた.寛永 18年 (1641)からはオラ

ンダ商館は長崎出島に移された.その後安政開国 (1855)まで二百数十年関西洋の代表として貿易を独占し

ていた.その後も来日していたので，オランダ語は，かなりの影響を国語に与えた.しかも江戸中期からは

蘭学と呼ばれ，医薬学を中心とした.近代科学，学術の研究が興ったことも，これに拍車をかけた.これら

の時期に取り入れられた外来語は，その研究者の言によると，その数 2.500に達するとのことである.その

中薬学関係用語は.300余語である.これらの語の多くは，幕末から，特に明治以後にはいって来た英語や

ドイツ語に置き換えられたものも多いがアルカリ，インキ，エキス，チンキ，ガス，カリ ，ソーダ，コーヒ

ー，ビーノレ，カン，ランプ， レンズ，スポイ ト，のよ うに現在まで，よく使用されているものもある.幕末
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に輸入されたオランダ系(ラテン)の外来語中には，その原語を英語，またはドイツ語とされているものも

多い，前者の例としては，ポマード，スープ，ハム，カン等があり，後者には，チフス，ロイマス，ヒステ

リー，ギプス，ヂアスターゼ，などがある(後略). 

正倉院薬物の性格について

山之内製薬 ・中研 浦 自日

大学会の第 90年会において演者は，奈良朝文化の担い手であった有識知識はいながらにして看護禅師や

僧医としての素養を具えていたに反し，官僚支配の中央集権国家，律令制度に組込まれた医療組織，すなわ

ち典薬寮，内薬司，薬司などの整備と実情は目的の遂行には充分でなかった旨を指摘した.

いまこれらの事情を正倉院薬物 60種について考えてみる.帳内薬物 60種を本草書別に表わすと，神農

本経 34，名医別録 7，新修本草 10，証類本草 3，千金翼方に初見するもの 3，その他3穏である. しかも

傷寒論，金匿要略に記す古方薬品に属すものはわずか 17種に過ぎない.

一方，医疾令第三条に規定する医生の学ぶべき本草書として，新修本草が用いられたのは延暦6年と考え

られることなどから，奈良朝の技師水準は正倉院薬物や大陸医術を使いこなしたものとは思われない.帳内

薬物の中.暴挽 ・胡倣 ・阿麻勃 ・奄麻羅 ・紫鉱・町梨勃の 6種は南方薬物である.しかし，唐僧鑑真が日本

渡航に際し南方商路の要地揚州、|において，爵香・暴携・町梨勃・ 胡倣 ・康糖 ・蜂蜜 ・甘熊 ・などを買い求め

たことから推して，遣唐使の通路にも当っていた揚州に南方薬物の購入は極めて容易であったろう.

鑑真が斉らした経典，摩詞僧祇律の中に救急薬的な尽寿薬として阿梨勃 ・阿摩勃 ・胡淑・霊，また長寿薬

として乳菓 ・塩 ・石蜜などの名があげられ，また療薬として摩那石粉，赤土など用うものとしている.この

ように正倉院薬物には，当時の中国本草に現われていない古代インド文化の造影物である仏典の医療が強く

反映している.

チベット医学と薬物

田辺製薬生物研究所 伊 藤 和 洋

チベット医学で最もよく利用され，且つ有名な医典(薬物を含む)はギュシである.わが国では八科心髄

の教説奥義とか寿命蔵八科の教説奥義などと訳されている.この医典はチベット大蔵経中にはなく，蔵外経

典の地位を占めているためか今日まで伝来されていなかった.演者は 1964年に数人のアムジ(ラマ僧医)

から入手し帰国した.ギュは根，心髄奥義の意，シは四の意であるが，この医典首題名が示すように四編の

奥義書から成り立っている 第四編目のシイメイ，ギュー(結語の奥義)が薬剤篇である.ギュシは薬師如

来を本尊とし，その化身である rig-paye-Se'sが説く仏説となっていて，如是我聞ではじまる経文形式をと

っている.このギュシがインド医学のアスタンガ(八科の精義書)の系統を受け継いでいることは明瞭であ

るが，この医典はラマ教典の一部として発達し，イ ンド医学と漢方医学の両者に連らなる独自の根本医典と

なったものと考えられる.

古河における田代三喜

星薬大 O伊沢一男，山下敬三

22歳で明に渡り 12年間月湖について李朱医学を学び明応7年(1498)34歳で帰朝，鎌倉円覚寺の江春庵

に入ったが，その年下野足利学校に移り李朱医学を講義する.彼は日本の医療行為が仏教との関連に於ての

み行われているのを絶って，純粋な医学としての分離をする最初の劃期的な人物であった.永正6年(1509)

関東管領足利成氏(しげうじ)に招聴され下総古河に移り，この地に居を定め僧籍を離れ妻帯し，関東一円

に往来し貴践を関わず医療を施した.一方京都の曲直瀬道三は足利学校に学び卒業して京都に帰る途中，

享禄 4年 (1531) 1月偶然柳津というところで三喜に会うが，このときより道三は三喜の弟子となって実地

の指導をうけ，京都に帰って「啓迫集」を著し，これによって恩師団代三喜の名声が高まるのである.従来

三喜・道三出合の場を武蔵川越付近とされたが，そこに該当する地名はない，演者らは足利~古河街道の柳

生の津(わたし)こそ出合の場であることを提起したい.三喜は天文6年(1537) 2月 29日 73歳で病死
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となっているが，現在古河一向寺保管の永仙院過去帳を見ると，天文 13年4月となっている.三喜臨終の

まぎわに道三に口授したのを綴った 「涙墨紙J，そのあとまもなく道三は古河を去り京都に帰っている.それ

は天文 14年であったことがはっきりしている，したがって三喜の死は過去帳通りであると考えられ 79歳

で彼の生涯が終った.田代三喜(1465年-1544年)の表示が正しいことになる.

慶松勝左衛門博士の満州|における業績

薬史学会 根本曽代子

慶松勝左衛門は明治 40年 (1907，当時 31歳)，内務省東京衛生試験所技師から，関東都督府中央試験所

初代所長に赴任して，大連に衛生試験及び満州資源開発に寄与する理化学研究機関の創設に全力を傾注し

Tこ.

明治 43年，中央試験所は慶松所長の進言によって，南満州、|鉄道株式会社に移管して規模が拡充された.

大正 11年，東京帝国大学教授に転出するまでの 15年間，彼は中央試験所の枢機にあって，特筆される

幾多の研究業績及び行政手腕を発揮して，わが国製薬 ・化学工業の進歩発展に貢献した.

中央試験所の機構は，敗戦によ って無に帰したが，開拓者 ・慶松博土にと って痛恨事であったに違いない.

しかし，その遺業は各方面に生かされている.

結論として，慶松博士の遺稿及び元中央試験所長佐藤正典博士，同元課長鈴木秀幹氏らの資料に基づいて，

表題の足跡をたどってみた.

薬剤師教育創始者 ・藤田正方とその家系

東京薬大 0)11瀬清，日本薬史学会根本曽代子

東京薬科大学の前身，東京薬舗学校の創設者，藤田正方は越前国丸岡(福井県坂井郡丸岡町)の産である.

同家の祖父，藤田天洋は丸岡藩士で，漢文学，渓医学とともに蘭医学をも兼修し，同審洋医術の開祖であ

った.審校 ・平章館の教師となる一方，私塾 ・朴斎塾を開き，漢学，習字のほか医学，窮理学(物理学)を

も教えた，天保~嘉永年間 (1830-50)もっとも盛であり，門弟 200，教えを受けて医術を開業する者数十

名だったという.

正方は，藩医 ・正中の長男として 1846(弘化3)に生れた.17歳の頃，加賀藩医 ・黒川良安の門に入り，

5年後 ('68，明治1)大学東校に入り，ウィリスなどについて医学を修め， '71，大学少得業生となり，支部

権少教授(13等出仕)となった.以後，大学東校，東京府下病院，医師開業試験掛などに勤務を命ぜられた

が，一貫して教育活動が中心におかれた.'73， クワッケンボスの物理学教科書を翻訳(理学新論2巻).か

くして，薬学教育に関心を払うに至り，本所相生町の自宅で公務のかたわら教育指導を行ないつつ準備を重

ねた. 1880 (明治 13)，石黒忠恵，三宅秀，福原有信ら，官学財の各界の援助を得て，本所亀沢町に，終

業年限 2年 4学期制の東京薬舗学校を開設し，翌年正月早々，開業上申書を東京府に提出した.

薬事法制史からみた売薬
¥ 

日本薬史学会 吉井千代田

売薬は一般大衆が，医師の診療によることなく，自ら疾病の予防，治療のために用いることを目的として

売買される形態の薬であって，すでに徳川時代から久しい問一般に用いられていた.それゆえ，明治維新後

も民間においては旧来の売薬がそのまま慣用されていた.しかし，すべてを一新する時代であったから，政

府は新たに医事衛生制度を確立するに際し，明治3年(1870)r売薬取締規則」を発令し，発売の免許否を定

めるなどの規制を加えた.売薬が一般大衆の治病に与かる処が大きいとして政府は間もなくこの取締規則を

廃した.さらに 10年 (1877)r売薬規則」が公布され，有害なものは禁じ，伝統的な慣用に対し無害無効の

ものを暫定的に認め，漸次整理しようと意図した.ついで 15年 (1882)r売薬印紙税規則」を公布し，定価

の1割の印紙税を課した.この課税は売薬業者に対して大きな経済的打撃と煩累を与えたが，その結果営業

車邸裁の強化機運が高まり，有力な売薬本舗が出現するなど，売薬の発展は促進されるのであった.この印紙

税も大正 15年 (1926)に廃され，売薬と新薬の区別はわずかに願届の手続の形式において異なる程度にま
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で進歩した.大正3年 (1914)r売薬法」が制定されたが，前述の「売薬規則Jは実に 40年間に近い長期に

わたって取締基準となっていたわけである.そして，この「売薬法」も，戦時下の要請によ って昭和 18年

公布された 「薬事法」において，日本薬局方外医薬品として一括取扱われることになり，歴史と伝統を誇る

“売薬"なる名称は，法的に消え去ったのである.

江戸時代 における小石川御薬園の業績

薬史学会 木村雄四郎

わが国における漢方の医術は江戸時代に入ってようやく庶民の聞に普及し，かっ画期的に発展したが，そ

の結果と して渓薬の需要が著しくたかまり，経済的にも中国や朝鮮からの輸入にのみ依存できな くなった.

徳川幕府が諸藩にさきがけτ絹l薬闘を設けて内外の薬用植物の種苗を蒐集してその増産指導を奨励したこと

は注目に値する.

小石川御薬園は貞享元年 (1684年)の創設にかかり ，諸藩の薬園のセンター的役割を演じたもので，明治

4年 (1871年)文部省に移管された 187年間における業績につき薬学的立場から通覧するとき，おおむね次

の5項目に要約されると思われる

(1)中国および朝鮮よりいわゆる漠種の薬用植物を移植蒐集につとめ，輸入淡薬の防遇につとめたこと.

(2) とりわけ，朝鮮からの輸入にのみ依存した人参の国内需要増に伴い，いちはやく種苗をとり寄せて人

参の栽培を試み，栽培に成功して培産につとめ，庶民の需要に応じると共に，金銀の国外流出を防止した

こと.

(3)諸藩に薬園の設置を促し，かつ各地に採薬使を派遣して薬草の採取，栽培，調裂を指導奨励し，漢方

の発達に伴う，手口渓薬の自活対策に寄与したこと.

(4)圏内に甘藷を試作し，かっこの栽培普及につとめとりわけ関東地方の食糧事情を著しく好転させたこ

と.

(5)圏内に養生所を設けて済並窮民の実を挙げたこと.

東洋最初のパタヒア局方

東邦大学 清水藤太郎

東洋における近代式の薬局方は， 1746年，オランダ領インドネシアのパタヒアで公布された「バタヒア局

方」を最初とする.オランダは 1619年，ジャワの Djakatraに新市街を作り， これをオランダの民族名

Batavi (Bataaf)からBataviaと名ずけた.薬業の発達とともに，オランダ領各地に施行する薬局方の必要を

認め， 1746年この局方を公布した. 8。判，本文 199ページ，とぴらに，r病院及び市の薬局に貯蔵を要す

る常用の単味及び複味の医薬品」を収載し，パタヒアで印刷し発行された.今オラ ンダのライデン大学図書

館にある.江戸時代の蘭方医学舎に「隊太亜陪亜局方」とあるのはこの局方の和訳書であって，今武田薬品

の杏蘭書屋に「北越イ要庵森田徳訳，政太亙跨亜局方」と「駿太亜跨亜局方製剤篇」の 3冊が蔵されてい

る. (P. H. Brans: Een Nederlands-Indische Pharmacopee， Pharm. Wbld. 1962， blz. 149-152) 

(92年会 (1972)大阪〕

調剤法，機器の改良について

大阪薬大 O中室嘉祐阪大病院福島広利，松井進

阪大病院は明治6年 (1873) 2月 15日大阪府立「大阪病院」として府民有志の協力によって創立された

のに始まり，明治 13年3月 10日病院内にあった教授局を分離して大阪府立医学校とし，病院は「大阪府

立病院」と改称した，のち「医学校病院Jさらに 「大阪医学校病院」と改め「府立高等医学校病院Jr府立大

阪医科大学病院Jr大阪医科大学附属医院」と改称されたが，昭和6年5月1日大阪府立より国立に移管され

「大阪帝国大学医学部附属医院」戦後「大阪大学医学部附属病院」となり今日に至った. 1.病院の設立が官
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立でなく府民の浄財によるー病院から出発し 2.病院の経営は医学校とは別に独立採算制をとり 3.患者も

大阪に大病院がなかった上に広く隣接県からも多数集った 4.また明治初年の医療が専ら薬剤治療を主とし

たものであったので病院の薬局はつねに多忙であった.例えば明治 25年 1月の記録によれば医学校病院は

清里子院長以下医員9名に対し，町田調剤j長以下6名で医師数に対して薬剤師が非常に多かった.また薬局長

ほかは医学校の医師教育をも兼務し，この医育は昭和初期まで続いた.処方 ・調斉Ijの正確と能率を高めるた

め独特の院内申合(約束処方)が考案され，また調剤方法としても大阪病院(阪大)式が案出された.例え

ば散斉IJ装置瓶は正貝Ijのように両手を用いず，大槻らはこれに適合する瓶型を改良し，さらに瀬良中室らは垂

直密栓より水平密栓に瓶型を改良し，秤取についても青木らは申合分量の分銅を考案した.研和 ・分包につ

いても種々な改良が試みられた.

大病院方i盈に就いて

明治薬大 佐藤文比古

大病院は戊辰の役の際，江戸下谷藤堂邸跡に開設された病院で，其の基えは，慶応4年間4月 17日，横

浜野毛山町， 街文館に官主震が開設した軍陣病院(横浜病院)である.同年 7月 20 日に，大病院を関えて 10

月 17日迄に全部の移転を終了している.

明治2年2月には隣接の医学所と合併して，医学校兼病院と称され，更に 12月には大学東校と改められ

た.この病院は以後の陸軍病院，および東京大学医学部の前身となっている.主任の医師は英国人のウィリ

ス (WilliamWills 1837-1894)で治療および教育を行った.院長(医学知事)は阿州藩の前田信輔で，薬局

諸器械出入等取締(薬剤師)は館林藩医の岩井宗隆であった.方函の目次には薬剤書とあり，主として薬局

製剤の処方を，斉Ij型分類に並記してあるが，まま主斉IJ(主生薬)の次にその製剤を記した部分も見られる.

主なものを記すと，

稀酸類，稀塩酸以下 6方，精剤，菌香精以下計 9方，酒剤，吐根酒以下計 3方，煎剤，依蘭苔煎以下計 9

方，水溶剤，石鹸水以下計 26方，散斉1]， 石粉散以下計 11方，越幾斯剤，芦替越幾斯剤以下 7方，舎利

別剤.単舎利別以下計5方，丁幾剤篤隆丁幾以下計4種，議談疑，!lli:羅比亜謎談奨以下計2方丸剤，芦沓

丸以下計 10方，リモナーデ剤計7方，肉羨汁，ピーフスープ以下計4方，膏剤，硫黄軟膏以下計 17方，

琶布剤，計2方，潅腸剤計2方，本書記載の処方は，明治6年刊の室町温輿纂輯製剤l備考に，最も多くの共

通点を見出し得る.

教科書から見た明治初期薬学教育

東京薬大川 瀬 清

明治 13年，文部省勤務のかたわら薬学教育を企画した藤田正方は，翌 14年 1月，私立東京薬舗学校閥 、

業上申書を東京府知事に提出した.

その教科課程および教材はつぎのようである.

(教貝1])

第 1期 6ヵ月(算術，加減乗除より諸算まで，漢学，理学)

第 2期 6ヵ月(算術，分数より開立まで，理学，化学)

第3期 6ヵ月(化学，薬剤j学，薬品学)

第4期 6ヵ月(薬剤j学，処方学，分析学)

(教科書)

筆算題叢，格物入門，ガノ一物理学，ミJレレノレ化学舎

スチールジスペンサリ ー，スチーノレ薬剤j書，ガノレロット薬剤書

ブノレネノレ氏植物学，ノグリフッツ処方香，フレスニュス分析化学

などの書に頼る

¥ 

入学時の年齢は 16歳を原則としたが，実際の年齢と学歴には大きなひらきがあり，また教師も経験に乏

しく，教育は困難をきわめた.
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茶の薬用と霊界中軒知新著「茶若功能記」

京浜女子大 赤 松 金 芳

〔目的〕 茶の薬用につき，唐の「新修本草」に対する栄西の「喫茶養生記j，宋の「証類本草」に対する梶

原性全の「万安方」及び明の「本草綱目」に対する翠中軒知新の「茶若功能記」の記載を比較考察する.

〔考察〕 鎌倉時代，僧栄西の「喫茶養生記 (1211)に『茶は養生の仙菜なり，延齢の妙術なり』とし， [j"心

臓を強くして病無し』 とあり，且つ唐の「新修本草」を写1'<、て『主主癒を無くし，小使を利し，陸少し疾渇

を去 り，宿食を消す』とあるが，宋の「証類本草」の影響は，あまり見られない. しかし，梶原性全の「万

安方j (1315)の記載は，始んど「託類本草」に拠っている.江戸時代，翠中軒知新の「茶苓功能記j (1803) 

には， [j"力あらしめ志悦こぶ.¥』大小腸を利す.中国昏慣多肢，不醒を治す.頭目を済うす.傷暑，淫乱， T世

利を治す.熱毒下利，大使下血，産後秘要，久年心痛を治す.風熱疲涯を吐くを治す.気虚頭痛を治す.諸

中毒を解す.痘疫療きを治す.陰喜癒を生ずるを治す.脚僅湿潤を治す.月水不通を治す.疾H荷咳敷をf台

す』というのは，すべて明の「本草網目」によって記載され，また『意志を益し，心身無病.羽翼を生ず.

眠多きを治す.神を調へ内を和し，倦i際を除きやすし』などは， r喫茶養生記」より引用しているが，その

他， 本書独自の功能として痔療を生ぜず.黄痘を発せず.頭癒，面癒，汗痘を治す.口舌牙歯痛を治す.頭

脳鳴響を治す.大白蟻を治す.肺癌， 気腫，疾瞳，癌庁を治す.阪血，吐血，疾血を治す.日区吐，翻胃，臆

症を治す.酒線鼻を治す.脚気を治す.などを挙げている.

緒方洪庵をめぐる薬学ゆかりの人びと

薬史学会 根本曽代子

幕末の蘭方医 ・緒方洪庵は， 嘉永2年 (1849)，卒先して種痘普及に献身する一方，多くの医学書を著わ

し， 逸材を多数育成した偉大な先党者で，その家系は， 学者名門として知られる.

文久2年(1862)，幕命黙し難く，将軍侍医兼西洋医学所(東京大学医 ・薬学部の前身)頭取に就任後，

l年足らずで急逝した. 54年の生涯のうちで，最も本領を発揮した活躍舞台は，天保 14年(1843)から約

20年間，大阪過書町 (現在の北浜3丁目)に本拠を構えた蘭学塾「適塾」で，その問，通学生を除外した.

塾生の入門帳に 600名余の氏名が記録される.現存する緒方洪庵塾は，史蹟として大阪大学に保管されてい

る

当時の蘭学は， 医学薬学に限らず，鎖国ではばまれた西洋文明の実体をさぐる手掛りとなるオランダ語の

学習に主眼がおかれた

洪庵の指導理念は，r当今必用の西洋学者を育て」ることに徹し，当時の家塾としては出色の，組織立つた

実力養成のきびしい教授法が，向学青年の心をと らえた.

全国から雲集した門人の中から，日本近代化に貢献した人材が輩出したが，長与専斎は近代医薬制度の基

礎をきずき，薬学教育，衛生行政の先駆者となった.

「日本薬園史の研究」の著者 上回三平伝村

山之内製薬 ・中研 浦 民日

上回三平 (1881-1950)は小学校准教員を経て福井師範に学び，同校附属小訓導のとき地理， 日本史，東

洋史教諭の検定に合格した苦学力行の人であった.同師範に教鞭中，県史蹟調査委を兼任，次で石川県史蹟

調査委に転じ，さらに奈良県史蹟調査委に籍をおき，平城宮の発掘に当っている そのとき同県学務課長土

居章平の奨めに応じて森野菜園の調査を始めた.

1927年，内務省に転じ三好 学の指導の下に薬園史の研究に着手，資料の大半を白井光太郎に仰いでい

る.研究費は有栖川宮奨学金に仰ぎ， 29年，同出版助成金も拝受「日本菜園史の研究Jを刊行した.本著

の内容は学土院欧文紀要 (5，10(1929))により広く海外に紹介されている.

*)本誌， 9， 1-2 (1974) 
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元来は考古学者，上回三平の業績からみれば「日本薬国史の研究」は余技に吠る.しかし，わが国文化史

上，特異の存在である薬園史の研究を体系づけた功績は大きい.また氏の研究により，わが国封建期の上部

層が国民保健に懐いた文化的志向性の具現化ともい うべき薬園の性格を，文化史上に位置づけることも可能

にし，一方，西洋生薬の原植物も数多く植溜していた薬園の経営を内面的に支えベき当時の医学は無力であ

った事実，またこれら先人の業績を基盤にすることなしに発足した明治期の医 ・薬学の性格など，本著に教

えられるものが多い.

(93年会 (973)東京〕

聖徳太子の思想、と正倉院薬物

山之内製薬 ・中研 浦 民日

「推古天皇6年 (598)に，厩戸皇子が，薬草は民を養う要物であるから，之を貯蓄すべきことを奏し，勅

命によって薬草を採集せしめられたということであるが，楽勝として史籍に見えたるは，同 19年 (611)を

始めとする」ことを，赤松金芳氏は述べている(明治前日本薬物史 1巻)

しかし， r薬草は民を養う要物」という思想、も， r薬磁」なる用語も，ともに漢籍古典に知られてない事柄

であるから，わが朝古代の宮廷儀礼の薬臨や，正倉院薬物によって具象されている薬を貯える慣行も，聖徳

太子によって唱導された事績であると見倣すことが出来る.

聖徳太子の思想的基盤は大乗仏教と儒教思想、にあるとされている.その中，太子周辺の信仰，とくに太子

の撰として伝わっている法華・勝霊 ・維摩の三教の注釈書，すなわち，三経義読の中に，薬臓や正倉院薬物

に連なると思われる諸要素を追及してみたい.

食い合わせ史考*)

京浜女子大 赤 松 金 芳

食い合わせとは 2種の食物を同時に食すると身体に害があるというとのである.この食い合わせについ

て，中国では，古く後漢 (BC22-AD250)の張仲景の「金匿要略方」に，w禽獣魚虫禁忌並治~ w菓実菜穀禁忌

並治」の 2章にわたでて記述してある.次いで，唐の孫恩濯の「千金方J(652)，および蘇敬の「新修本草」

(657).宋の唐慎微の「証類本草J(1108: 1116)，明の李時珍の「本草綱目J(1590)にも記載されている.

そして，日本では，平安，時代，丹波康頼の「医心方J(982)に『合食禁』として，r養生要集 ・神農食経・

千金方 ・孟説食経 ・雀高錫食経 ・馬碗食経 ・朱恩筒食経」などを引用して記述されている.鎌倉時代，梶原

性全の「万安方J(1313)には，第 61-2巻照味鏡の中に「証類本草」によ って記載され，安土桃山時代，

“曲直瀬玄朔"r延寿撮要J(1599)にも記述がある 江戸時代では，穂積甫庵の「救民妙薬J(1693)，馬場幽閑

の「日用食性和解大全J(1703)，幸島良安の「和漢三才図会J(17l3)，本井了承の「長命衛生論J(1812)，高井

伴寛の「食事戒J(1815)などに，主として「本草網目Jによる記載がある.¥ことに小博勝政の「食禁便覧」

(1839) という専門書もできた.以上のように江戸時代では，次第に食養生的俗信として伝承せられ，現在

でもなおその一部が残っているが，その多くは科学的根拠の少ないものと思われる.ところが近ごろ，亜硝

酸ナトリワムを添加した食品と， dimethylomineを含む魚肉とを，同時に食したとき dimethylnitrossamine

を生成して毒性を現わすという新らしい食い合わせが問題となって来た.

「庖厨備用本草」中の洋薬

明治薬大 佐藤文比古

本書は向井元升 1604-1677が寛文 11年 (1672)に著した江戸時代最初の本草舎である.元升の生地は，

肥前神崎君s漁村で初めの名は玄松であったが，後元升と改めた.字を素柏また以順といい，号は観水子であ

*)本誌， 8， 1-2 (1973) 
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る.その堂を霊蘭と呼んだ，父兼義は号を高甫といい，郡の名族であったが病弱だったので，元升の 9歳の

時長崎に転居した.元升は林吉左衛門に就いて，天文 ・暦算 ・地理の学を修め，また本草学を習った.22歳

で薙髪して医学を志し，刻苦勉励して斯道の磁奥を窮めるに至った 正保4年聖腐を長崎東上町に建て，ま

た学舎を設けて儒道を鼓吹して，治病のほか風教の草正に尽していたが，万治元年 50歳の時，家族と共に

京都に移住し医を業と した.たまたま八修金剛寿院宮の病を治癒したことから，以後皇子後宮及び公卿大夫

の息者を多く看，名声が揚り良医の第一人者となった.大和本草の著者貝原益軒はその門人の一人である.

庖厨備用本草は，加賀侯前田綱紀の食鰭の用とするために国老前回考貞の誇によ って著述したもので，その

絞に「・・是ニ於テ老臣前回対洲孝貞 食物ノ良毒ヲ弊シ書一策ト為テ之ヲ庖厨ニ備へ以テ膳失ヲ使イ調経ノ

夫ヲ無カラシメント欲ス」とある.本書は金の李東垣の食物本草から品目を採り，明の李時珍の本草網目の

解説を参照して編述したもので，手口名は源j債の倭名類要員抄と林羅山の多機篇を利用し，これに記載の無いも
¥ 

のは弘く医薬人の考えを取り入れている.洋薬としては胡萎 ・南瓜 ・疏醤 ・巴旦杏 ・樋樗 ・拘橡 ・無花果 ・

杖榔子 ・阿目海子 ・番淑 ・豚脂 ・石蜜 ・寒具 ・チンタ ・ニツノ¥

衛生試験所草創の薬史的相関と時代背景

薬史学会 根本普代子

本年(1973年)は，わが国大学薬学教育百年に当り，明年は国立衛生試験所百年に因んで，薬学との相関

関係と時代背景を分析して，今日の進歩発展の原点を探る.

その発祥は端的に言えば，幕末から明治維新にかけて，国民の生命に危害を及ぼす不良薬品の輸入防止対

策に始まる.政府は応急に文部省管下に，製薬事業を興すための指導者養成の製薬学科(東京大学薬学部の

前身)と，薬品試験を行う司薬場(国立衛生試験所の前身)を創設し，お互いの連系を密にした.

明治7年 (1874)開設した東京司薬場は，外人教師の指導を受けて，薬品試験及び鉱泉分析に着手し，翌

8年，内務省衛生局所管となり，衛生行款に協力した.明治 16年，外人教師の手を離れ，自主的な衛生局

試験所に組織を改め，薬品試験，各種衛生試験及び警察，裁判に関する化学分析の領域を広げた.明治 18

年，時の長井長義試験所長の指導による.麻黄成分エフェドリンの発見は，薬学に新機軸を出すとともに，

試験所に有機化学研究の新生面を開いた.一方，明治 15年から 5年間，国民保健に影響する常用食品 160

余種の栄養分析を初めて完成し，食品衛生化学の方向を示した.

明治 20年4月，製薬学科は帝国大学医学部薬学科に再編制され，衛生 ・裁判化学を新たに基礎学科に組

み入れた，同年5月の官制により，衛生局試験所は内務大臣直轄の衛生試験所に昇格して，基礎を確立した.

時しも明治 22年2月，帝国憲法発布により，名実共に近代日:本の出発点と軌をーにしたのである

調剤法の改良について

大阪薬大 O中室嘉祐阪大病院平岡栄一

明治2年政府は浪撃に仮病院を開設し.その後同5年廃止したので，明治6年 2月 15日大阪府は府民の

協力をえて府立大阪病院を創立した.同 13年病院内の教授局を分離して大阪府立医学校とし病院は大阪府

立病院と改称した.のち大阪医学校病院，府立高等医学校病院，府立大阪医科大学病院へと発展した.同薬

局は医学教育の一部と病院における薬剤を担当したが，昭和6年5月府立より国立へ移管し大阪帝国大学医

学部附属医院となり現在に至った.一般に薬剤が投与される場合は自由処方でなされ，さらに繁用する処方

は約束処方が用いられる.すなわち「処方とその分量を約束」する約束処方 CipherPrescription方法が古

今東西を通じて行われており ，例えば京大院方 ・東大約束処方・英国全土に共通する BNF等々がある.大

阪病院は独立採算制をとり，多数の患者で極めて多忙であったが，約束処方方法を採らず診療は自由処方方

法であったので，処方・ 調剤の正確と能率を高めるため東西に例をみない独自の方式を考案した.すなわち

院内で使用するすべての「医薬品とその常用量を約束」する約束医薬品 CipherRemedies方法ともいうべ

き申合略符を考案した.洋薬は輸入の当初，欧名 ・万葉漢字式の長い名称、 ・二字名の賂名が用いられていた

が，大阪病院ではあたかも一宇の元素記号が「名称と原子量」を現わすように，一字名の略符を定めこの一

字が 「医薬品名と分量Jを示す方式を案出し，略符を自由に並べて処方とした.この方法は現在まで引継が

れ「阪大式申合」として多数の病院で繁用されている.
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(94年会 (974)仙台〕

冠位七色十二階制 と紫根染

山之内製薬 ・中研 ?甫 民R

わが国律令位の墓であり，憲法十七条とともにその後の日本の運命を支配している.聖徳太子の冠位七色

十二階制は，古く中国の五行思想、に準拠している.

五行といえば木火土金水であって，これを五常に配すと仁礼信義智の順序になり，儒教でいう徳目の順位，

すなわち仁義礼智信とは違っている.

これらの位冠相当の色(当色)を配すと，仁冠，礼冠，信冠，義冠，智冠に夫々育，赤，黄，自，黒が当

てられる.

徳冠は紫である.紫色は最高最貴の色とされている理由は，天界の常居である北極星座の位置にある北方

に配する色とされていたからである.また天帝の命を受けて蒸民を化育する任に当る 地上の帝王の宅は都

城の北端におかれ，そこを紫宮，またその屋舎を紫震殿と呼ばれる.

すなわち，紫色は天帝の常居を表徴する色であるとともに，地上の帝王を表徴する色である.

聖徳太子が蘇我馬子と謀って制定した冠位七色十二階爺IJにおいては，紫は天皇の徳冠の色であると同時に

姓の長が用いる色でもあったー

「華夷通商考」 中の西洋薬

明薬大 佐藤文比古

華夷商考は長崎人西川如見 (1648-1724)編の元禄 8年 (1695)に刊行された全2巻2冊の書である.そ

の種本となったのは唐通詞，林通栄の「異国風土記」和蘭通詞，西吉兵衛の「諸国土産書」および中国渡来

の書，那蘇会の支儒略の「職方外記」である.本書は 1種の商業地理香で通常に，わが国最初の並界地理香

と云はれている.なお本書に次ぐものは新井白石の西洋紀聞である.類舎として青木昆陽(1698-1769)編

の「長崎覚書」が，その編年を一般に延宝7年 (1679) としているが誤りである.

本書の内容は中国 ・東南アジア ・印度 ・アフリカ ・欧州の事情を主として通商の関係から絞述したもの

で，各国を中華 ・外国5ヶ国，外夷 31ヶ国，附録8ヶ国，外に御禁制国4ヶ国に分け，計 48ヶ国とし，

各国毎に土産の項がある.この土産とは恐らくは，その地に産出すると云うよりは，集積して，当時長崎に

多少とも輸出した物資を指すもののようである.又各国の日本からの距離が，海上何里として記されている

が，位置の示し方が不充分なので，現在のいかなる国を示すか不明なところもあるが，大体において，当時

のものとしては良く知られる.次に l例を示すと，肌睦 Java沈香 ・紫旦 ・横榔子.番旦 Patang償榔子・

沈香 ・丁子.ノVレシヤ Pergie甘草 ・蘇合油 ・千ブドウ ・乳香 ・へイサラパサラ ・巴旦香 ・花ノ水 ・葡萄

酒. ¥

前田利保公と『寓香園裡花壇綱目』

宮大 ・薬 O難波恒雄，御影雅幸，富山女子短大村上清造

前回利保公 (1800-1859)は富山藩 10代審主で. [f'本草通串』の編者として著名な本草学者の一人に数え

られている.[f'キIJ保公御随筆御物語集』の本草学の条に「是は武州、江戸池の端に住居し，後浅草観世音の後

ろ上野の東坂本に近きあたりに寓居する蔦香亭或は解物舎と呼ぴ又恋花園と名づくる主人也， 幼より草木の

癖有て花草を座右に置て愛玩せり云々」とあり ，草木特に本草書中の名物，物産の学に輿味を持ち，岩崎港

園について稲生若水が編した『庶物類纂』に収載された品名の和名を諮問し，さらに江戸にあって物産研究

会を催している.

元来本草の学は古代中国に発生した薬物学であって，治病を対象としたものであったが，この学聞が日本

に導入されてから名物，物産学を経て博物学，自然科学へと発展を遂げる.手IJ保公の本草研究も，富山落と
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いう薬業奨励の地の藩主であったにもかかわらず，やはり時の流れにのった学問に向われている.利保公の

学問は『本草通串』のみが有名で，本草学者として名高いが，利保公の真骨頂は博物学の研究にあり，特に

植物において「リンネの植物分類表」の写本や植物形態学の研究書である『本草徴解』などを書き残してい

る.またここに取り上げる『麗香闘裡花壇綱目』五巻は，利保公が江戸周辺や富山藩内で植物採集した詳細

な記録であり，公の植物学研究の一端を示すものである 日本において本草学が博物学に変容し，さらに博

物学が純粋な植物，動物，鉱物学に転換する時代的傾向を，手IJ保公の学聞からも窺い知る事ができる.

富山売薬の史的研究第5報売薬発生の薬学的考察

宮大 ・薬 難波恒雄官女短大 O村上清造

〔目的〕 富山売薬の発生にYついて従来からかかれているものは，宝暦年間以後の売薬業者の書き上げをも

とにしたものが多い.今回は売薬の創始者といわれる前田正甫の書筒，その当時の藩の庶務的記録と考えら

れる記録(吉川随筆)等の中から，医薬に関することがらをとりあげ，富山売薬の発生について考察したい.

〔考察〕 前記記録中にしるされた前田正甫が「万病円 ・奇応丸 ・腹の薬」第を研究調製し，持病のための

服用に備え，また下臣およびその家族に分け与えていたこと，また「万代社悦」に「呉花，花の露法」の相

伝を受けていたこと等の記録を調査研究した結果から，従来の富山売薬の発生(天和一元録年間)について

の史話に，薬学的立場からの裏付けをしたい.

藤田正方の著述をめぐって

東京薬大川 瀬 清

明治前期に薬学教育研究を指導した人々は，何れも青少年期に「維新」という価値転換を体験しており ，

たえず広く高い視点に立ちながら自らの事業を推進した.このことは，今世紀後半から 21世紀にかけて社

会のあらゆる場面で変動 ・変貌が予想され，医療の分野でも技術再編成が見込まれている現在にあって，わ

れわれの進路を見定めるために，大きな教訓となるはずである.

すでに長井長義や柴田承桂らについては紹介されており(辰野・日本の薬学p.39)，太田雄寧については

彼の著作を通して今日的意義を考察した(川瀬:第 93年会薬史学部会. 1973). 

日本における薬剤師教育の創始者 ・藤田正方の著述で今日知られているものは下記の 4点で，その数は少

いが，教育実務者の立場から とり組まれており，それぞれに特質を読みとることができる.

1.筆算知方 巻之一 丸山勝高著，藤田正方増訂明治 5，:f口装 40丁

2.理学新論巻ー，二明治 6，和装 35丁， 36丁

3.簡明物理学明治 17，洋装活字印刷J446 p 

4.東京府病院薬局法 明治 13，洋装活字印刷 263p. 

大阪の医学， ・薬学校の発展

大阪薬大中 室 嘉祐

大阪における医学校の創りは 1869仮病院が創設され蘭医 Bauduinが医員に講義を行ったが廃校となり，

後 1873府立の大阪病院が設立され蘭医 Errnerinsらは医学を教えた.是が 1880独立して大阪府立医学校

となり (1891同校に薬学部併設の議案は府会で廃案となった)府立高等医学校，府立大阪医科大学，大阪帝

国大学へと発達した また別に 1927大阪高等医学専門学校(のち大阪医科大学)， 1928大阪女子高等医学

専門学校(のち関西医科大学)が設立された.他方薬学校の創りは 1875司薬場で蘭人 Dwarsは薬学講習

を行った.後 1886伏見町に大阪薬学校が，道修町に大阪薬舗学校が開設され互に覇を競ったが 1890円満

に合併して共立薬学校(校長 阪修)となり ，府立大阪医学校薬局長町田伸が後に校長を兼任した. 1899同

薬局長大槻二えが校長を兼務した時財政難のため廃校に瀕したが，大槻は 1914専任校長となり ，1917日本で

第2番目の大阪薬学専門学校とし，鐙ケ池へ新校舎を移した.是はのち国へ寄贈され大阪大学薬学科となっ

た.また 1904平山松治は道修町に大阪道修薬学校を創立し夜間部男子 ・昼間部女子と した.1912日赤薬局

長野崎仙太郎は校長を兼務したが，卒業生は 1914-10名， 1924-9名の如く少く経営不振となり存続が危



66 第 10巻 第 1，2号

ぶまれたが野崎ら 6教授の合議制運営に改め男子部を廃し 1925本邦最初の帝国女子薬学専門学校とした所，

全府県から多数の生徒が集ったので 1928野崎は専任校長となった.是はのち共学となり大阪薬科大学とな

った. とのように大阪の医薬育機関は他の大都市におけるのと異り夫々円満順調な発展を遂げ今日に至っ

た.

薬学における衛生化学の成立過程

楽史学会 根本曽代子

明治 19年 (1886) 3月，帝国大学令の公布によって，旧制東京大学の学制改革が行われた.過渡期の製

薬学科を廃して，翌 20年4月，東京帝国大学医学部薬学科と面目を一新とた.

科目は， ドイツ留学から帰国した下山順一郎教授が生薬学，同じく丹波敬三教授が衛生 ・裁判化学を担任

して，西欧式の近代薬学教育の再出発となった.衛生化学はここに初めて，薬学の基礎学科として登場した

わけで，さらに明治 26年の帝国大学講座制によって，薬学科第2講座の地歩を確立した.

生化学に基礎づけられた予防薬学的な要素をもっ衛生化学の研究分野は，文明の進歩に伴って，ますます

領域を拡大しているが，伝統の衛生行政面の関連性は，衛生化学の発祥にさかのぼることになる.

明治維新期における日本の近代化政策は，国際情勢から拙速主義を取らざるを得なかったが，薬学の成立

もその例外ではなく ，様々の矛盾や曲折はやむを得なかったのである.そのような見地から，薬学を特色づ

ける衛生化学の成立過程を探る.

近世薬用植物園の展望(その1)内務省衛生局薬草試植園の概況

日本薬史学会 木村 I集四郎

明治 16年4月，内務省衛生局は東京市小石川区指ケ谷町および戸崎町の地に薬草試植園を設けた.けだ

し第 1版日本薬局方の制定(明治 19年公布)に先だって収載すべき西洋生薬の原料植物の試植に着手した

ものと見られるがその面積は詳らかでない.当時の記録によるとケシの試植には白花種 320坪，赤花種 120

坪，紫花種 100坪，仏国種 35坪を試植しており，明治 20年 12月6日付の官報にはメリ ッサほか41種

の薬草培養採収法要領を発表している.

なお明治 20年には細辛ほか 78種の薬用および有毒植物を移植して栽培試験しており，またコ/レヒクム

等は伊豆七島に，コカ樹の苗は沖縄県八重山島に移植するなどその増産対策につとめていることが注目さ

れ，当時の概況を述べる.

しかし諸般の事情から明治 22年2月廃止され，その敷地は文部省所管の東京盲唖学校に移管され，薬草

は東京大学植物園に移植するに当って次の事項を要求している.

第 1.内外産薬草は培養試植し，その成績を毎年官報に登載すること.

第 2. 内務省衛生局および衛生試験所より内外産薬草試植のことを要求するときはその需めに応ずるこ

と.

第 3.薬草類の種子および苗を請求するものあるときは分与すること.(以上)

インド医学と中国医学の相違点と類似性について(1)

田辺製薬 ・薬理研 伊 藤 和 洋

インド医学が中国医学にどのような影響を与えているかという点について，両医学が用いている生薬の薬

性論によ って検討した.比較薬物としては，アユノレヴェーダ(チャラカ大集収載)の生薬であり ，且つ漢薬，

神農本草経に収載されているものを選んで比較した.



薬史学雑 誌 67 

(95年会 (975)西宮〕

大阪薬科大学(大阪道修薬学校)胎生記

東大阪短大 中 室 嘉 祐

1974年 11月大阪薬科大学は「創立 70周年記念式典」を挙行した.その「沿革概要」に「明治 37年

5月9日大阪市東区道修町3丁目 12番地に大阪道修薬学校(夜間授業)を開校・大正 14年 10月帝国女

子薬学専門学校・昭和 25年 2月大阪薬科大学 'Jとあるが誕生に至る迄の記載はない.大阪における薬学

教育の歴史は 1875年大阪司薬場に於て蘭人 Dwarsが薬学講習を行ったのに始まる.後 1886年大阪薬学

校が東区伏見町に，別に大阪薬舗学校(後，関西薬学校)が東区道修町に開設されたが， 1890年合併して

共立薬学校と改称し北区樽屋町へ移転したが狭隆となり 1894年北区今井町川崎高等小学校跡に移転し私立

，大阪薬学校(後，豊中市蛍ケ池，大阪薬学専門学校-大阪大学薬学科)と改称した.

1903年3月大阪薬学校専任講師森ノト一郎 ・西村徳蔵 ・勝田源次郎は夜学の「大阪薬学講習会Jを発案し，

夜の校舎を利用して国家試験学説科目 1ヶ年修了後は大阪薬学校選科へ編入して実地試験科目を修業する承

認を大槻 弐校長(大阪医学校教諭兼任)より得た. 1904年 1月この大阪薬学校は北区上福島の新校舎へ

移転し，講習会場を失ったので今井町の民家を借りて「大阪道修薬学校」と改称、し，夜学の講習を継続した.

西村らは大阪薬学校講師平山松治(衛生試験所技師)の協力を求め，更に同衛試験技手秋山卓爾が兼任講師

とな った.平山は道修町3丁目 12番地に家屋を得て 1904年 5月 9日移転した.後との日を創立記念日と

した.当時夜間部男子生徒十数名に過ぎず校長は大阪薬学校講師大島太郎が兼務した.翌年昼間女子部を開

始し是が帝国女子薬学専門学校への溺芽とな った.

近代日本における薬学教育改革の提言

東京薬大 川 瀬 清

薬をめぐる技術のうち“製薬"にかかわる領域は，近代資本主義の発達とともに，市中の薬局から製薬企

業の場へ移った.今一つの技術である“適用"にかかわる領域は，部分的にはやはり製薬企業に吸収されな

がら，臨床医学の場で生きつづけた.

日本が近代薬学教育体制を組織しはじめた.19世紀後半のヨーロ ッパは，石炭ターノレ生成物から人工産物

を作り出す技術と科学(有機化学)が開花する時期であり，また薬局における技術の空洞化がはじまった時

期であった したがって，歴代政府の生命軽視政策に加えて，既成の科学体系を移入することに長じていた

日本では，薬学研究即(新興)有機化学研究となり，民族や国民生活に根ざした学術とならなかった.

かく ，実学教育 ・研究にはほど遠い状況を前にして，これを反省または批判する論議が毎年と言ってよい

くらいに提出された. [例:柴田承桂(1885)，比留間小六(1889)など〕また，.の似IJからもなされた(1943). 

日中戦争が進行すると，政府は“新体制"を合言葉として国民生活のすみずみにまで軍国主義的統制の手

を延ばした.薬学教育の主脳者たちは“薬育の新体制をいかにすべきか"について討議を行った(1940).し

かし，薬学論はむつかしいので論じないという姿勢であったので，実りある結果は得られなかった.

明治以来のカリキュラムに改訂が加えられたのは，戦後，アメリカ薬剤師協会使節団が来日し，勧告を行

って以後のことである.

ケンペノレの 日本探究と薬物考

薬史学会 根本普 代 子

ドイツの区 ・薬学者，エンゲノレベルト ・ケンペ/レ (1651-1716)が，オランダ商館医師として滞日中 (1690

-92)，たくましい探究心と博識を駆使し，収集した豊富な資料をまとめた，精細な極東日本の旅行記は，ヨ

ーロ ッパで賞讃され，彼の非凡な研究旅行家と しての名声を不動なものにした.

日本では一昨年初めてその全訳が，rケンペ1レの日本誌J(今井 正氏訳，石黒武雄氏発行)として出版さ
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れ，ケンベノレの鋭い洞察力によって，客観的に鎖国日本の歴史的事実を描写した稀少文献として，その評価

を高めている.

彼は少年時代から各地に遊学して，各国語に熟達した.その足跡は，北欧各国からロシア，ペルシア，ア

ラビア，インド各地を遍歴して，ジャワに渡り，パタ ビアのオランダ ・東インド会社付船医となり，タイ経

由で，待望の日本に渡来した.

日寺あたかも元禄時代で，江戸に参府して，将軍綱吉に謁見した折，不老不死薬の教示を求められた その

往復の道中記，日本の歴史，地理，薬物，動植物，日蘭貿易等広範な取材に際して，外人に対する厳しい監

視を潜るため，診療や薬剤を無償で提供したり，有能な日本青年に科学を教えた報酬として，目的を達した

と自負している.

彼はヨーロッパで薬用にする高価な竜誕香を日;本で手に入れ，その特質について記述し，茶，干日中散，朝l

鮮人参等にも触れているが，日本の風土病の治療に伝承される銭灸術に関心を示し，学位論文の一項目に加

えている.

榎本武揚と明治初期のキナ栽培

星薬大 O伊沢 一男

安政元年(1854)ペリー来航と日米軍口親条約締結の大事件を契機に，幕府はオランダ国王ウ ィノレレム二世

の援助のもとに安政2年 (1885) 7月長崎海軍伝習所を設ける.江戸湯島の昌平貨に学んだ榎本武揚は安政

5年 (1858) 2月この伝習所を卒業する 勝海舟の一年後輩であった.一方伝習所のオランダ海軍土官教

育団のなかに軍医ポンペがいて多くの日本人に勢力的に西洋医学の教育を行っていた.このポンベが文久2

年 (1862)本国に帰る時幕府は榎本ら 7名の日本人オランダ留学生の世話を依頼する.たまたま同じ日にポ

ンペと7名の留学生は船もコースも別々に長崎を出航.留学生の方のカリプソ号がジャワ近海で沈没，幸い

全員救助されジャワに上陸.1ヶ月余の滞在となったーその頃オランダ政府はジャワにキナやコーヒーの栽

培をはじめていた.一行のうち援本のみがこのキナやコーヒーの栽培に強い関心をよせる.慶応3年 (1867)

オラ ンダより帰国，まもなく戊辰戦争にまきこまれ，彼の函館五稜郭の落城によってこの戦争が終る 捕え

られて4ヵ年の牢獄生活を送るが後ち無罪放免，明治の世に社会復帰すると各大臣を歴任，出世街道を泰進

して行く.そして彼は社会復帰後まだ日の浅い明治 B年 (1875)にジャワのキナやコーヒ一樹の栽培とわが

国の国益のため緊急にオランダ政府に願出て両樹の苗木各 500本を取寄せ，わが国西南の暖地に栽培すべき

ことを政府に建言する.演者は今回復本のこの案が採用されて実施される顛末をのべるが，今年は垣本建言

より 100年目にあたる

江戸期における人参哀話とその史的背景

山之内製薬 ・中研 剖
制 良日

新しい医薬の出現により社会的悲劇を招いている江戸期の人参について考察する.

(1)神仙思想.r根が人の体に似て神秘だから神草J(本草綱目)r薬品の聖なり J(和三)など，万病に効

く霊薬に扱っている.(2)漢方の性格.道三流の李朱医学は疾病治療に温補を重視し，殊に人参の薬能を実

質以上に遍重している.(3)医魂商才.支配層の専有物であった医学が初めて庶民社会に参透し，江戸期の

商売住来に医者衆が一枚加わった.無資格自由営業である医者は最も安易な智的職業であり，彼らの程度は

極めて悪かった. (4)儒教思想、.人参の薬能を起死回生の薬として過信していた庶民は，末期症の両親に人

参代の身代りになるのやむないと思っていた.(5)独占事業，家康以来，朝鮮との貿易は対馬若年の特権であ

った.同藩では人参を適宜価格操作している. (6)インフレ.幕府の貨幣改悪により当然，国際生薬の人参

は高騰した. (7)失業役人の救済.異地植物の導入帰化，野生植物の家裁化，引種栽培の成功によって人参

の値は下り輸出商品になった.しかし，勝手作物への移行により ，人参奉行以下失業したため，再び御用作

物になっている.
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18世紀前期の蘭方薬

明治薬大 佐藤文比古

江戸時代の中期，元禄末年から，寛延 2年に当たる.この期に著された洋薬関係の重なものとしては，宝

永5 (1708)年に刊行された.西川女目見著の増補華夷通商考.次いで宝永元年に貝原篤信(益軒)が著し，

同6年 (1709)に刊行された大和本草 16巻である.本書は薬物の記載を深めていて，日本博物学の初めの

ものとされている.宝永 7(1710)年には奥西治衛著の薬種新製剤記が刊行された.正徳 3(1714)年に寺

島良庵が編集した倭渓三才図絵は百科辞典で多数の薬品が記されている.正徳 4(1714)年には桑原宗庵著

の阿蘭陀(怨療)外科簡要集(外科本草)が刊行されている.本書には当時蘭方 ・外科医の実際に使用した

薬品を記載しているものと思かれるが，所謂洋薬は少なく ，多数の和漢薬が記されている.正徳 5(1715) 

年に刊行された本郷正豊序の新版合類薬種名寄帳.享保 14(1729)年に伊勢屋新兵衛の著した新版合類薬種

名寄帳後集の二番は薬種商向の薬物辞書である.延享 3(1746)年に東伯充が編した奇薬秘録は和蘭方薬物

の専門書で，次の 30種の記載がある.波留佐毛，波不天古不羅，留佐羅志，以保多留，波志多，比星利，

須以紀牟呂字，古紀牟也字，良字須麻礼以緩，曽津比利麻安土，天礼須比多留，遠久里加牟紀利，以久手IJ，

美伊羅，字牟古宇留，幾世麻牟，安女牟登字須，遍次佐覇波佐羅恵不利古，天皇安力日，以下車摩シ難キモノ，

扇以多留保宇古，麻曽宇也，安麻保志，保字登留，多加羅古宇，美里牟力n，須字登保字，世以久留，遍以志

無礼留，佐留保字.

医聖華岡青洲

国立田辺病院 O若園房雄，小倉重保，岡野美匡

国立白浜温泉病院 川崎寛，岡田雄作，三上豊

華岡青洲の業績に関する歴史的事実は必ずしも世間の人々に周知されているとはいい難い.後世迄日本並

びに世界医学史上に不朽の名声を博したかの有名なる麻酔薬，通仙散以外に，医の哲学，医の倫理，基礎医

学，内科学，外科学，医学一般，生薬学，漢方薬，個々のものとしては消毒法，医療機械，軟膏，軟膏基剤

その他に至る迄，又難病に対する挑戦等幾多の貴重なる業績の成果をとりあげることは現代の医学，薬学の

進歩に寄与することであると考えられる 乳綴治験録では，受陀羅華等5種より成る全身麻酔薬，通仙散を

用い日本で始めて乳巌の摘出手術に成功した.通仙散の麻酔法はスコポラミンによって生ずる一種の急性中

毒による昏睡状態を利用したもので当時はげしい痛みによって長時間手術のできなかった，外科の分野に大

きな発展をもたらした 又青洲は内科，外科の領域にこだわらず，基礎医学の必要性をといた「内外合一J.

治療を行うに際し，個別的形質や病気の特性に適応するものでなければならないという「活物窮理」 等の根

本理念をうちだした.これらの理念は「前三診J(麻酔薬投与前の患者に対する術前の診断方法)等と共に今

日の医学からすれば当然のこと乍ら 19世紀末に早くも根本理念として会得していた青洲の偉大さは注目さ

れるべきであろう.又晩年「春木軒」を始めとし「外塾Jr新塾」等の塾で多くの医師を指導養成し，多数

の門人等は夫々郷里に帰って華岡流外科の存在を世間に広め医学の進歩に貢献した.

b. 特別講演

(92年会 (972)大阪〕

道修町を中心とする大阪の薬業について

宮本又次

鎖国時代の貿易は長崎を窓口としたものであったが，大阪はその一大取引の中心地となった.大阪は明応

5年に連如上人が石山御坊を設け，その寺内町になったときにはじまるが，秀吉の築城で堺，伏見，平野の町

人が移り，慶長元手口の役で離散したが元和元年松平忠明の戦後復興で，伏見町人八十余町が移住し，元手口5
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年天領となる.渡辺御坊(文禄 4年)とどうしゅ庖，寛文延宝には道修町となる.

道修町のゆわれ，伏見町と道修町，天正年聞に斉藤が秀吉から伏見町をもらった.舶来品をとりあっかう.

唐物，反物をあっかうものは伏見町，薬種などあっかうもの道修町唐薬問屋となる.手口薬も出まわって道修

町，平野町， 淡路町の東横堀川両岸に集まる.明暦のころと くに道修町2丁目が中心となる.

薬種商の種類，唐薬穏と吟味して諸国へ出すもの，道修町その他の町で薬種小売をなすも，国々産の和薬

を仕入れて大阪諮問屋に納入しているもの.

大阪の集団地域.長崎貿易，鎖国貿易，三ケ所白糸割荷商人，五ケ所白糸割荷商人，唐物の流通経路，長

崎本商人，糸荷廻船，薬種，砂糖，その他の荒物類は唐薬問屋，糸類反物類は唐糸反物問屋

一道修町薬種仲買

一薬種屋並合薬屋(脇底)

一唐物問屋のうち |一摂河泉薬種屋合薬屋

唐薬問屋ー←一一i-砂糖荒物商人

唐物(長崎) I ト砂糖漬物，蘇芳木， 胡淑

本商人 一絵具商人

|ー沈香，白檀，伽羅

唐物問屋のうち |ーベッ 甲，象牙，唐木

一唐反物問屋一一一ト糸商人

(五軒問屋 1-唐小間物

五軒問屋と加賀屋一族，唐物問屋斉藤九右衛門，唐荒物反物，長崎糸端物五軒問屋加賀屋与兵衛，加賀屋

四郎兵衛，同七郎兵衛，同庄五郎，炭屋作兵衛，小橋屋伊右衛門，田辺屋作兵衛，加賀屋四郎兵衛，炭屋)1康

治郎，滋賀屋忠右衛門，辻忠右衛門，糸荷廻船と河辺七兵衛，百足屋又右衛門

船場の町名，道修町と小西一統，小西隆佐，小西弥九郎.道修町の町名の由来.

輸入品の取引，相対取引と市場売買一一糸割符復帰金銀と貿易制限 白糸端物と薬種砂糖，丁子，肉桂，

ニクズク，胡搬，ウイキ ョウ，サイ シン，大黄，山帰来，没食子，蘇木，犀角，水銀，口丹，沈香，甘草，

テリヤアカ，砂金，阿片，棚砂，サフラン，償榔子，カンキリ.長崎に輸入された唐商薬は長崎落札商人か

ら大阪の唐物問屋，のちには唐薬問屋へ送られ薬種仲間改役の検査をうけたのち，道修町の薬種仲買仲間に

よって入札買されて各地の薬種商に送られる.のち京，堺の長崎問屋も長崎から唐薬を直受けすることにな

る.問屋一仲買の系統，慶安，元禄の頃仲間になる.元禄年間江戸の十組，大阪の二十四組に薬種庖組あ

り.京都では二条薬種仲間あり .

薬種の占売，占買の禁止， 毒薬偽薬の販売禁止，のち密輸入品の取締，改役の検査をうけて送り状をそえ

て他に送る.手板，糸割符，年寄発する証明書，国内産の薬種と不正品の取締， 享保年間，和薬改会所(江

戸，京都，堺，駿府)元文年間廃止.

長崎の取引 糸のすんだのち，薬種反物，砂糖， 荒物の取引あり .r平貨物J，本商人，五ケ所商人，平貨

物商人，堺の表頒，積荷差出帳，ヌt>:方荷物(本売荷物)，脇荷物(別段売荷物)，(御江戸医師除き物の控除)• 

大阪での取引，癒入，箱詰め，廷包み，手板，河辺七兵衛，河内屋源兵衛(船宿)，中筋藤兵衛(飛脚)，

宰領宿，掛り問屋，箱本行司.

支払期限，本商人，問屋， 仲買の三方申合せ.切月，正月切，六月切， 三節季→五節季，荷主と問屋と仲

買の問の紛争，買出代物内波限の利受，手口薬の取引と取締，

問屋口銭，唐薬と和薬で口銭の差あり，手口薬の方が大.唐薬は金高いので低い口銭.

問屋と仲買.仲買のカが大，仲買の入札特権，問屋や脇庖には入札の権利なし.

仲買は輸入薬を入札貿し追値の交渉は問屋を通じて荷主に.平貨物商人になし，価格がきま ってのち，問

屋は平貨物商人と仲買の聞に立って売買のあっせんをし，両者から口銭をとるにすぎない，仲買は問屋より

も資力をもつことを要し損益を自ら負担輸送，水運，菱垣廻船，過書船，北前船，陸運，飛脚と伝馬，抜荷，

不正の取締薬種仲間，和薬種改会所と和薬問屋，薬種仲買仲間，株数，株の移動，貸株の制度，株仲間の機

構，頭取と各丁目行司，組頭，六組，子組行司，定行司，箱元行司

伊勢講(享保十八年)，神農講(享保十二年)，永久組，住吉組，正進組，御湯講，祈鵡講.

唐薬問屋， 仲間の車M畿，脇庖薬種合薬屋仲間.天保改革と株仲間，株仲間再興，商白書，丁稚制度，庄原
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し， 帳枕，符牒，手形取引，素人手形， 決算と提灯を出す.

金高(きんこう)，神農さん，虎おくれ，少彦名神社，田辺五兵衛，塩野吉兵衛，武団長兵衛家，道修町の

文運，北山道修，幕末の開港，取引機構の変化，横浜貿易，献金と御用金の負担，株仲間の解散，商社の設

立，薬種商社，同業組合，その内部の組.舎密局と司薬場.和漢薬より洋薬へ，洋薬の輸入と取引，洋薬の

製造.あげ庖と出し檀，問屋，注文屋，底売屋，仲買耀，西浜とんび，軒切り ，特殊小切手，提灯を出す.

大阪の売薬業者.錦袋子，万金丹，寄応丸，抱杷子丸，一口丸，西村竜虎円，上田正勢散，正脂子円，天

寿弥元丹，天水口，阿迦隠円，小山疫爆薬，浮田五竜円， 浮田柱造，三臓円 (吉野五運)，山田血の道薬，日

本一風薬，天清丸，天下茶屋の是斉屋，和中散，猪飼史郎胃薬，健脳丸，中将湯，オイチニのくすり ，健脳

丸(森平兵衛)森下仁丹，谷新助の健胃固腸丸.

国際薬史学会コングレスに出席して

東邦大学薬学部 清水藤太郎

国際薬史学会議 CongressusInternationalis Historiae Pharmaciae Pragae Mcmlxxiが 1971年 9月 20

-25日，チェコスロパキア国，フ。ラハ市で開かれ，私は日本薬史学会及び内藤記念くすり資料館(岐阜県川島

町，エーザイ工圏内)を代表して出席した.この会議は1.チェコスロパキア薬剤師会 SocietasPharmaceutica 

Bohemoslovaca 2.チェコスロパキア天産物及び工芸品歴史学会 SocietasHistoriae Rerum Naturalium 

Necnon Technicarum Bohemoslovaca 3. ドイツ国際薬史学会 internationaleGesellschaft fur Geschichte 

der Pharmazie e. v. (IGGP) 4.国際薬史学アカデミー(オランダ)Academie International d' Histoire de 

la Pharmacie (AIHP) 5.世界薬史学会連盟(イタリア Pisa)Union Mondiale des Societes d'Histoire 

Pharmaceutique (UMSHP)の連合主催で，連合会長はチェコスロパキア薬剤師会長のザトレキー Dr.

Ladislav Zathureckyであった.来会者は名簿によれば 27カ国から 443人で，チ ェコスロパキア人 154

人の外，西ドイツ 91，東ドイツ 54，オーストリア 22，イタリア 17，オランダ 14，フランス 10，スイス

9，西ベ/レリン 8，ポーランド，ルーマニア，イギリス各 7，ベルギー 6，アメリカ 5，ハンガリー 4人の

外，ユーゴスラビア，スペイン，フ ィンランド，日本，ブラジノレ，カナダ，エクアドノレ， レバノン，ノノレウ

ェー，エジプト，ソビエト，デンマーク，スヮエーデン固からの 3人-1人で，日本からは私ども 3人だけ

であった.

会場は，市内“Miru"広場の「交通会館」内で 1， n，mの3会場があり会場は最大で約 500人の

席があり，座席には英，仏，独，ロシア語，チェク語の 5カ国の同時通訳のマイクロホンが置いてある.開会

式は別にカレル大学の「カロリヌム」講堂で行なわれたが，講演はすべてこの 3会場で，毎日午前中， 9-

12.30まで.講演者 82名，次の 8部門に区別された.1. Huseologia pharmaceuticaくすり博物館の理論

等 13名. 2. Historia praxis pharmaceutica薬学実務の歴史 12名(製薬工業，医薬品及びその大量取

引，医薬品統制，薬局組織)3. Historia sc町1tiarumpharmaceuticarum薬学科学の歴史 13名 4.Historia 

pharmacorum ac remediorum praeparatorum医薬品及びその製剤jの歴史 16名， 5. Historia litterarum 

pharmaceuticarum薬学文献の歴史 7名，6. Historia educationis reique scholasticae pharmaceuticae薬

学教育及び薬学校の歴史8名， 7. H凶 oriascientiarum doctrinarumque propinquarum関連科学及び教義

の歴史 7名， 8. Lectiones electae選択講義6名.講義時間は 15分間(スライド映写時間もその中に含む)， 

討論 10分.なお中に 10分間の休憩時聞があった.講演者 82人， うちドイツ語 46人，英語 15人，フ

ランス語 12人，ロシア語5人，チェコ語4人であった.

午後はフ。ラハ市内見学，世界的古典文献を蔵するストラホブ図書館，フ。ラノ、王城等参観，その他音楽会，

人形劇， 夕食会，コノピシュテ城でピクニックなどがあった.なおこの間に国際薬史学アカデミ ーの公開講

演会を行ない，アカデミ ーの一教授が，世界の薬物発見の歴史を，パラケノレススからフレミンク。に至る発見

者の肖像ある郵便切手のスライドを映写して 1時間講演した.

スライド プラハ薬学史料陳列品，オランダの医薬薬学博物館の陳列品及びチェコ，コペンハーグン，ア

ムステノレダム，ハンブJレグの薬局内の吠写.
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c. シムポシウム

(90年会 (1970)札幌〕

比較民族薬物論

アイヌの薬

山之内製薬 ・中研 浦 自日

アイヌはコタンで定住しながら，文化史的には野生物取得の段階で終駕した特異な民族である.その使用

薬物の性格，すなわち原生的自然への人間生命の対処の在り方を語るには，地理的決定論と民族性の伝統の

両面に立たねばならぬ.従来，文字をもたないアイヌの文化は主として文化人類学者の手によ って調査され

ているため，その記録は極めて実証性に富んでいる.

東アジア農耕文化に伴う麹をもたないアイヌの酒噌好は，唾液酒，果実酒，樹液酒に頼っていたように，

薬物にしても地域社会の基層文化に密着した固有のものが多い.

アイヌに多い凍傷，外傷には動物油脂が用いられ，それらはクマ，ムジナ，カワウソ，ウマ， シギ，キツ

ツキ，カメ，イヌ，などから得ている.胆汁は繁用され，里子獣，海獣，魚類からこれを採取している.熊胆

や鹿葺は交易の目的以外は作られていない.

吸出膏，黒焼きの繁用みられるのは日本民間薬と同様である.ペノレベリ ン含有植物，キハダは内用外用と

もに利用され，その適用範囲は実に広い.魚肉の中毒には解毒剤として日本民間薬と同様，サクラ属の樹皮

が用いられている.

ムラサキの利用法には薬効成分を油脂に転溶させた紫袋膏的なもの目薬に供する本草的なもの， また胃腸

薬に内服する日本民間薬的なものが見出される.

一般にアイヌの薬物は商品として，また農産二次加工品である生薬の段階に調製されることはない.到j細

法として“唆"が普通ある.同一薬材の適用範囲が広い反面，各薬材の慣用に生物の分類地理学的制限があ

る.経験法則によ って生活資料に定着しているだけ，アイヌの薬には多くの科学性が見出される.

台湾における薬物の源流

富山大 ・薬 O難波恒雄 阪大 ・薬鎗忠人

台湾で使用する漠薬類は，現在わが国で用いている漢薬とは名称も基源も異なったものが非常に多い.元

来わが国で用いられる渓薬類は，江戸時代に開花した漢方の古方派で用いられる漢方薬が主体となってお }

り，中国における漢薬のごく一部が用いられているにすぎない.現在台湾に居住する主民族は，中国大陸福

建，広東省から移住したといわれる漢民族である.それ故，台湾で用いている薬物は，福建，広東省の民間

薬物と大いに関連性があるものと恩われる.福建，広東省の民間薬物の調査報告はいまだまとま ったものが

ないが，“植物名実図考"などの本草書，地方志などに一部記載されており ，迄れらに収載された薬物の名

称および基源の考証と，台湾における薬物使用の現地調査とを比較し，台湾で使用される薬物の源流は確か

に福建，広東省の民間薬を主体としたものであると推測できた.ただ植物分布地理上の問題，薬物の変遷，

発見など幾多の推移が考えられ，薬物の変形が認められるものもある.

なお，台湾には先住民族であるプロトマレーシア系の高砂諸族が居住しているが，彼らの使用する薬物は

ほとんど漢民族文化の恩恵を受けておらず，薬物文化交流の伝播方法が，薬物使用という面より薬物を媒介

としての経済的な面で認められる特徴がある.さらに台湾には民族的に問題のある平口族が居住するが，彼

らの使用する薬物は明らかに漢族系のものであり ，高砂諸族とは薬物使用面で異なることが判明した.
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インド，ネパーノレの民族薬物

田辺製薬生物研究所 伊 藤 和 洋

原始時代のインド，ネパーノレの医療は主として祈祷，魔除けなどであったが，その行事の際，木香，ケイ

ノコヅチ，アスパラガス属の植物などを身体に着服した.ヴェーダ期 (BC.2000年前後)に貯積された臨床

経験はアユJレグェ ーダ(生命の医学)として纏められアユJレヴヱ ーダ聖典に追加された.その後 BC.2世

紀頃に集大成されたチャラカ本集やスシュノレタ本集は今日古代インド医学の原典として有名である. 13世

紀にインドに侵入してきた回教徒は自分遠の医学であるアラピア医学(ユナニと称するがその語原はギリシ

ヤを意味するイオニヤに由来)を持込み，阿片，阿説などを将来し一部混濁した.現在インド，ネパー/レの

人々が使っている薬物の大部戸北部ヒマラヤから南部インドにかけて産する生薬であり，これらを配伍して

用いるが，極く一部には民間薬として単味で用いている チャラカは薬の作用を想像して，寿命を長くする

薬，栄養を与え肥らせる薬，肥満を減らす薬など 50のグノレーフ。に分類している.スシュノレタも病気は体液

が吉Lれ，乱れた体液が刺激し， 拡がり ，蓄積されるために起るという 3つの体液説に基づいて乱れを治し刺

激を鎮める薬と乱れた蓄積を排粧する薬などに分けている また甘，酸，峨，辛，苦，収数の 6味とその効

能によって分類したり ，味の組合せによって薬の配伍をして，体液の調整つまり身体のバランスを計ってい

る.その他，内服薬を 2，3種類の剤型別分類している.このように BC.2世紀頃すでに高度の薬物知識

を有していた.

アフリカ北部の生薬と生薬療法

東京理科大学 ・薬学部 長 沢 元 夫

アフリカ東北部には伝統的な民族医学として CopticMedicineがある.これは古代エ ジプト医学の流れ

ではなく，ヒポクラテス医学，アラビヤ医学の系統に属する.AD.7世紀にアラブがエジプ トに侵入した

ために，コプト語は次第に消失し，現在では死語として祈擦の時に使用されているだけであるが，医学はお

そらく大きな変化をうけなかったのではないだろうか，両者は同系統であるから，

資料(天理図書館蔵)Walter C. Till “Die Arzneikunde der Kopten"， 1951 

" “Koptische Rezepteぺ1949

近代になり西洋医学が流入し，公立の診療所はすべて西洋医学によって行なわれている.

私が 1962年にアフリカ東北部で調査した生薬は，コプト医学の詳細までを理解できないでいるので，そ

れが伝統医学によって使用されているものか，或は民間薬であるのか，私には判断できない，この地域は砂

漠，半砂漠，サパンナ，高原，高山と変化に富む地域であるので植物の様相も多様である.特有および特に

有名な生薬は没薬 (Commiphoraabyssinica)，乳香 (Boswelliapapyrifera)，カト(チヤット ，Catha edulis)， 

アラピヤゴム (Acaciasenegal)， センナ (Cassiaacutifolia)，シベット(霊猫呑 Viverracibetta)， コソ

(Hagenia abyssinica)，コーヒー (Coffeaarabica)等である.

(93年会 (973)東京〕

初期近代薬学の再検討

太田雄寧の事績をめぐって

東京薬大 川 瀬 清

明治初年，日本薬学創設期における先覚者のうち，東京大学関係者を除いては，いまだ充分に評価 されて

いない その一人に武州の出身者，太田雄寧がいる.彼は!日幕臣であり，維新の際官軍に抗して東北に走

り，捕えられるが，松本良}I関らとともに， やがて新政府に出任することとなる. 1872 (明治 5)年渡米し，

フィラデ、Jレフィアに，ついでニューヨークに薬学を学び，'74 (明治7)年帰国，一時愛媛に行くが，翌 '75

(明治8)年帰京し以後，文筆活動に専念した.
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彼の著述および翻訳は，薬物，調剤，温泉，看護，養生など医療の実際問題から，化学理論など多岐にわ

たるテーマをと りあげており，さらに，わが国最初の医学綜合雑誌“東京医事新誌"を創刊した (1877年)， 

彼は医療の現実に根をおろし，ここから課題をとりあげ，探究を進める学風を貫いた.

しかし，彼が 1881(明治 14)年7月， 30歳の若さで死去したこと(薬学雑誌の発刊は同年 11月)，明治

政府の行政が人民の生命と健康を中心としていなかったこと，日本の医薬学がドイツの研究 “形態"を受け

ついたことなどから，薬学内部に実学についての感受性を欠き，太田雄寧の学風はその後開花せず， 100年

後の今日になってはじめて，医療を構成する技術に対応する科学として薬学を位置づける考え方が，一般に

論ぜられるようになった.

近代薬学と軍

吉宮製薬 宗 国

ボンベにはじまるわが国近代医薬学教育は，長崎第 2次海軍伝習に派生したものであり，軍医ボンペは本

国の軍医学校の教材を使用，その後来日の御雇外人医もおおむね軍医であって，これらに学んだ日本人が維

新期の医薬学界の指導者となった点で，近代医薬学界における軍医色彩は無視できない.

また，鎖国から開国への転換による医療界への影響をみるとき，流行病対策，性病対策，維新戦における

軍陣外科など，いずれも対集団的処置が重視されるものであり，軍事医薬学のそれに重なる.しかも，わが

国近代化が西欧の産業革命のっくりだしを科学技術の結果のみを富国強兵の路線においてダイレクトに私用

するものであった限りでは，わが国の産業と工業は軍需に結びついて発達したものだった.

軍が先導的役割をもって制度化した局方をはじめとし，近代的製剤jの早期採用は錠 ・注の製剤技術の園内

導入とその水準向上に役立つたし，脚気対策にはじまる脚気研究はビタミンを生み出す原動力につながるも

のだった.

このような軍の影響はわが国ばかりではなく欧米においてもみられるところで，熱帯病研究，化学療法剤

研究等の推進における列強の軍事的要請を認、識し，近代化路線における軍の功罪を考えたい.

漢方衰退時代の和漢薬書

東邦大学 清水藤太郎

明治初年から大正時代の漢方医学衰退時代に，和漢薬の解説書を著し，それによって多くの医薬学者なら

びに薬業家に大なる恩恵を与えた書は次の数書である.

明治 26年小泉栄次郎「和漢薬考」 大正 7 年 日野五七郎 ・一色直太郎「和漢薬物学J

" 28年高木与八郎 ・小泉栄次郎「売薬製剤備考」 " 8年赤木勘三郎「日華英医薬名鑑」

" 42年赤木勘三郎「和漢製剤編」 " 10年小泉栄次郎「黒焼の研究」

大正 4 年赤木勘三郎「製剤備考」 " 13年植木万策「野生植物採集鑑」

" 5 年一色直太郎「和漢薬の良否鑑別法」 " 14年 梅 村 甚太郎「東邦薬用動物誌」

" 梅村甚太郎「民間薬用植物誌」 " 中尾万三「正倉院御康の漢薬」

" 赤木勘三郎「和渓欧売薬製剤編」 " 赤木勘三郎「売薬製剤備考」

" 6 年梅村甚太郎「普通有毒植物誌J I " 15年朝比奈泰彦「和漢生薬の研究」

これらの著者は和漢薬応用の先覚者で，昭和の和漢薬復興の源泉となったものである.ことに明治時代，

最も広汎な和漢薬の最初の近代的解説を加えたのは， 小泉栄次郎氏 (1868-1946)の「和漢薬考」で，明治

26年初版 1冊， 43年，大に増補改訂して上巻を，大正 11年下巻を発行した.その後久しく絶版のとこ

ろ，今回東京世田谷成城の生生舎から複刻版が発行された.赤木勘三郎氏は大阪道修町に同済号書房を経営

し，自著の外約二十数種の薬学書を出版している.
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(94年会 (974)仙台〕

ベニバナに関する再検討

紅花の化粧品としての利用 (1.日本)

山下 愛子

1.はじめに

人間の生活において，天然物を利用してきた歴史のなかでも，紅花を，化粧品としでっかいはじめた頃か

ら，今日までの変遷を辿ってみる.そこにはまた，文化交流史の一面をも見ることができるのではなかろう

か.

今回は，一応日本に限ることとして，スライドを参照しながら，再考の契機としたい.

2.時代を追って

0弥生文化

0飛鳥時代 610 推古天皇 18年，高麗より僧曇徴「ベニ」を献上.

0奈良時代 770ころ 薬師寺の「吉祥天女画像」は正倉院の「鳥毛立女昇風」他にみられるように，唐

風の影響をあらわしている

「栄華物語」他，貴族生活の描写に紅粧の文がある 「江家次第」に，口紅(口脂)0平安時代

0鎌倉時代

O室町時代

O安土桃山時代

0江戸時代

3. 明治以降

大正以降

昭和以降

4.展 望

の記事がある.

「平家物語」などに平家の武士の化粧が記されている.

爪紅の記述があらわれる(つまくれないは鳳仙花を用いた). 

外池五郎三郎，呂ー官に「ベニ」の製法を教わり，柳屋を倉IJ業，そ他の「紅屋」

があらわれ，京文化の江戸への波及さらには，封建諸領地の地方文化の中にもみ

らわれてくる.伊勢半創業.庶民生活の中での紅粧は，寒紅，丑紅など川柳にも

よまれるようになる.

いわゆる文明開化の世相と共に化粧も変ってきたが，一般的傾向として，合成化

学工業による大量生産へ移行していくなかで，紅も合成顔料がつかわれるように

なり，化粧の風俗は一層普及していく.色の種類も多様化.

ここにも，工業化と PRの時代のあらわれを見ることができるが，とくに最近で

は，健康に及ぼすえいきょうも見のがし得なくなってきている.

一方で，天然紅は，今日なお伝統と民俗のなかで，賞用されつづけている.

このようなときにあたって，薬学史において，再考すべき問題として，多面的に

(Interdisciplinaryな課題として)とりあげられた真意が，今後，現実の問題解決

への方向に展開されていくことを期待したい.

ベニバナの栽培史

山之内製薬 ・中研 良日浦

De Candolleの Originof Ca!tiuated P!antsにベニバナは最も古く栽培された植物の一つであることが

紹介され，古代エジプトにはこれを染料に利用していたという.

古く中国でベニを輝粉と称し，般の約王の竃妃姐巳は燕の紅花の名声を聞いてこれより脂(べに)を作ら

せた.故にベニを燕脂ともいい，紅花を別に燕脂草という(橘奄漫筆). 

降って秦の始皇帝は三千の官女にことごとく紅粧を施させ，天下にその美を競わせた.しかし，燕の脂は

中国で称揚されたが，その栽培はなかった.燕国は紅花の産地であり，遠くチベットの中心地にあ っ た.~

支山のふもとにこれを栽培し， r土人はこの粉を以って婦人の面を飾っていたJ(事物起源). 
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西紀前 98年，漢の武帝の命を受け遠く西域に使した張費警が旬土の地に捕わること十数年，武帝の旬奴西

征に逆ること 7年前， 漸くにして脱出に成功して西域諸国との交通網を拓いた.それにより東アジアから珍

しい草木とその種子が中国にもたらされ，その中にベニパナも含まれている(博物志一黄藍). 

さて，中国におけるベニバナの栽培法は，著書北乾燥地帯の畑作型耕文化を説く古代農法の大宗，北貌6世

紀の賀恩品目の撰した斉民要術を以って鳴矢とする.後世の中国本草におけるベニバナの栽培とその展開文化

の紹介は，すべて本書の記載に準拠するものとみて差支えない.

さて，わが国奈良朝以降，ベニバナの栽培を支えるその展開文化と，その生産地は諸書に見えるが，実際

的栽培法について述べている最初のものは，宮崎安貞の農業全書 (1697)である.

一方，わが国古来の伝統殖産に定着していたベニバナの栽培法を，生産者の側から正 しく伝えてャるもの

に，殖産略説 (1873国会図書館蔵)がある.本資料にはベニパナの園芸改良品種，アザミボタン(晩生種)，

オオシメボタン(中生種)，コ シメボタン(早生穏)，な らびに種子の寒水処理法，また栽培法の風土的な相

異点などが述べられている.

また明治政府の殖産政策を志向している教草ー紅藍一覧には，ベニバナの栽培法と燕脂の調整法など具体

的に説かれている.

今後におけるベニバナ栽培の問題点は，栽培技術の改良ではなく ，土地の経済的生産性の如何にかかって

いる.手仕事に頼る色素原料作物としての栽培は悲観的であり ，機械的集的栽培を可能とする消極作物とし

ての栽培にも難関がある.

薬料としての紅花について

田辺製薬薬理研究所 伊 藤 和 洋

紅花の名は神農本草経にはなく ，唐本草に初めて見られる.製剤としては金匿要略に，紅藍花i酉 (紅花を

酒で煎用する薬方で婦人六十二種の風に効あり)がある.漢方では折衝飲，通導散(月経不順，産後の回復

など婦人薬)，泰克蒐活湯，秦克防方湯(痔疾)，葛根紅花湯(赤鼻，しみ)，蒸眼一方(ものもらい，ただれ

限，はやり限に外用)，滋血潤腸湯(便秘，肩こり)，疎風活血湯(駆務血に用いる)などの方剤に， この紅

花を配伍している.本朝経験方としては，治頭癒一方，馬明湯(小児の頭部湿癒，俗にいう，くさの治療

薬)，強神湯(卒中後の身体不随)などの方剤中に配伍されている.また，民間療法としての紅療法も有名

一一(紅花を配合する漢方方剤の表は割愛す)一一

で，明治時代に万病を治す療法と して大流行したが，現在も一部で行なわれてu、る.宮城県人，山内啓二氏

の紅花療法講演録一巻がある.紅花の黒焼は，徳島県三好郡三野町の久保家に天保時代より明咳の薬として

伝えられている.古代インドからの伝統医学であるアユノレグェダー医典には紅花は用いられていないが，こ

の種子油をリウマチの患部に塗擦したり ，産後の腹部にハップ剤として用いている.要約すると，紅花の薬

性は温性であり，血行をよくし，増血の補助作用があり，新陳代謝の促進作用がある.これらの薬能のた

め，上記の方斉IJに配伍されるものであって穆血を散らす(痔疾，肩こり).増血の補助(血の道といわれる閉

経後の神経症)，新陳代謝をよくする〔病気の起因する局処及び之に関連する神経系(脊髄など経絡)に塗擦

する〕ことによって諸疾病を治療するのである.これらは全て医療上，化粧(民族の風習からの変移)，染色

時などにおける経験的治験の結果得られたものであると思われる.
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(95年会 (975)西宮〕

近代薬物発達史

生薬治療を中心とする近代薬物発達史

東理大 ・薬 長 沢 元 夫

77 

1. r近代薬物発達史Jという題の下で生薬のことを述べるとすると 1つは生薬成分の研究が 19世紀の

初期から活溌に行なわれているから，それを論じなければならないし 2つは生薬治療，即ち専ら生薬を使

用して病気を治そうとする各国の伝承医術，あるいはも っと高度な伝統医学の中で研究された業績や学説等

を論じなければならない.前者については宗国 一氏の新しい著書「近代薬物発達史」においても，その他

の薬学史の諸書においてもとりあげられているし，また研究された成果がほとんど生薬治療の面に影響を与

えていないので，ここでは専ら後者について述べてみたい.

2. r近代」をルネッサンス以後と してよいと思うが，西洋ルネッサンスは 14世紀からはじまっているの

に，解剖と測定においてすぐれた業績があるだけで，薬物については 18世紀以後に重要な業績が出ている

こと，および近代医学そのものも 18世紀から大きな変化を示しているので，西洋のことは 18世紀以後の

問題点を論ずることにする. 日本の場合は福本和夫氏が「日本ノレネッサンス史論」で明らかにしたように，

江戸時代中期以後，即ち 17世紀以後のことを論ずる.

3. 19世紀中期以降にヨ ーロッパで形成された新しい医学はフィノレヒ ョウの細胞病理説とコ ッホによる

細菌学の確立を基礎とするものであり，それまでの伝統的なヒポクラテス医学における体液病理説と自然治

癒力の存在を否定するものであるから，新しい医学を一般に西洋医学 (WesternMedicine)と称してヒポク

ラテス医学と区別している 私もこの取扱いを正しいものとしている.ヨーロッパに存在した医学はどのH寺

代のものも西洋医学というような態度は間違っている.

19世紀以後有機化学が発達したので，西洋医学は合成された有機化合物を治療薬の中心に置いている.

その他にワクチン，抗生物質等を開拓し，それらを治療に使用する新しい治療体系をつくりあげている.そ

れに平行してヨーロッパでも，またとくに日本では，西洋医学は生薬製剤を一時は全く使用しなくなったこ

とさえある.

4. この間各国の伝統医学は夫々異った道を進んだ.日本では古方医学が勃興し，薬物についても独自の

理論を展開して「日本的な漢方」といわれる方向をとるようになった.手口語本草綱目 (1698)，大和本車

(1708)が仮名交日文で書かれた影響で本草綱目啓蒙(1803)も和文で記されたにも拘らず，復古儒学の影響

下にあった古方医学は漢文を使った.主なる著書は一本堂薬選，薬徴，古方薬議等，理論としては方証相対

説，薬効の方向転換説.

インドと中国は 1940年代の終りに夫々共和国として発足した時に伝統医学を西洋医学と同じ立場で教育

と衛生行政，治療に関与すべきであるという方針を国是とした.これは世界史上最初の伝統医学に対する処

置であって，その成果は次第にあらわれつつある.

ヨーロッパでは 19世紀の初期にホメオパシーがヒポクラテス医学の中から生じたこと，および 20世紀

に入ってから植物療法 (Phytotherapie)という名称でヒポクラテス医学が姿をかえて出現したことに注目し

なければならない.

近代薬物の性格と問題点

吉宮製薬 宗 田

医薬学の近代化の起点を どこに求めるかは，医薬学史上重要な課題である.その起点を自然科学的方法論

の導入におけば，近代科学の起源がまず問題となる 過去の多くの成香はそれを 15 世紀後半~16 世紀のノレ

ネッサンスにおいている. この1レネッサンス史観は，とくにドイツ文化史観の強い影響下において，Jレネッ

サンスを短歌する反面， 中世を暗黒時代と必要以上に強調する 19世紀科学史観である.
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近時，研究が進むにつれこの 19世紀科学史観に対する批判があらわれ， 16世紀後半-17世紀医科学の

方法と体系が組織化されて知的変革の起った時期とし科学革命の概念を導入し，これを近代科学の起源とす

る説が高まってきた.

しかし，この時期は医薬学の近代とはいえない.というのは，科学革命といっても，それは力学観を主軸

とする天文 ・物理学革命で，すべての自然科学を包含するものではないからである.つまり，化学は 18世

紀に，生物学は 19世紀に変革が起って近代化が達成された.

そうなると，近代医薬学はなにに視点をあてて考えるべきなのか.ここに疾病観と薬物観がクローズアッ

プされる.

近代疾病観は，中世的(教条的 ・神秘的)一元論的病因論の否定にあり，動植物分類学の疾病への適用に

よる疾病の分類 ・再編とともに疾病学が病理解剖学と結びつき，実体概念として身体内に座を求めた産業革

命期 (18世紀後半にはじまる)が起点となる.こ うして病理解剖学は産業革命の社会的 ・生態学的副産物と

しての疫病(急性伝染病)の大流行に対処する病院施設の拡張と多量屍体の組織的観察とを条件として進展

し，細胞病理学の樹立となる.この技術的背景として顕微鏡等の光学機器の発達がある.さらに，疫病の原

因として観念的に想定されていたミアスマ(病気)説を解体して，大気中の特定微生物を実体としてとら

え，病原微生物学(医学的細菌学)の誕生となる.

病原微生物学は 19世紀後半において医学を変革し，近代医学の性格を決定づけたが，この方法論を主軸

として近代薬物が展開する.それは病原体の側からの疾病へのアプローチであり，病因のうち特異的原因の

強調となって， 外因に焦点を合わせ，内因には比較的無関心のままで過ごさせる結果となった.

一方，近代薬物観は近代化学の物質観の導入によって薬効の神秘性を有効成分という物質レベノレにひきお

ろし，天然薬物の成分抽出路線が開花し，さらに有機化学の進展は合成薬物の出現をもたらした.

産業革命における主要産業のセンイ工業の要求した染料 ・色素工業が病原微生物学に結びついたとき，色

素療法一化学療法が生まれる.

化学療法は 19世紀後半-20世紀初頭の急性伝染病のさしせまった恐怖に対し救命効果と死亡率低減をも

たらした反面，人体の反応を利用して治療する薬物療法の進歩をおくらせる結果を生んだ.そのため急性病

に対する薬効の尺度が慢性病に直線的に外挿されたとき問題点を残すこととなる.

〔資料〕・・宗国 一:近代薬物発達史，薬事新報社刊，昭 49.10

4. くすり史跡めぐり一覧表

見学地 報告者 掲載誌

2 32. 9.23 東京 三堀三郎 薬局 8，叩%7j
9， 2(1958 

3 33.10.12 横浜，鎌倉 三堀三郎 薬局 9，12(1958 
16， 2(1959 

4 34. 9.26 大和 ・森野薬園，薬師寺 -高校橋本真曽太代郎子 薬局 10，12(1959)

5 35. 9.24 名古屋 根本曽代子 薬局 11， 12(1960) 

6 36.10.17 武蔵野 三堀三郎 薬局 12，12(1961)

7 37. 5. 4 京都 高橋真太郎 薬局 13，7(1962) 

8 37.11. 4 静 岡 斎藤幸男 薬局 14，3(1963) 

9 38. 7.14 千葉 三堀三郎 薬局 14，10(1963) 

10 39. 9.20 金沢 清三水浦藤孝太次郎 薬局 15，12((1964)) 
16， 1(1965 

11 44. 8.30 下野

12 49. 4. 6 江戸城跡と皇居 三 浦 三 郎 薬局 24， 11， 12 (1973) 
25， 2(1974) 
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文献資料・寸評

⑥「科学史研究J(1975年秋)の中から

薬史学の研究領域は，薬物 ・薬学に関する

史実をめぐる問題点の発見あるいは確認だけ

に限ってみても，非常に大切なことは， その

時代区分の設定を明確にすることによって時

代背景を参考にできるからである.

例えば，江戸時代の生物学は本草から始ま

るとし，当時の本草学はJ分類学を中心とし

た博物学ともいうべきもので，蘭学を主とし

た洋学の導入により，次いで来たる明治期の

t 西欧流学問の基礎を築いた時代でもあった.

わが国における薬物学史上，大きな影響を与

えた 「本草綱目」については，薬学者以上に

生物学者が関心をもちつつあることを知っ

て，その史的評価が高められていることを喜

びたい.そして，本草研究が博物学史上に，

どのように時代区分されたらよいかという問

題点について，r科学史研究J(1975・秋:第

115号)に記載されている “展望:日本博物

学史一明治前一"<武蔵大学人文学部 ・生物

学教室 ・矢部一郎>の内容によって教えられ

るところが大きいものがあった.

すなわち， r日本博物学年表J(白井光太

郎) (1908・増訂版)は，第 1期(本草学時

代:上古より徳川にいたる)，第2期(応用博

物学時代:徳川より明治の初期にいたる)，第

3期(純正博物学時代:明治初期よ り以後)

と区分しており， r日本博物学史J(上野益三)

(1973)は (1) r本草綱目」輸入以前の時代

(2)前 「大和本草」時代 (3)後「大和本草」

時代 (4) シーボノレト渡来以後の時代， とし

ている.時代の推移に伴って，最初医術に関

係ある本草時代から，薬物学としての正統本

草のほかに食物本草が加わったが， r大和本

草J(貝原益軒) (1709) をもって日本の博物

学の始まりとし，その後成長時代を経て，シ

ーボルトの来日 (1823・文政6)以降，明治

維新までの時期に，博物学が近代科学化に進

んだ，としている.

その他，諸説あるが，この「展望」は，わ

れわれ薬史学に興味関心を抱く者にとって，

生物学史研究を通じて，多数の関連文献を紹

介収録してある点だけでも貴重な史料であ

る.

@r私の研究生活を育ててくれた先生方J(落

合英二)

有機化学領域の研究に生涯をかけ，その輝

かしい業績に対して文化勲章を受けている薬

学博士落合英二氏は，昨年惜しくも亡 くなっ

たが， r私の研究生活を育ててくれた先生方」

という小冊子は，去る1971年，主として、海外

における研究歴について講演したときの草稿

をまとめたものである.読む者に対して，い

かに学聞を深く究めることがきびしいもので

あるか，また指導者と教えられる者との問の

ヒューマンリレーションが当事者たちの運命

にかかわるものであるかを物語るものとし

て，極めて強い感銘を与えている.そして，

最後に

“私は良い先生と環境に恵まれた好運に心

から感謝している.良い研究の創作には，設

備も金も大切だが，最も大切なのは，推進力

となる指導者の研究に対する気迫と，これを

中心とする研究室の雰囲気であると感じてい

る"と結んでいる. (吉井)
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一一会務報告一一

。会長.朝比奈泰彦先生のお逝去にともない，空席になった会長の席には，清水藤太郎先生に

お願いする と， 11月 8日の幹事会で申し合せを行った.

. 日本薬学会第95年会における薬史学部会は，昭和50年4月5日， 武庫川大学(薬) 1号館で

行った.研究報告7題の外，近代薬物発達史をテーマにシンポジウムが行われた. (本誌に転載

の要旨参照)。第21回 (7月12日)第22回 (11月8日)薬史学会集談会は東京理科大学(薬)で催した.報

告者と演題は下記の通り.

(21回) 吉井千代田

伊藤和 洋

(22回) 木中村佐四郎

徐福余聞

広州交易会管見

朝比奈泰彦先生の追憶

吉井千代田， 三浦三郎 長井長義にまつわる秘話。昭和50年4月，名古屋市で行われる日本薬学会96年会において，本薬史学会は一般研究報告

の他，薬学の戦後史についてシンポジウムを行い，ついでに尾張藩徳川家に伝わる蓬左文庫を中

心に見学会を催す予定です.大方の参加を希望します.。洋の東西を問わず，歴史を研究する学会の経済的基盤は弱い.日本学術会議に所属する学会

は，年 2回以上，機関誌の刊行を義務づけられている.本学会の会費徴集額は，年 1回の刊行費

にも充たない.学術会議に助成金を仰ぐという考え方もあるが，それには先ず内容のある報文の

投稿が前提である.

いまのところ，“無理が通れば道理が引っ込む"の馨え通り，現代を超越して幹事の托鉢によ

って穴を埋めております.会員諸賢氏も禅寺の修業僧になって，立派な七堂伽藍の維持と修業に

精進して頂きたい.。会員の動静:正会員 155名，賛助会員7名，学生会員5名，計 167名(昭49.12月現在)。49年度退会者;伊藤四十二，大岡増二郎，忠石啓，松村久吉

Bg 手口 49 年 度 決 算

(収入) 302，057(円) (支出) 162，430(円)

繰越金 178，554 印刷代 (8，1-2) 154，865 
¥ 

ぷ~ 費(賛助会員). 20，000 送料代 他 7，565 

(一般会員) 97，000 (残 金) 139，627 

雑 誌 売 上 4，000 

手リ 子 2，503 



薬史学雑誌投稿規定 (1975年4月決定)

1. 投稿者の資格:原則として本会々員であること(共著者はこ の限りではない). 会員外の原

稿は編集委員会の承認を経て掲載することがある.

2. 原稿の種類:原稿は医薬の歴史，およびそれに関連のある領域のものとする.ただし他の雑

誌(圏内国外を問わない)に発表したもの，または投稿中のも のは掲載しない.

付) 原報:著者が新知見を得たもので和文，英文のいずれでもよい.原則として図版を含む刷

り上り 8頁以内(英文はp頁以内)とし，刷 り上り頁数は偶数であることがのぞましい.

(ロ) ノート :原報にくらべて簡単なもので，断片的あるいは未完の研究報告でもよい.和文 ・

英文どちらでもよい.図版を含む刷り上り 2頁または 4頁とする.

判 史伝:医薬に関係した人，所，事蹟等に関する論考，刷 り上り 6頁以内とする .

(斗 総説:原則として本会から執筆を依頼するが， 一般会員各位の寄稿も歓迎する.そのとき

は予め連絡していただきたい.刷り上り 6頁以内とする.

同 雑録:見学，紀行，内外ニュースなど会員各位の寄稿を歓迎する.刷り上り 2頁以内とす

る.

3. 原稿の体裁:日本薬学会投稿論文執筆規定(ファノレマシア第4巻 1号に掲載されている)に

従うこと.和文は横書で平がな混り横書とし，かなずかいは現代かなずかいを用い，漢字は止

むをえない場合のほかはなるべく当用漢字で書くようにつとめること .なお原報およびノ ート

には簡潔な英文要旨を著者において作成添付すること(英文の場合は和文要旨を同様に付すこ

と). 

和文原稿は薬学会所定 400字詰原稿用紙またはこれに準じたものを用いること(原稿用紙4

枚が刷り上り 1頁にほぼ相当する). 英文原稿は良質厚手の国際判 (21x28 cm)の白地タイプ

用紙を用い，黒色で 1行おきにタイプ印書すること.

4. 原稿の送り先:本原稿 1部，コピー 1部を f(郵便番号 101)東京都千代田区神田駿河台 1-

8，日本大学理工学部薬学科内， 日本薬史学会 滝戸道夫」宛に書留で送ること .封筒の表に

「薬史学雑誌原稿」と朱書すること.原稿到着日を受理日付とし， 到着と同時に投稿者にその

旨通知する.

5. 原稿の採否:原稿の採否は編集委員会で決定する .不採用または原稿の一部訂正を必要とす

るときはその旨通知し，編集技術上必要があるときは原稿の細部 の体裁を変更するこ とがあ

る.

6. 投稿料，別刷料および図版料:投稿者はその原稿が印刷発行 されてから 1か月以内に，原

報，ノート，史伝，総説(依頼されたものを除く)は和文刷り上り 1頁につき 800円，英文刷

り上り 1頁につき し200円を払込むこと .

版下料，凸版料，写真製版料については別に実費を申し受ける.

著者には別刷 50部を送付する.規定以上の別席IJ部数を希望するときは，投稿の際にその部

数を申込むこと .50部をこえる分については実費を徴集する.

7. 正誤訂正:著者校正を 1回行なう .論文出版後著者が誤植を発見したときは，発行 1か月以

内に通知されたい.

8. 発行期日:原則として毎年6月および 12月の2回とし，各 20日を発行日とし，受理年月

日)1頂に掲載する .



任三，

素肌にやさしい思いやり 。お風呂あ

カずりにsj.ひじ・ひざ・・・・・・ザーネで

すべすべ?ッサージ。ビタミン A・D

.Eで素肌がしっとりとうるおいま

す。ザーネは素肌のク リームです。

こんなときどうぞ・・・

肌荒れ/荒れ症/ヒフの栄養/ヒフの

乾燥と保護/雪やけ ・日 やけ/ひげそ

円負け/力、ぶれ・ただれ/ ひぴ・あか

ぎれ/ きめ肌/ にきび. .~， ~ ビタミンA・D.E配合

宅yー千、.クリーム
包 装 30g・250円、 80g・5∞円、 150g・850円

素
肌
安
ヘ
安
ヘ
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じ
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